
　
　
　

は
じ
め
に

　

本
誌
第
７
号
に
お
い
て
、
山
口
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
林
勇
蔵
家
文
書
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
・
公
開
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
契
機
に
林
家
現
蔵
文
書

調
査
に
よ
る
履
歴
情
報
の
再
構
成
を
行
い
、
藩
政
時
代
の
勘
場
地
方
役
人
、
明

治
初
期
の
行
政
役
人
の
諸
活
動
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
林
勇
蔵
家
伝
存
文
書
群
の

特
色
把
握
を
試
み
た（
１
）。
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
時
に
林
家
当
主
の
役
職
と

の
関
連
で
個
々
の
史
料
区
分
を
行
い
、
役
職
に
よ
る
文
書
群
の
検
索
項
目
を
追

加
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
へ
て
第
８
号
で
は
、
大
庄
屋
職
と
小
郡
宿
史
料

群
（
一
九
六
点
）
の
関
連
分
析
に
よ
り
、
本
藩
の
山
陽
道
宿
駅
の
特
色
を
「
宰

判
宿
駅
」
と
し
て
萩
藩
の
宰
判
制
度
と
の
関
わ
り
で
と
ら
え
、
幕
末
維
新
期
に

展
開
さ
れ
た
特
権
諸
通
行
の
休
泊
と
小
郡
宿
の
経
済
負
担
を
考
察
す
る
と
と
も

に
、
備
中
矢
掛
宿
に
お
け
る
そ
れ
と
の
比
較
に
よ
り
、
封
建
交
通
の
本
質
的
な

共
通
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た（
２
）。

　

萩
藩
の
宰
判
制
度
の
も
と
に
お
け
る
「
宰
判
宿
駅
」
は
、
山
陽
道
が
貫
通
す

る
宰
判
の
中
心
市
町
、
交
通
の
要
所
に
勘
場
（
宰
判
の
役
所
）
と
と
も
に
宿
駅

が
整
備
さ
れ
、
公
的
な
基
本
施
設
を
設
置
し
て
運
輸
（
継
送
り
）・
通
信
（
継

飛
脚
）・
休
泊
の
主
機
能
が
宰
判
の
組
織
運
営
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
い
わ
ば

輸
送
機
関
と
い
う
べ
き
性
格
を
備
え
た
も
の
と
い
え
る
。
特
権
諸
通
行
の
休
泊

経
費
負
担
を
め
ぐ
る
宿
駅
財
政
の
運
用
も
、
大
庄
屋
を
運
営
責
任
者
と
し
て
、

定
法
化
に
よ
る
藩
の
経
常
費
補
償
と
郡
村
費
負
担
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
宰
判
の

財
政
運
営
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

本
稿
は
前
号
で
得
た
こ
の
よ
う
な
成
果
を
前
提
に
山
陽
道
小
郡
宿
の
特
権
通

行
継
送
り
と
継
飛
脚
に
つ
い
て
、
幕
末
維
新
期
を
中
心
に
考
察
を
試
み
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
藤
澤
晋
氏
が
備
中
矢
掛
宿
本
陣
文
書
に
よ
っ
て

解
明
し
た
特
権
通
行
諸
類
型
の
人
馬
使
用
形
態
と
継
送
り
側
（
宿
・
助
郷
）
の

経
済
負
担
を
構
造
的
に
考
察（
３
）し
う
る
よ
う
な
史
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
林
勇
蔵
が
残
し
た
明
治
初
年
の
一
件
文
書
を
読
み
解
く
な
か
で
、

勇
蔵
家
文
書
の
関
連
史
料
や
藩
の
郡
奉
行
所
が
編
纂
し
た
「
小
郡
宰
判
本
控
」

等
の
史
料
を
あ
わ
せ
て
、
萩
藩
「
宰
判
宿
駅
」
の
継
送
り
を
め
ぐ
る
「
諸
相
」

の
考
察
に
よ
り
そ
の
固
有
性
を
と
ら
え
、
あ
わ
せ
て
そ
の
意
義
に
つ
い
て
も
考

え
て
み
た
い
。

　
　
　
萩
藩
「
宰
判
宿
駅
」
に
お
け
る
継
送
り
の
諸
相
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一　

幕
末
維
新
期
の
「
宰
判
宿
駅
」
財
政
問
題

　
　
　
　

１　

一
件
文
書
「
津
市
宿
人
馬
所
賃
銀
仕
詰
」

　

林
勇
蔵
家
文
書
は
現
在
、
林
家
現
蔵
の
八
六
点
（「
林
家
資
料
目
録
」）、
山

口
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
約
五
千
点
（
林
家
文
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
の

ほ
か
に
、
山
口
県
文
書
館
の
諸
家
文
書
の
う
ち
に
五
一
四
点
（
所
蔵
文
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
が
伝
存
す
る
。「
津
市
宿
人
馬
所
賃
銀
仕
詰
」
は
文
書
館
所
蔵
の

も
の
で
林
勇
蔵
の
手
に
よ
る
袋
入
一
件
文
書
で
あ
る
。

　

袋
表
書
に
は
「
明
治
四
年
未
六
月　

元
治
元
子
年
よ
り
明
治
弐
巳
年
迄
六
ケ

年
分　

南
吉
敷
部
津
市
宿
人
馬
賃
銀
仕
詰
帳
入
袋
」
と
墨
書
さ
れ
、
袋
裏
書
に

仕
詰
帳
類
の
明
細
と
そ
の
後
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
い
た
る
間
の
書
入

れ
や
貼
紙
に
よ
る
書
込
み
等
が
あ
り
、
二
五
点
の
文
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
ま
だ
詳
細
な
整
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
筆
者
の
関
心
に
そ
っ

て
分
類
を
試
み
る
と
、
時
期
的
に
は
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
前
後
に
ま
た

が
り
、
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
袋
標
題
の
構
成
史
料
で
、
明
治
四
年
六
月
作
成
の
林
勇
蔵
自
筆

に
よ
る
嘆
願
書
控
一
冊
と
仕
詰
帳
控
三
冊
、
及
び
若
干
の
関
連
史
料（
４
）が
あ
る
。

勇
蔵
は
こ
の
時
期
恵
米
方
（
慶
応
三
年
九
月
～
明
治
四
年
九
月
）
で
か
つ
「
諸

郡
勧
農
方
大
庄
屋
」（
明
治
二
年
七
月
～
五
年
四
月
）
を
兼
務（
５
）し
て
い
た
。

　

こ
の
四
冊
に
は
朱
書
で
連
番
が
付
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
題
に
「
南
吉
敷
」、

表
紙
に
朱
書
で
「
未
六
月
二
十
四
日
清
書
相
調
候
分
」「
控
」
の
書
入
れ
が
あ

る
（
二
～
四
の
表
題
年
次
は
「
未
六
月
」）。
四
冊
の
番
号
と
表
題
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。
津
市
は
小
郡
宿
が
設
置
さ
れ
た
下
郷
（
村
）
の
市
町
で
、
藩
政
時
代

の
宿
駅
の
名
称
は
、
幕
府
道
中
奉
行
の
事
務
必
携
『
五
駅
便
覧
』
等
で
は
小
郡

宿
で
あ
る
が
、
地
域
の
伝
存
史
料
に
は
小
郡
津
市
宿
、
あ
る
い
は
津
市
宿
と
表

記
さ
れ
る
。

　
　

壱　

元
治
元
子
九
月　

津
市
人
馬
所
諸
村
江
引
請
候
歎
願
控

　
　

弐　

元
治
元
子
年
よ
り
明
治
弐
巳
年
迄
六
ヶ
年
分　

津
市
宿
表
方
仕
詰

　
　

三　

元
治
元
子
年
よ
り
明
治
弐
巳
年
迄
六
ヶ
年
分　

津
市
宿
正
仕
詰

　
　

四　

 

元
治
元
子
年
よ
り
明
治
弐
巳
年
迄
六
ヶ
年
分　

津
市
宿
表
方
仕
詰
正

仕
詰
触
込
ミ
人
馬
共
ニ
惣
仕
詰
括
り

　

ま
た
、
袋
裏
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

壱　

一　

津
市
人
馬
所
諸
村
江
引
請
候
歎
願
控　

壱
通
（
マ
マ
）

　
　

弐　

一　

表
方
仕
詰
小
帳
六
冊　

控
林
良
平
所
持

　
　
　
　

一　

同
断　

括
り
手
紙
書
壱
通
操
帳
ニ
し
て　

壱
冊

　
　

三　

一　

正
仕
詰
小
帳
六
冊　

控
林
良
平
所
持

　
　
　
　

一　

同
断　

括
り
手
紙
書
壱
通
操
帳
ニ
し
て　

壱
冊

　
　

四　

一　

惣
括
り
手
紙
書
壱
通
操
帳
ニ
し
て　

壱
冊

　

現
物
は
四
冊
と
も
右
の
「
括
り
手
紙
書
壱
通
操
帳
ニ
し
て　

壱
冊
」
の
形
態

で
あ
る
。
こ
れ
は
一
紙
文
書
の
料
紙
を
貼
り
継
い
で
折
り
畳
み
、
右
端
に
綴
じ

六
〇



紐
を
通
し
て
連
続
で
頁
を
繰
る
形
に
綴
じ
た
「
繰
帳
」
に
仕
立
て
た
も
の
で
、

萩
藩
で
「
継
立
物（
６
）」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
形
態
の
文
書
で
あ
る
。
表
方
仕
詰
と

正
仕
詰
の
元
帳
（
小
帳
）
は
津
市
宿
仕
組
方
の
林
良
平
が
保
管
し
て
い
た
。

袋
表
書
に
は
「
明
治
四
未
六
月
二
十
四
日
来
栖
少
属
様
江
差
出
ス
」
の
書
入
れ

が
あ
る
。
廃
藩
置
県
は
こ
の
年
七
月
一
四
日
に
ま
ず
四
県
（
山
口
県
と
支
藩
三

県
）
が
設
置
さ
れ
、
一
一
月
一
五
日
に
統
合
さ
れ
て
山
口
県
が
成
立
し
た
。
萩

藩
で
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
一
〇
月
宰
判
を
「
部
」
に
、勘
場
を
「
部
署
」

に
改
称
し
て
い
た
が
、
廃
藩
置
県
後
に
部
署
の
再
編
が
行
わ
れ
小
郡
部
は
「
南

吉
敷
部
」
と
な
っ
た
。
右
の
四
冊
は
勇
蔵
が
記
録
保
存
の
た
め
作
成
し
た
「
控
」

で
あ
り
、「
南
吉
敷
」
の
表
記
は
六
月
の
時
点
で
す
で
に
改
称
の
こ
と
が
周
知

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

袋
入
文
書
に
は
、
明
治
四
年
六
月
付
け
、
大
庄
屋
・
本
間
治
郎
兵
衛
、
恵
米

方
・
林
勇
蔵
、
証
人
庄
屋
部
坂
治
兵
衛
・
小
野
恒
太
郎
連
署
の
上
申
書
「
申
上

候
事（
７
）」（
竪
帳
、
一
綴
）
が
在
中
す
る
。
勇
蔵
の
朱
書
書
入
れ
に
よ
る
と
、
仕

詰
帳
は
そ
の
証
拠
書
類
と
し
て
一
件
袋
入
れ
に
し
て
六
月
提
出
後
、
指
摘
さ
れ

た
書
類
不
備
等
を
調
え
、
あ
ら
か
じ
め
下
書
を
内
見
に
入
れ
た
上
申
書
と
と
も

に
一
二
月
二
四
日
手
子
田
口
平
蔵
に
託
し
来
栖
少
属
に
提
出
さ
れ
た
。

　

従
前
の
研
究
で
は
右
の
四
冊
の
う
ち
一
と
二
を
昭
和
一
四
年
山
口
県
史
編
纂

所
が
書
写
し
て
合
冊
本
に
仕
立
て
た（
８
）も
の
が
用
い
ら
れ
て
き
た（
９
）。
本
稿
は
明
治

四
年
六
月
上
申
書
の
証
拠
書
類
と
し
て
作
成
さ
れ
た
原
史
料
四
冊
に
よ
り
な
が

ら
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
小
郡
宿
の
継
送
り
と
宿
駅
財
政
の
問
題
に
つ
い
て

考
察
を
試
み
る
。

　
　
　
　

２　

元
治
元
年
九
月
「
御
手
悩
之
姿
」
に
よ
る
仕
組
立

　

ま
ず
、
四
冊
の
う
ち
一
「
津
市
人
馬
所
諸
村
江
引
請
候
歎
願
控
」
は
、
三
通

の
一
紙
文
書
の
写
し
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
最
初
の
も
の
は
次
の
難
渋
嘆
願
書

で
あ
る
。

　
　
　
　
　

御
願
申
上
候
事

　
　

 　

小
郡
津
市
宿
人
馬
継
立
尚
又
御
用
状
諸
御
飛
脚
ニ
至
迄
差
出
候
儀
ニ

付
、
従
来
御
仕
組
米
銀
被
立
下
種
々
御
仕
組
立
被
仰
付
、
旦か
つ
が
つ々

是
迄
無
御

間
欠
御
役
目
相
済
来
候
所
、
素
よ
り
困
窮
之
市
町
少
シ
之
甘
く
つ
ろ
ぎも
無
御
座
候

中
よ
り
軒
役
目
相
勤
、
小
躬
之
者
何
共
難
相
凌
、
昨
年
以
来
者
別
而
御
通

路
繁
ク
、
至
当
節
ニ
候
而
者
人
馬
継
立
弥
増
、
軒
役
目
取
続
も
相
成
不
申

必
死
之
難
渋
、
絶
手
段
当
惑
仕
候
、
此
侭
捨
置
候
時
者
亡
所
躰
ニ
も
立
行

可
申
ニ
付
、
此
往さ
き

如
何
様
共
宿
方
取
続
相
成
候
様
ニ
御
詮
儀
被
仰
付
被
遣

候
ハ
ヽ
、
終
ニ
ハ
成
立
之
期
ニ
も
立
至
り
可
申
様
奉
存
候
，
於
宿
方
ニ
も

軒
別
毎
月
銀
七
匁
五
分
宛
貫
立
其
余
頭
立
候
者
中
よ
り
者
御
見
割
を
以
当

九
月
よ
り
来
丑
八
月
迄
之
間
助
銀
仕
度
、
右
江
対
し
一
統
御
割
戻
し
米
之

義
ハ
行ゆ
き
な
り形
之
通
被
立
下
候
様
奉
願
上
候
、
御
時
節
柄
を
も
不
顧
御
嘆
申
上

候
段
奉
恐
入
候
得
共
、
前
断
難
渋
之
参
り
懸
り
被
聞
召
上
分
格
別
之
御
全

（
詮
）
儀
を
以
願
之
通
被
遂
御
許
容
被
遣
候
様
奉
願
上
候
、
此
段
宜
被
成

御
沙
汰
可
被
下
候
、
已
上

　
　
　
　

元
治
元
年
子
九
月　
　
　
　

六
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こ
の
嘆
願
書
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
、
宿
場
町
津
市
の
下
ノ
町
・

中
ノ
町
・
上
ノ
町
・
田
町
・
新
町
の
総
代
一
〇
名
（
各
町
二
名
）
が
津
市
所
在

の
下
郷
庄
屋
・
秋
本
治
郎
助
、
及
び
宿
役
人
の
年
寄
三
名
と
目
代
一
名）
（（
（

に
宛
て

た
も
の
で
、
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
及
び
津
市
仕
組
方
四
名
（
秋
本
七
右
衛
門
・
本

間
治
郎
兵
衛
・
長
井
孫
右
衛
門
・
林
良
平
）
を
経
て
小
郡
宰
判
算
用
方
・
野
村

平
蔵
へ
提
出
さ
れ
た
。

　

上
述
の
明
治
四
年
上
申
書
に
「
南
吉
敷
御
部
津
市
宿
百
拾
弐
軒
ニ
而
兼
而
御

定
人
夫
弐
拾
五
人
、
馬
弐
拾
五
疋
を
以
宿
役
相
勤
来
」
と
、
小
郡
宿
は
従
前
よ

り
宿
駅
常
備
人
馬
二
五
人
二
五
疋
の
宿
役
を
一
一
二
軒
で
勤
め
て
き
た
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。
嘆
願
書
の
総
代
は
こ
の
「
津
市
宿
役
軒
」
の
代
表
で
あ
る
。

　

歎
願
の
趣
旨
は「
人
馬
継
立
」（
特
権
通
行
継
送
り
）と「
御
用
状
・
諸
御
飛
脚
」

（
継
飛
脚
等
）
の
宿
役
を
、
従
前
か
ら
種
々
の
仕
組
立
（
財
政
再
建
）
に
よ
る

補
償
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
勤
め
て
き
た
が
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
攘
夷

戦
以
降
の
通
行
量
激
増
に
よ
る
人
馬
継
立
増
加
に
よ
り
、
つ
い
に
で
き
か
ね
る

事
態
と
な
り
、
緊
急
の
難
渋
対
策
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
宿

方
は
軒
別
に
毎
月
銀
七
・
五
匁
を
出
銀
し
、
有
力
者
か
ら
も
向
こ
う
一
年
間
助

銀
を
拠
出
す
る
が
、
宿
役
勤
め
の
補
償
と
し
て
現
行
（「
行
形
」）
の
宿
役
軒
割

戻
し
米
の
継
続 

（
表
２
・
３
参
照
） 

を
願
い
出
て
い
る
。
明
治
四
年
上
申
書
は
、

「
以
前
与
違
近
年
諸
色
騰
貴
ニ
準
シ
人
馬
賃
銀
等
三
倍
増
ニ
も
相
成
、
其
上
攘

夷
已
来
上
下
之
御
通
路
繁
ク
相
成
」
と
、
物
価
騰
貴
に
伴
う
人
馬
賃
銀
の
高
騰

も
要
因
に
あ
げ
て
い
る
。

　

二
通
目
の
「
御
願
申
上
候
事
」
は
、
宰
判
の
庄
屋
か
ら
選
任
さ
れ
宰
判
諸
村

へ
の
人
馬
割
符
等
を
担
当
し
た
証
人
庄
屋
二
名
（
岐
波
村
庄
屋
・
部
坂
治
兵
衛
、

二
島
村
庄
屋
・
小
野
恒
太
郎）
（（
（

）
が
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
宛
て
に
作
成
し
た
上
申
書

で
、
算
用
方
・
野
村
平
蔵
へ
提
出
さ
れ
た
。

　

趣
旨
は
、
津
市
宿
の
人
馬
継
立
は
従
来
町
（
宿
）
人
馬
と
宰
判
諸
村
の
出
人

馬
（
在
人
馬
）
の
区
別
（「
地
町
之
差
別
」）
を
立
て
て
き
た
が
、
現
在
の
形
勢

は
参
勤
交
代
大
名
等
の
山
陽
道
特
権
通
行
の
激
減
に
よ
り
在
人
馬
の
継
立
が
減

少
し
、
一
方
、
宿
方
は
萩
藩
家
中
通
行
増
加
に
よ
り
常
備
人
馬
の
継
立
で
は
対

処
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
や
む
な
く
諸
村
か
ら
通
常
の
ほ
か
に
「
御
手
当
人

馬
之
名
目
」に
し
て
一
昼
夜
詰
め
で
五
〇
人
五
疋
ず
つ
を
順
番
に
出
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
宿
方
難
渋
丸
々
諸
村
江
引
請
候
道
理
」
に
な
り
、

諸
村
の
「
足
役
抨
シ
」
負
担
増
加
に
よ
り
「
御
百
姓
軒
取
続
」
も
で
き
な
い
状

況
と
な
る
。
そ
こ
で
、諸
村
出
人
馬
数
が
過
去
一
〇
年
間
の
「
人
馬
抨
高
」（
現

高
割
符
に
よ
る
石
当
た
り
人
馬
数
）
を
越
え
な
い
よ
う
に
、
九
月
か
ら
「
御
手

悩
之
御
姿
」
に
よ
る
人
馬
継
立
を
命
じ
ら
れ
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

三
通
目
は
次
の
「
覚
」
で
、
宿
方
と
諸
村
の
双
方
か
ら
の
歎
願
を
受
け
て
、

大
庄
屋
・
林
勇
蔵
と
仕
組
方
四
名
が
算
用
方
・
野
村
宛
て
に
上
申
し
た
宿
役
人

馬
手
当
対
策
案
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

覚

　
　

 　

小
郡
津
市
人
馬
継
立
行
形
を
以
軒
役
目
相
勤
来
、
於
諸
村
ニ
も
公
料
御

役
人
様
・
諸
御
大
名
様
方
御
先
触
之
次
第
を
以
時
々
送
り
人
馬
相
勤
来
候

参
り
懸
り
御
座
候
、
然
所
近
来
御
通
路
多
ク
宿
方
下
地
困
究
之
所
、
兼
而
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御
仕
組
立
等
有
之
義
ニ
付
、
行
形
を
以
宿
方
ニ
も
旦
々
相
勤
候
内
、
借
銀

出
来
難
渋
弥
増
、
昨
年
已
来
之
変
動
何
共
難
被
相
凌
、
差
向
所
御
手
当
之

名
目
ニ
し
て
昼
夜
詰
人
馬
諸
村
よ
り
出
勤
被
仰
付
候
得
共
、
是
以
不
容
易

難
渋
千
万
之
行
掛
り
片
時
も
難
被
捨
置
、
双
方
よ
り
御
歎
申
出
候
ニ
付
、

私
共
仕
組
方
御
用
掛
り
被
仰
付
、
左
ニ
一
ツ
書
を
以
申
上
候
事

　
　

 

一 　

宿
方
送
り
人
夫
定
雇
弐
拾
人
地
町
ニ
而
相
定
、
順
番
を
以
為
相
挊
可

申
、
一
昼
夜
之
挊
江
対
し
飯
米
壱
升
宛
立
遣
可
申
候
事

　
　

一 　

宿
方
送
り
馬
五
疋
手
当
置
、
順
番
を
以
為
相
挊
可
申
候
、
尤
一
昼
夜

定
雇
江
対
し
銀
壱
匁
宛
心
付
遣
可
申
候
事

　
　

一 　

送
り
人
馬
津
市
宿
・
諸
村
之
人
馬
立
分
行
形
之
義
者
、
京
・
公
料
家

共
ニ
都
而
在
人
馬
、
諸
大
名
様
并
御
国
御
家
来
中
様
之
義
者
御
定
人
馬

弐
拾
五
人
弐
拾
五
疋
を
越
候
御
先
触
在
人
馬
行
形
御
座
候

　
　
　

 　

前
段
京
・
公
料
家
人
馬
払
行
形
与
者
乍
申
、
御
試
相
済
候
上
ハ
公
私

御
為
筋
之
御
全
儀
被
仰
付
度
候
事

　
　

右
廉
々
御
伺
申
上
候
間
、
此
段
宜
被
成
御
沙
汰
可
被
遣
候
、
已
上

　
　
　
　

子
九
月

　

内
容
は
宿
役
人
馬
の
補
強
対
策
で
、
常
雇
い
人
足
二
〇
人
、
馬
五
疋
を
手
当

し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
昼
夜
の
稼
ぎ
に
対
し
人
夫
一
人
飯
米
壱
升
、
馬
一
疋
銀
一
匁

の
心
付
銀
を
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

最
後
の
一
つ
書
に
は
小
郡
宿
の
現
行
の
人
馬
継
立
方
式
に
つ
い
て
、「
津
市

宿
・
諸
村
之
人
馬
立
分
」、す
な
わ
ち
宿
役
人
馬
と
諸
村
出
人
馬
の
遣
い
分
け
は
、

京
家
・
宮
家
及
び
公
料
役
人
通
行
（
幕
府
御
用
・
幕
府
領
役
人
）
は
す
べ
て
諸

村
出
人
馬
（「
在
人
馬
」）
で
継
送
り
、
参
勤
交
代
諸
大
名
及
び
萩
藩
家
中
通
行

は
先
触
人
馬
の
う
ち
宿
駅
常
備
二
五
人
二
五
疋
ま
で
は
宿
役
人
馬
、
そ
れ
を
越

え
た
場
合
は
諸
村
の
出
人
馬
で
継
送
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

表
向
き
の
方
針
は
あ
く
ま
で
「
在
人
馬
・
町
人
馬
之
境
屹き
っ
と度
相
立
居
」（
明

治
四
年
上
申
書
）
と
し
な
が
ら
、
内
実
は
対
象
通
行
に
よ
っ
て
区
別
し
、
在
人

馬
に
よ
る
宿
役
の
補
完
が
図
ら
れ
て
い
た
。
萩
藩
に
お
い
て
も
長
崎
奉
行
等
の

主
要
な
幕
府
御
用
通
行
は
先
触
状
で
発
注
の
人
馬
数
を
大
き
く
越
え
て
大
規
模

な
継
送
り
人
馬
を
使
用
し
、
か
つ
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
無
賃
御
馳
走
人
馬
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
が（
表
16
参
照
）、
小
郡
宿
で
は
そ
の
継

立
を
諸
村
の
出
人
馬
で
勤
め
て
き
た
。こ
の
こ
と
は
人
馬
賃
銀
負
担
も
ま
た「
諸

村
江
引
請
候
」
事
態
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。「
公
私
御
為
筋
之
御

全（
詮
）議
」
を
命
じ
ら
れ
た
い
と
は
、
新
た
な
仕
組
立
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う

な
諸
村
出
人
馬
に
よ
る
継
立
の
再
検
討
を
上
申
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

３　

人
馬
賃
銀
仕
組
立
仕
詰
と
不
足
銀
対
策

　

こ
の
一
連
の
歎
願
の
結
果
、
前
掲
明
治
四
年
上
申
書
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
小
郡
宿
仕
組
立
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

 　

宿
軒
別
よ
り
月
別
銀
七
匁
五
分
宛
出
銀
之
外
者
諸
村
江
引
請
ニ
被
仰

付
、
右
ニ
付
於
部
署
ニ
御
手
悩
之
姿
ニ
し
て
御
手
子
壱
人
・
仕
組
方
三
人

被
差
出
仕
組
立
御
編
立
、
日
々
御
勘
定
相
成
、
先
為
御
試
壱
ケ
年
々
之
年
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限
を
以
津
市
宿
御
定
之
弐
拾
五
人
弐
拾
五
疋
之
人
馬
遣
御
目
論
見
之
前
を

以
年
々
仕
詰
相
調
郡
用
所
江
差
出
、
右
津
市
宿
人
馬
ニ
当
候

　

す
な
わ
ち
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
か
ら
宰
判
（
明
治
二
年
一
〇
月

部
署
）
懸
案
（「
御
手
悩
之
姿
」）
の
仕
組
立
と
な
り
、
小
郡
宿
の
役
軒
別
か
ら

月
別
七
・
五
匁
を
出
銀
、
そ
の
外
は
諸
村
出
銀
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
藩

の
下
役
人
「
手
子
」
の
一
名
増
員
と
、
地
方
役
人
の
「
仕
組
方
」
三
名
に
よ
る

編
成
で
日
々
人
馬
賃
銀
の
「
現
払
」
に
よ
る
算
用
に
あ
た
り
、
一
年
の
年
限
で

仕
詰
を
継
続
し
、
宿
役
二
五
人
二
五
疋
の
人
馬
遣
い
を
目
論
見
と
し
た
仕
詰
結

果
を
毎
年
郡
用
方
（
旧
代
官
）
へ
提
出
し
た
。

　

小
郡
宿
の
従
前
か
ら
の
「
借
銀
出
来
難
渋
弥
増
」（
前
掲
大
庄
屋
・
仕
組
方

連
署
「
覚
」）
と
い
う
状
況
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
仕
組
立
初
年
度
の
人
馬
賃

銀
仕
詰
の
結
果
は
、
次
の
よ
う
な
大
庄
屋
の
借
銀
願
い
継
続
に
よ
る
不
足
銀
対

策
を
必
要
と
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
一
二
月
付
け
で
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
か
ら
算

用
方
・
寺
島
太
次
郎
、
代
官
・
北
川
清
助
を
経
て
郡
奉
行
・
玉
木
文
之
進
宛
て

に
二
通
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
一
通
は
宰
判
有
徳
人
か
ら
の
献
納
銀
七
五
貫
の

う
ち
、
一
〇
貫
六
二
二
匁
七
分
二
毛
を
慶
応
元
年
返
済
分
に
当
て
、
残
り
六
四

貫
三
七
七
匁
余
弐
分
九
厘
八
毛
を
「
繰
巻
銀
」
と
す
る
貸
延
願）
（（
（

で
あ
る
。

　

も
う
一
通
は
元
治
元
年
分
の
人
馬
継
立
小
割
帳
一
五
冊
計
三
三
貫
八
一
三
匁

一
分
二
厘
五
毛
の
支
払
い
を
右
の
「
繰
巻
銀
」
で
当
て
た
が
、
不
足
銀
の
取
替

手
段
も
な
く
、「
払
切
」（
差
引
ゼ
ロ
の
意
、
田
中
誠
二
氏
の
教
示
に
よ
る
）
に

し
て
銀
六
四
貫
余
を
さ
ら
に
貸
延
と
す
る
次
の
よ
う
な
願
書
で
あ
る）
（（
（

。

　
　

 　

右
小
郡
御
宰
判
津
市
宿
年
来
御
通
路
繁
ク
、
追
々
被
入
御
手
迄
仮
成
取

続
仕
来
候
所
、
一
昨
年
来
不
容
易
御
時
節
ニ
相
成
、
如
何
様
ニ
し
て
も
宿

持
続
不
得
仕
段
宿
方
よ
り
去
夏
御
断
申
出
、
御
詮
義
之
上
、
差
向
所
去
子

九
月
よ
り
御
代
官
所
御
手
悩
之
筋
を
以
、
増
御
手
子
并
仕
組
掛
り
之
者
三

人
被
差
出
、
日
々
現
払
ニ
し
て
人
馬
継
立
之
御
目
論
見
被
仰
付
、
定
法
人

足
弐
拾
五
人
居
置
、
壱
人
日
別
壱
升
飯
米
立
遣
、
所
勤
里
数
ニ
応
シ
壱
里

凡
七
八
分
之
校
了）
（（
（

を
以
後
銀
立
遣
候
、
馬
之
儀
者
弐
拾
五
疋
を
日
々
五
疋

宛
詰
置
、
日
別
飯
米
弐
升
宛
立
遣
、
日
々
弐
拾
疋
之
馬
者
何
時
之
御
用
ニ

而
茂
御
間
欠
ニ
不
相
成
様
掛
高
致
候
ニ
付
、
月
別
壱
升
宛
立
遣
、
所
勤
里

数
ニ
応
シ
壱
里
凡
壱
匁
五
六
分
之
校
了
を
以
後
銀
立
遣
候
仕
組
相
立
、
子

ノ
九
月
よ
り
丑
八
月
迄
別
紙
小
割
帳
十
五
冊
之
前
、
下
地
定
法
立
之
米
銀

差
引
ニ
し
て
不
足
銀
前
書
之
通
、
何
さ
へ
取
替
払
可
仕
廉
無
御
座
候
ニ

付
、
去
子
暮
御
願
申
出
候
小
郡
御
宰
判
有
徳
人
よ
り
献
納
銀
仕
詰
残
六
拾

四
貫
三
百
七
拾
七
匁
弐
分
九
厘
八
毛
当
丑
暮
調
ニ
し
て
御
貸
付
寅
暮
迄
御

貸
延
被
仰
付
候
様
、
旁
宜
被
遂
御
詮
儀
被
成
御
沙
汰
可
被
遣
候
、
以
上

　
　
　
　

丑
（
慶
応
元
）
十
二
月　
　
　
　
　
　

大
庄
屋　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

勇
蔵　

印

　
　
　
　
　
　

寺
島
太
次
郎
殿

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
元
治
元
年
仕
組
立
の
目
論
見
に
よ
る
宿
役
常
備
人
馬
二
五

六
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人
二
五
疋
の
手
当
は
、
人
足
二
五
人
を
定
置
し
日
当
一
人
飯
米
壱
升
を
支
給
、

賃
銀
は「
所
勤
」（
実
際
に
従
事
し
た
継
送
り
）里
数
に
応
じ
一
里
に
つ
き
銀
七
、

八
分
を
後
銀
払
い
と
し
た
。
馬
は
日
々
五
疋
詰
に
し
て
常
時
二
〇
疋
を
手
配
で

き
る
よ
う
に
「
掛
高
」（
後
述
す
る
現
石
当
た
り
人
馬
抨
高
）
に
よ
り
配
置
し
、

日
当
は
人
足
二
人
分
相
当
の
一
疋
飯
米
二
升
、
こ
れ
に
毎
月
手
当
米
一
升
を
支

給
し
、「
所
勤
」
に
対
し
て
は
人
足
の
倍
額
銀
一
匁
五
、
六
分
を
後
銀
払
い
と

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
人
馬
賃
銀
仕
詰
の
結
果
は
、
定
法
の
米
銀
補
償

を
当
て
て
も
計
三
三
貫
八
一
三
匁
余
に
上
る
不
足
銀
と
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
仕
組
立
不
足
銀
は
次
項
で
述
べ
る
元
治
元
年
分「
表
方
仕
詰
」

（
請
払
）
不
足
銀
（「
払
過
」）
と
一
致
し
（
表
１
─
⑨
及
び
表
２
「
残
」
①
）、

後
述
す
る
よ
う
に
慶
応
二
年
に
は
「
諸
郡
御
抨
し
」
に
よ
る
全
額
補
償
が
な
さ

れ
た（
表
４
）。
田
中
誠
二
氏
に
よ
れ
ば
、萩
藩
の「
元
治
元
年
請
払
」に
お
い
て
、

「
諸
郡
宿
仕
組
引
当
」
は
銀
一
〇
〇
〇
貫
目）
（（
（

（「
払
」
総
額
の
約
三
・
五
％
）
に

上
っ
て
い
る
。
小
郡
宿
を
は
じ
め
藩
内
宿
駅
の
仕
組
立
仕
詰
の
手
当
に
用
い
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

銀
六
四
貫
余
の
貸
延
「
願
継
」
は
そ
の
後
慶
応
三
年
ま
で
継
続）
（（
（

さ
れ
、
同
年

一
二
月
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
は
当
郡
に
お
い
て
は
「
御
救
頼
母
子
甘
く
つ
ろ
ぎ（
ゆ
と
り
）

も
御
座
候
」
と
、「
御
救
頼
母
子
取
当
米
」
の
う
ち
米
二
〇
〇
石
を
新
た
に
「
定

払
修
甫
」
の
費
目
に
立
て
返
済
に
当
て
る
対
案
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
た）
（（
（

。

　

小
郡
宰
判
「
諸
修
補
請
払
算
用
一
紙）
（（
（

」
に
は
、
慶
応
四
年
分
か
ら
「
御
頼
母

子
米
之
内
弐
百
石
御
払
切
ニ
し
て
被
立
下
、
人
馬
所
御
手
悩
ニ
被
仰
付
候
間
、

繰
巻
銀
ニ
し
て
被
差
置
、遣
方
之
儀
者
御
代
官
所
江
被
相
任
と
の
分
」
と
あ
り
、

頼
母
子
米
二
〇
〇
石
の
売
却
額
に「
五
朱
」（
五
％
）の
利
子
貸
付
で
運
用
さ
れ
、

同
年
分
五
二
貫
余
、
翌
明
治
二
年
分
五
五
貫
余
、
三
年
分
五
七
貫
余
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
使
途
は
不
明
で
あ
る
。

　

萩
藩
で
は
文
久
三
年
四
月
藩
庁
の
山
口
移
転
後
、
同
五
月
か
ら
の
攘
夷
戦
、

翌
元
治
元
年
五
月
の
下
関
戦
争
、同
八
月
第
一
次
長
州
征
討
と
そ
の
後
の
内
乱
、

慶
応
元
年
六
～
八
月
の
第
二
次
長
州
征
討
（
四
境
戦
争
）
が
続
き
、「
津
市
宿

人
馬
継
立
不
一
方
次
第
」（
明
治
四
年
上
申
書
）
と
い
う
時
期
で
あ
っ
た
。

　
　
　

４　

小
郡
宿
人
馬
賃
銀
仕
詰
（
元
治
元
～
明
治
二
年
分
）

　
　
　
　
　
　
　

─
「
表
方
仕
詰
」「
正
仕
詰
」「
惣
仕
詰
」
三
帳
の
分
析
─

　

一
件
文
書
「
津
市
宿
人
馬
所
賃
銀
仕
詰
」
の
う
ち
、
二
「
表
方
仕
詰
」、
三

「
正
仕
詰
」、
四
「
惣
仕
詰
括
り
」
三
冊
の
仕
詰
帳
は
、
元
治
元
～
明
治
二
年
の

六
年
分
（
会
計
年
度
は
九
月
～
翌
年
八
月
）
の
仕
組
立
米
銀
に
よ
る
請
払
決
算

書
で
あ
る
。
仕
詰
帳
の
骨
子
を
把
握
す
る
た
め
こ
れ
ら
を
表
１
に
一
括
表
示
し

た
。
米
高
は
地
下
和
市
値
段
で
銀
価
に
換
算
さ
れ
て
い
る
。

　

表
示
の
よ
う
に
「
表
方
仕
詰
」
と
「
正
仕
詰
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
臨
時
人

馬
賃
」と「
触
込
み
人
馬
賃
銀
」が
加
え
ら
れ
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
請
払
を
行
っ
た
う
え
で
、
さ
ら
に
両
者
間
の
不
足
額
に
よ
っ
て
総
決

算
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
実
は
二
「
表
方
仕
詰
」
帳
全
体
の
請
払
計

算
様
式
で
も
あ
る
。
三
「
正
仕
詰
」
帳
に
は
元
治
元
年
分
の
み
明
細
内
訳
が
示

さ
れ
、
慶
応
元
年
分
以
降
は
請
払
総
額
の
み
の
記
載
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

請
払
結
果
の
不
足
額
の
み
が
「
表
方
仕
詰
」
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
四
「
惣

六
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仕
詰
括
り
」
帳
は
表
題
に
「
津
市
宿
表
方
仕
詰
・
正
仕
詰
・
触
込
ミ
人
馬
共
ニ

惣
仕
詰
括
り
」
と
あ
る
が
、「
臨
時
人
馬
賃
」「
触
込
み
人
馬
賃
銀
」
と
も
に
明

細
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
年
分
の
差
引
は
、「
表
方
仕
詰
」
不
足
銀
に
「
臨
時
人
馬
賃
」
を
加
え
た

不
足
銀
（
表
１
の
グ
ル
ー
プ
１
）
と
、「
正
仕
詰
」
不
足
銀
に
「
触
込
み
人
馬

賃
銀
」
を
加
え
た
不
足
銀
（
表
１
の
グ
ル
ー
プ
２
）
と
の
間
で
行
わ
れ
、「
惣

仕
詰
括
り
」と
し
て
の
不
足
銀（
表
１
─
⑮
）が
算
出
さ
れ
て
い
る
。「
惣
仕
詰
」

は
こ
の
よ
う
な
二
重
の
不
足
銀
算
用
が
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
「
表
方
仕
詰
」
と
「
正
仕
詰
」
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
り
、
両
者
間

の
決
算
は
何
を
意
味
し
、
惣
仕
詰
括
り
は
ど
の
よ
う
な
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

両
仕
詰
帳
の
請
払
費
目
の
明
細
は
元
治
元
年
分
の
み
の
記
載
で
あ
る
。
幸
い

慶
応
元
年
分
に
つ
い
て
は
、
慶
応
二
年
八
月
「
人
馬
所
仕
組
方
」
二
名
が
作
成

し
た
慶
応
元
年
分
「
津
市
宿
御
仕
組
米
銀
仕
詰
帳）
（（
（

」
が
伝
存
し
て
お
り
、
請
払

額
を
照
合
す
る
と
表
１
の
「
正
仕
詰
」
と
一
致
す
る
。
そ
こ
で
、
元
治
元
年
分

に
つ
い
て
は
「
表
方
仕
詰
」
と
「
正
仕
詰
」
の
明
細
を
表
２
に
、
慶
応
元
年
分

は
「
正
仕
詰
」
の
明
細
を
表
３
に
示
し
た
。

　

ま
ず
、
元
治
元
年
分
に
つ
い
て
は
、
表
示
の
よ
う
に
、
小
郡
宿
仕
組
立
て
の

請
米
・
請
銀
の
経
常
費
目
は
「
表
方
仕
詰
」・「
正
仕
詰
」
と
も
に
共
通
し
て
い

る
。
宰
判
の
郡
村
費
諸
経
費
（
表
中
の
郡
配
当
、
定
払
修
甫
、
小こ
つ
な
ぎ貫
、
弥や
の
べ延
払
）

に
よ
る
も
の
は
諸
送
り
（
継
送
り
）、「
御
用
物
無
賃
送
り
」（
継
飛
脚
）、
宿
馬

の
補
償
手
当
、
目
代
所
入
目
、
旅
人
宿
心
付
、
人
馬
所
肥
し
代
に
わ
た
り
、
こ

れ
に
宿
役
目
一
一
一
軒
か
ら
の
出
銀
（
軒
別
一
か
月
七
・
五
匁
）、
津
市
宿
足

役
抨
し
に
よ
る
貫
立
（
取
立
）、有
徳
人
（「
頭
立
候
者
」）
及
び
隣
接
三
町
（
蔵

敷
、
柳
井
田
、
東
津
）
か
ら
の
助
成
銀
、
魚
糶
座
の
運
上
銀
、
諸
所
揚
荷
口
銭

（「
上
前
」）
に
よ
る
助
勢
銀
が
加
え
ら
れ
た
。

　

払
米
・
払
銀
も
「
表
方
仕
詰
」「
正
仕
詰
」
に
共
通
の
経
常
費
目
と
し
て
、

宿
役
人
（
年
寄
・
目
代
）
の
給
米
・
筆
紙
墨
料
・
筆
者
（
年
寄
元
の
書
役
）
手

当
米
、
目
代
所
諸
入
目
、
宿
役
補
償
の
一
一
一
軒
出
銀
割
戻
し
米
、
人
馬
所
詰

夫
・
詰
馬
及
び
小
遣
の
飯
米
と
賃
銀
、
人
馬
所
諸
入
目
が
あ
る
。
人
馬
所
詰
夫
・

詰
馬
は
「
表
方
仕
詰
」
帳
に
「
詰
夫
二
五
人
」「
詰
馬
二
五
疋
」
と
宿
役
人
馬

数
分
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、「
表
方
仕
詰
」
と
「
正
仕
詰
」
の
大
き
な
違
い
は
、
宿
役
勤
め
の

人
馬
へ
の
飯
米
・
賃
銀
支
払
額
で
、「
表
方
仕
詰
」
の
飯
米
は
「
正
仕
詰
」
の

七
倍
、
賃
銀
は
逆
に
「
正
仕
詰
」
の
そ
れ
が
「
表
方
仕
詰
」
の
六
・
七
倍
、
か

つ
「
後
銀
」
と
あ
り
、
宰
判
諸
村
の
貫
立
（
取
立
）
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
「
津
市
宿
人
馬
所
賃
銀
仕
詰
」
の
袋
に
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
作
成
の

「
津
市
人
馬
所
後
米
銀
ニ
し
て
諸
村
よ
り
貫
立
米
銀
請
払
帳
」（［
註
４
］）
が
同

封
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
元
治
元
～
慶
応
二
年
分
の
地
下
貫
立（
小
貫
）

は
、
米
方
は
石
当
り
一
合
（
慶
応
元
～
二
）、
銀
方
は
同
じ
く
三
分
（
元
治
元

～
慶
応
二
年
）
で
、
使
途
は
人
馬
所
の
人
夫
飯
米
、
人
馬
賃
銀
、
仕
組
方
・
林

良
平
の
ほ
か
手
子
・
目
代
二
名
の
「
人
馬
所
出
勤
心
付
」
等
で
あ
っ
た
。

　

慶
応
元
年
「
正
仕
詰
」
に
つ
い
て
も
基
幹
の
経
常
費
目
は
元
治
元
年
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
、
外
に
本
勘
（
藩
庫
支
弁
）
に
よ
る
目
代
給
米
の
請
払
、
宿
方
諸

六
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入
目
（
注
記
の
当
該
小
割
帳
に
よ
る
と
主
に
萩
藩
・
支
藩
家
中
分
）
の
払
い
が

み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
た
だ
し
、元
治
元
年
分
で
は「
表
方
仕
詰
」「
正
仕
詰
」

と
も
に
「
時
々
人
馬
雇
揚
賃
銀
」
の
請
払
が
あ
る
が
、慶
応
元
年
分
「
正
仕
詰
」

で
は
、
仕
組
方
作
成
の
雇
人
馬
賃
銀
小
割
帳
二
冊
分
、
計
銀
三
貫
六
九
九
匁
三

分
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
（
表
３
、
注
２
）。
そ
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、
表
２
・
３
の
原
史
料
に
は
「
正
仕
詰
」
請
払
に
お
い
て
米
方
不
足
米

を
銀
価
に
換
算
し
て
銀
方
の
払
い
に
含
め
「
正
仕
詰
」
不
足
銀
（
表
１
の
⑫
）

と
す
る
算
用
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
正
仕
詰
」帳
の
原
型
様
式
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
「
臨
時
人
馬
賃
」
と
「
触
込
人
馬
賃
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
表
方
仕
詰
」

と
「
正
仕
詰
」
に
振
り
分
け
ら
れ
た
意
図
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
表
方
仕
詰
」
不
足
銀
は
、
元
治
元
子
年
分
の
当
該
箇
所
に
「
津
市
人
馬
所

子
九
月
よ
り
丑
八
月
迄
御
手
悩
之
筋
ニ
し
て
弐
拾
五
人
弐
拾
五
疋
之
表
方
勘
定

小
割
帳
を
以
諸
郡
御
抨
し
申
出
候
分
」
と
記
さ
れ
、
表
４
の
よ
う
に
「
諸
郡
御

抨
し
」
に
よ
っ
て
小
郡
宰
判
へ
全
額
配
符
さ
れ
た
。
上
述
の
藩
の
公
費
「
諸
郡

宿
仕
組
引
当
」
銀
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
表
方
仕
詰
」
不
足
銀
に
加
え
ら
れ
た
「
臨
時
人
馬
賃
」
は
、
元
治
元
年
分

の
当
該
箇
所
に
「
臨
時
御
通
路
之
廉
を
以
同
断
（
小
割
帳
を
以
諸
郡
御
抨
し
申

出
候
分
）」
と
記
さ
れ
、「
臨
時
通
行
人
馬
賃
銀
」
と
し
て
同
様
の
手
続
き
で
公

費
に
よ
る
全
額
配
符
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
小
郡
宰
判
へ
の
配
符
時
期
は
表
示
の
よ
う
に
、
元
治
元
・
慶
応
元

年
分
は
慶
応
二
年
暮
、
慶
応
二
年
分
は
翌
三
年
暮
、
慶
応
三
・
四
年
分
は
明
治

二
年
暮
、
明
治
二
年
分
は
翌
三
年
暮
と
四
年
七
月
の
両
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
。
結
局
、
元
治
元
～
明
治
二
年
分
の
六
年
の
累
計
額
で
は
、「
表
方
仕
詰
」

不
足
銀
四
二
一
貫
四
七
五
匁
余
、「
臨
時
人
馬
賃
」
七
〇
貫
六
五
匁
余
、
合
計

四
九
一
貫
五
四
〇
匁
余
に
上
っ
た
。

　

一
方
、「
触
込
人
馬
」は「
惣
仕
詰
括
り
」の
元
治
元
年
分
の
当
該
箇
所
に「
同

断
（
津
市
人
馬
所
）
定
人
馬
弐
拾
五
人
弐
拾
五
疋
正
仕
詰
之
外
地
下
江
触
込
ミ

人
馬
」
と
あ
り
、
継
立
人
馬
が
宿
役
二
五
人
二
五
疋
を
越
え
た
場
合
に
宰
判
諸

村
へ
割
符
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
六
年
間
の
累
計
で
は
人
足
三
万
六
六
三
一
人

余
、
馬
三
六
五
一
疋
、
人
足
換
算
で
四
万
四
九
三
三
人
余
に
達
し
た
。

　
「
正
仕
詰
」
不
足
額
（
表
１
─
⑫
）
に
加
え
ら
れ
た
「
触
込
人
馬
賃
」
は
、

表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
馬
一
疋
を
人
足
二
人
に
換
算
し
「
人
足
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表１　元治元～明治2年分小郡宿人馬所人馬賃銀仕詰（「表方仕詰」「正仕詰」「惣仕詰」）

内　　訳 元治元子年分 慶応元丑年分 慶応2寅年分 慶応3卯年分 明治元辰年分 明治2巳年分 計

1

表方仕詰

請米

①諸仕組米請高　計 石 74.64015 70.94712 62.17633 38.42000 38.42000 38.42000 323.02360

②諸仕組米諸払　計 石 204.66150 185.11025 173.64400 161.84750 147.90000 148.25000 1,021.41325

③差引　払過（不足）  ①－② 石 130.02135 114.16313 111.46767 123.42750 109.48000 109.83000 698.38965

④諸村より助情米 55.30000 ― ― ― ― ― 55.30000

⑤差引　払過（不足米） ③+④ 74.72135 114.16313 111.46767 123.42750 109.48000 109.83000 643.08965

⑥同上，代銀（米方不足銀） 匁 19,307.84200 59,364.827 61307.218 46,902.45000 71,162.00000 65,898.00000 323,942.33700

　（地下和市値段） （0.387石/100目） （5.2匁/1升） （5.5匁/1升） （3.8匁/1升） （6.5匁/1升） （6.0匁/1升）

請銀
⑦宿方へ請銀　計　 匁 16,711.13800 14,842.52600 13,065.17000 11,586.48800 27,159.37700 28,584.64000 111,949.33900

⑧宿方諸払銀・米方不足銀 匁 50,524.26300 84,027.43700 83,955.64800 89,815.31000 114,802.75000 110,299.27000 53,3424.67800

⑨差引　　払過（不足銀）  ⑦－⑧ 匁 33,813.12500 69,184.91100 70,890.47800 78,228.82200 87,643.37300 81,714.63000 421,475.33900

⑩臨時人馬賃（配符） 匁 15,283.14300 24,513.56500 18,789.89200 9,294.86000 2,183.58000 ― 70,065.04000

⑪　　　計  ⑨+⑩ 匁 49,096.26800 93,698.47600 89,680.37000 87,523.68200 89,826.95300 81,714.63000 491,540.37900

2

正仕詰

請米

1諸仕組米請高　計　 石 74.64015 71.84163 63.16084 77.69084 82.09084 79.89084 449.31514

2諸仕組米諸払　計　 石 108.94150 112.21856 110.10547 118.11470 120.37371 103.50144 673.25538

3差引　　不足　　　　 34.30135 40.37693 46.94463 40.42386 38.28287 23.61060 223.94024

4諸村申合，目代両人増米 ― ― ― 3.24649 3.24649 3.24649 9.73947

5不足米　計 石 34.30135 40.37693 46.94463 43.67035 41.52936 26.85709 233.67971

6同上，代銀 匁 8,863.39800 20,996.00300 25,819.54600 16,594.73300 26,994.08400 16,114.25400 115,382.01800

　（地下和市値段） （0.387石/100目） （5.2匁/1升） （5.5匁/1升） （3.8匁/1升） （6.5匁/1升） （6.0匁/1升）

請銀

7諸仕組銀請銀　計　 匁 16,711.13800 12,763.52000 13,348.58000 25,111.95500 37,492.65000 39,614.62000 145,042.46300

8諸仕組銀諸払　計　 匁 27,601.93800 23,841.39000 24,404.62000 32,463.42000 38,780.99000 47,520.33000 194,612.68800

9差引　　不足銀　　　 匁 10,890.80000 11,077.87000 11,056.04000 7,351.46500 1,288.34000 7,905.71000 49,570.22500

⑫正仕詰不足銀　計　　6＋9 19,754.19800 32,073.87300 36,875.58600 23,946.19800 28,282.42400 24,019.96400 164,952.24300

⑬触込み人馬賃銀（１人15匁） 匁 269,895.00000 100,905.00000 49,815.00000 103,014.00000 59,580.00000 75,795.00000 659,004.00000

人足数 人 14,679 5,221 2,765 5,935.6 3,610 4,421 36,631.6

馬数 疋 1,657 753 278 466 181 316 3,651.0

同，人足換算（1疋2人立） 人 3,314 1,506 556 932 362 632 7,302.0

　計 人 17993 6,727 3,321 6,867.6 3,972 5,053 43,933.6

⑭不足銀　　　　計  ⑫+⑬ 匁 289,649.19800 132,978.87300 86,690.58600 126,960.19800 87,862.42400 99,814.96400 823,956.24300

⑮差引　　▲不足  ⑪－⑭ 匁 ▲240,552.93000 ▲39,280.39700 2,989.78400 ▲39,436.51600 1,964.52900 ▲18,100.33400 332,415.86400

注）１．本表は，山口県文書館所蔵林家文書の元治元～明治2年「南吉敷部津市宿人馬賃銀仕詰」（整理袋仮表題）の次の構成史料による．
　　　　①明治4年6月「元治元子年より巳年迄六ケ年分　津市宿表方仕詰　南吉敷」（控　二）
　　　　②明治4年6月「元治元子年より巳年迄六ケ年分　津市宿正仕詰　南吉敷」（控　三）
　　　　③明治4年6月「元治元子年より巳年迄六ケ年分　津市宿表方仕詰・正仕詰・触込ミ人馬共ニ惣仕詰括り　南吉敷」（控　四）
　　２．銀換算は各年の地下和市により算出されている．　元治元年は「南御買値段」．
　　３．⑧の請払銀高と米方不足銀の内訳は元治元年のみの記載で，その他の年次分は不明である。
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表２　小郡宿元治元年分「表方仕詰」と「正仕詰」

内　　　訳
備　　　考

請払 表方 正仕詰 米・銀高 適　　用

請米

　　石
○ ○ 14.67000 宿方諸送りへ対し定払修甫より定法被立下分 16石3斗を1歩引
○ ○ 0.40500 目代所諸入目，定払修甫より定法被立下分 銀25.55匁を定和市2石替，米0.45石を1歩引
○ ○ 1.35000 宿方諸送りへ対し小貫帳より定法被立下分 1石5斗を1歩引
○ ○ 0.15000 旅人宿心付米，小貫帳より定法被立下分
○ ○ 10.06733 勘場元御用達多につき恩米配当より定法被立下分 御用箱持2人・御用物送り夫1人，計3人分
○ ○ 0.06400 目代所筆墨紙料，弥延定法之内より請
○ ○ 22.40000 宿馬へ対し米280石修甫方預り利米被立下分 天保14年より8朱利

○ ○ 23.23382
勘場元ニ付足役多ク，并東津定渡船難渋へ対シ，下郷配当の
内足役除高1500石，内500石東津組引残り1000石，津市宿へ
子秋足役抨，地下より貫立分

出米高１石につき2.323升

○ ○ 0.60000 宿引続町並につき諸商へ対シ蔵敷町軒より津市宿へ助情分
○ ○ 0.70000 同上，柳井田町より津市宿へ助情之分
○ ○ 1.00000 同上，東津町より津市宿へ助情之分
計 計 74.64015［表方仕詰・正仕詰共通］

払米
①

○ ○ 3.16000 年寄1人給米，筆墨紙料，現勤2人，仕組米より定法被立下分 給米1.2石を1歩引1.08石，筆紙紙料0.5石，
計1.58石

○ ○ 0.88000 年寄元へ筆者1人給米之心持，仕組米より定法被立下分
○ ○ 2.50000 目代給米及び（筆紙墨料等）　，定法被立下分 給米18石を1歩引，1.62石＋0.88石
○ ○ 0.06400 目代所筆墨紙料，弥延定法帳より被立下分
○ ○ 0.40500 目代所諸入目，定払修甫より定法被立下分 銀25.55匁を定和市2石替，米0.45石を1歩引

○ ○ 33.41250 子9月～丑8月宿役111軒3.75合より出銀の分，宿方難渋，軒宿目成立のため追々の振合を以て割戻し米被立下分
銀10貫857匁062
丑12月軒別3斗宛割戻し

計 計 40.42150［表方仕詰・正仕詰共通］

払米
②

○ 96.00000 子9月～丑8月詰夫25人被立置候分，384日分飯米 １人日別1升，年3.84石
○ 38.40000 子9月～丑8月詰馬25疋被立置候分，384日分飯米 日別5疋宛所勤，計1920疋，１疋2升宛
○ 26.00000 子9月～丑8月詰馬20疋当糠代 閏月共13ヶ月分，1月分0.1石，1疋1.3石宛
○ 3.84000 子9月～丑8月小遣1人飯米 １升宛
計 204.66150［払米①計＋表方仕詰計164.24石］

残②
残 130.02135［表方仕詰］　差引払過
内 55.30000 津市人馬所へ諸村より助情の分立用
残 74.72135［表方仕詰　差引払過］　 南御買値段3.87斗替にして銀19307.842匁

払米
③

○ 67.92000 子9月～丑8月詰夫・詰馬飯米，馬士飯米，人馬所小遣飯米
○ 0.60000 人足之者へ心付分
計 108.94150［払米①計＋正仕詰計68.52石］

残③ 残 34.31350［正仕詰］「差引不足

請銀

匁
○ ○ 76.80000 御用物無賃送りへ対し修甫方預り銀へ利銀年々被立下候分 10280目へ6朱利銀

○ ○ 10,859.06200 子9月～丑8月宿役目111軒（3.75合），1年分．宿中表軒数137，内16.5軒先年より宿役免除，残り120.5軒，本軒にして111軒
閏月共13ヶ月分，軒別1ヶ月7.5匁，1年97.5
匁

○ ○ 128.97600 丑春町並之軒より月行司心付として行形を以貫立分 丑ノ春町並現家軒より当り壱匁宛貫立分受
○ ○ 1,200.00000 年々魚雑糶座より市中助情之分
○ ○ 2,750.00000 宿方御手悩之姿ニ被仰付，頭立候者より子秋助情分
○ ○ 57.10000 子10月～丑4月諸所揚荷上前分
○ ○ 74.00000 子9月～丑8月人馬所肥代
○ ○ 1,565.20000 子9月～丑8月時々人馬雇揚賃銀請 月々小割帳之前
計 計 16,711.13800［表方仕詰・正仕詰共通］

払銀
①

○ 2,602.52100 子9月～丑8月詰夫・詰馬賃銀，人馬所小遣賃 別紙附立帳之前
○ 960.00000 子9月～丑8月人馬所小遣1人，384日分 1日2.5匁
○ 2,628.70000 子9月～丑8月人馬所諸入目 別紙小割帳之前
○ ○ 1,565.20000 子9月～丑8月時々雇揚人馬賃銀 別紙小割帳之前
○ 19,307.84200 米方差引不足分（74.72135石）代銀 差引帳之前
計 50,524.26300［表方仕詰］

残① 残 33,813.12500［表方仕詰］　差引払過

払銀
②

○ 23,836.99800 子9月～丑8月詰夫・詰馬後銀，人馬所小遣賃銀 別紙附立之前
○ 1,938.80000 人馬所入目
○ 1,565.20000 子9月～丑8月時々人馬雇揚賃
○ 110.94000 迷惑者その外 小出帳之前
○ 150.00000 8月15日人馬賃銀 小出帳之前
計 27,601.93800［正仕詰］

残② 残 10,890.80000［正仕詰］　差引不足

注）１．本表は表１の注１－①の史料による．
　　２．［　］は筆者注．
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表３　小郡宿慶応元年分「正仕詰」

内　　　訳
備　　　考

請払 米・銀高 摘　　　要

請米

石　　
14.67000 諸送りへ対し定払修甫より仕組米被立下分 16石3斗を1歩引
1.35000 諸送りへ対し小貫帳より被立下分 1石5斗を1歩引
10.06733 小郡津市勘場元御用繁多，恩米配当より被立下分 御用箱持2人・御用物送り夫1人分
0.98451 本米目代給米，本勘より請 1.0939石を1歩引
0.06400 目代所筆墨紙料，弥延定法帳より請
0.40500 目代所諸入目，定払修甫より請 銀25.55匁を定和市2石替，米0.45石を1歩引
0.15000 旅人宿心付米，小貫帳より請
22.40000 宿馬へ対し修甫方預り米宿方へ渡方之分 280石の8朱利米
0.60000 津市宿引続之町並，蔵敷町軒より助情之分 先勘辻
0.70000 柳井田町より同上
1.00000 東津町より同上

19.45079 津市宿方足役除高1500石の内500石東津組へ除け，残り1000石津市宿へ当丑秋足役抨，貫立之分 出米高１石につき1.945升余

71.84163 小計

払米

3.16000 津市年寄給米，筆紙料，2人分 給米1.2石を1歩引1.08石，筆紙料0.5石
0.88000 年寄元へ対し筆者1人，定法心付米
2.50000 目代給米及び（筆紙墨料等），定法被立下分 給米18石を1歩引，1.62石＋0.88石
0.98451 本米目代給米被立下分 1.0939石を1歩引
0.06400 目代所筆墨紙料，弥延定法帳より被立下分
0.40500 目代所諸入目，定払修甫より定法被立下分　 銀25.55匁を定和市2石替，米0.45石を1歩引

16.70625 宿役111軒，軒割1年分出銀の分，宿方難渋により宿役勤め成立のため割渡し
111軒3.75合， 軒 別1か 月7.5匁，1年90目， 出 銀10貫
023.75匁，丑12月軒割米1.5升割戻し

81.30000 人馬所詰夫飯米・詰馬飯米，人馬所小遣飯米 別紙小割帳之前（642－3）
2.95000 人馬所諸入目小割帳の内より払渡し被仰付分 小割帳（642－7）
2.05531 先勘子年分津市宿除高1000石へ当庄屋元より払出 半途当勘仰付．317.666匁を当和市0647升替
1.21349 当勘丑年分，同上払い銀 317.666匁を当和市0.382升替
112.21856 小計

残 40.37693 差引不足

請銀

匁　　
76.80000 御用物送り無賃へ対し修甫方預け銀被立下候分 10280目定法6朱利銀

10,023.75000 宿役目軒111軒の軒別1年分取立 3.75合．軒別1ヶ月7.5匁，1年90目
1,200.00000 年々魚糶座より市中へ助情之分
128.97000 寅4月町並現軒より春貫立年寄元より差出候分
74.00000 丑9月～寅8月人馬所肥代之分

1,260.00000 宿方御手悩之姿、丑12月市中頭立候者助情銀差出 小割帳之前
12,763.52000 小計

払銀

20,727.21000 丑9月～寅8月詰夫・詰馬後銀，人馬所小遣賃銀 別紙小割帳之前（642－3）
602.40000 丑9月～寅8月宿方諸入目 別紙小割帳之前（642－6）
2,511.78000 丑9月～寅8月人馬所諸入目 別紙小割帳之前（642－7）
23,841.39000 小計

残 11,077.87000 差引不足

注）１．本表は山口大学図書館所蔵林家文書の次の史料（619－21）による．
　　　　・作成年月，作成者（差出）：慶応2年8月，人馬所仕組方・林良平，本間治郎兵衛
　　　　・表題：「慶応元丑九月より同弐寅八月迄，津市宿御仕組米銀仕詰帳，仕組方」（六冊内）
　　２．6冊から成る仕組方作成の他の史料は次のものである．但し，642－4，5は計上されていない．
　　　　・642－3：「人馬所大払其外月括り帳」（計米81.3石，銀20,727.21匁）
　　　　・642－6：「宿方諸入目月別附立」（計銀602.4匁）
　　　　・642－7：「人馬所諸入目月別附立」（米2.95石，銀2,511.78匁）
　　　　・642－4：「人馬所賃揚賃銀月括附立」（計銀2,071.5匁）
　　　　・642－5：「人馬所触込揚賃銀月括り附立」（計銀1,627.8匁）
　　３．表２と本表に共通する萩藩の用語の意味は次のとおり（石川卓美編『山口県近世史研究要覧』，田中誠二『近世の検地と年貢』）．
　　　　・和市：わし．相場の意．定和市は公定相場の意．
　　　　・定払修補： じょうばらいしゅうほ．宰判に設定された基本的な修補米銀で宰判の諸経費や救済的経費に充てられた．
　　　　・弥延米： やのべまい．萩藩郡村費のうち郡配当（郡費）及び弥延払（村費）の財源．年貢米納入のさいの枡相（ますあい．枡容

量と量り方の違いによる名目値4斗と入実の差）から延米（領主取分3％）を取り去った残りが弥延米にあてられた．
　　　　・ 小貫： こつなぎ．貫は繋（つなぎ）の宛字．萩藩郡村費の補足として徴収された祖米．弥延米の不足により勘場小貫（かんばこつなぎ，

郡費）及び地下小貫（じげこつなぎ，村費）が石高割で徴収された．
　　　　・足役抨：あしやくならし．萩藩郡村費のひとつで本来は夫役であるが，現人夫の徴発から米銀納化に移行した．
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六
匁）
（（
（

で
、
右
の
小
郡
宿
累
積
不
足
銀
は
米
一
二
五
六
石
余
に
あ
た
る
。

　

林
勇
蔵
は
「
惣
仕
詰
括
り
」
帳
の
帳
末
に
、
こ
の
六
年
間
の
累
積
不
足
銀
は

宰
判
諸
村
の
出
銀
で
賄
っ
た
も
の
で
あ
り
、
毎
年
五
五
貫
四
〇
〇
匁
余
の
負
担

に
相
当
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

　
　

残　

三
百
三
拾
弐
貫
四
百
拾
五
匁
八
分
六
厘
四
毛

　
　
　
　

 　

右
津
市
宿
南
吉
敷
部
中
江
引
請
候
ニ
付
、
宿
御
定
人
馬
之
外
子
年

よ
り
巳
年
迄
六
ケ
年
之
間
出
銀
之
内
ニ
而
、
諸
部
御
抨
江
被
申
出
候

分
ハ
小
割
帳
を
以
申
出
被
立
下
分
引
残
、
右
之
辻
出
銀
ニ
相
成
、
年

別
五
拾
五
貫
四
百
目
余
ニ
当
ル

　

こ
れ
と
は
別
に
、「
津
市
宿
人
馬
所
賃
銀
仕
詰
」
の
袋
入
文
書
に
勇
蔵
自
筆

の
「
覚
」
一
通
が
あ
る
。
切
紙
の
前
半
に
慶
応
元
～
明
治
三
年
分
人
馬
賃
銀
の

小
郡
宰
判
貫
立
分
と
「
諸
郡
御
抨
し
」
に
よ
る
配
符
額
（
表
８
参
照
）、
後
半

に
元
治
元
～
明
治
二
年
分
の
惣
仕
詰
年
次
別
不
足
銀
（
表
１
─
⑮
参
照
）
を
記

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
三
二
貫
余
の
累
積
額
に
「
津
市
宿
定
人
馬
之
外
触
込

人
馬
賃
銀
、
南
吉
敷
御
部
中
ニ
て
六
ケ
年
ニ
諸
部
江
不
拘
難
渋
出
銀
仕
候
分
」

と
書
込
み
が
あ
る
。
三
三
二
貫
余
は
宿
役
超
過
分
を
勤
め
た
小
郡
宰
判
（
南
吉

敷
部
）
諸
村
出
人
馬
の
六
年
間
の
人
馬
賃
銀
不
足
額
で
あ
り
、「
諸
郡
御
抨
し
」

に
よ
る
配
符
に
あ
ず
か
る
こ
と
な
く
小
郡
宰
判
諸
村
が
「
難
渋
出
銀
」
し
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
の
い
わ
ば
注
釈
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
直
ち
に
は
理
解
し

が
た
い
「
表
方
仕
詰
」
と
「
正
仕
詰
」
の
組
立
て
に
よ
る
二
重
構
造
の
請
払
仕

表４　小郡宿仕組立仕詰「諸郡（部）御抨し」配符額（元治元～明治2年分）
  （単位：匁）

津市人馬所仕詰
配符額 配符時期等

仕詰年次
表方仕詰不足銀 臨時人馬賃銀 計

表1－⑨ 表1－⑩ 表1－⑪

元治元子年分 33,813.125 15,283.143 49,096.268 49,096.268「諸郡御抨し申出候得共，丑年分ニ而ハいまた不被立下分」慶応２年暮配符．

慶応元丑年分 69,184.911 24,513.565 93,698.476 142,794.744
「子・丑両年分寅暮ニ至り，諸郡御抨しを以，南吉敷御部江三
ケ年目暮ニ至り被立下分」
慶応２年暮配符．

慶応２寅年分 70,890.478 18,789.892 89,680.370 89,680.370「寅年分卯暮ニ至り，諸郡御抨しを以．南吉敷御部江被立下分」慶応３年暮配符．

慶応３卯年分 78,228.822 9,294.860 87,523.682 87,523.682
「卯年分を辰暮御抨し江御願申出間ニ合不申，巳年分ニて被立
下候様相成候分」
明治２年配符．

慶応４辰年分 87,643.373 2,183.580 89,826.953

［177,350.635］「卯・辰弐ケ年分申出額」

173,042.135
「諸部御抨しを以，巳暮被立下分，両年申出之内6308.5匁執れ
之廉ニ而ふと［不図］減居候事」
明治２年暮配符．配符額減少の事由不明．

明治２巳年分 81,714.630 ― 81,714.630 81,714.630
「巳年分午暮ニ至り，諸部御抨しを以，南吉敷御部江被立下分，
午暮・未七月両度ニ地下江不残割戻候分」
明治３年暮配符．同３年暮・同４年７月の両度諸村へ割戻し．

計 421,475.339 70,065.040 491,540.379

注） １．本表は，山口県文書館所蔵林家文書，「南吉敷部津市宿人馬賃銀仕詰」（表１－注１）の次の構成史料による．
　　　　・明治4年6月「元治元子年より巳年迄六ケ年分　津市宿表方仕詰・正仕詰・触込ミ人馬共ニ惣仕詰括り　南吉敷」（控　四）
　　２．明治2年10月宰判から「部」に改称され，小郡部はさらに廃藩置県後の明治4年9月南吉敷部に改称された．
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詰
を
構
成
し
た
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

二　

宰
判
「
宿
駅
・
助
郷
」
の
人
馬
割
符
方
式
と
賃
銀
負
担
方
式

　
　
　
　

１　
「
宰
判
助
郷
」
の
「
諸
村
人
馬
抨
し
」

　

萩
藩
本
藩
領
の
山
陽
道
宿
駅
で
あ
る
「
宰
判
宿
駅
」
で
は
、
特
権
諸
通
行
の

人
馬
継
立
（
継
送
り
）
は
宿
駅
所
在
の
「
宰
判
切ぎ
り

」
出
人
馬
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。
宰
判
は
地
方
支
配
の
行
政
区
で
あ
る
が
「
郡
」
と
同
意）
（（
（

に
解
釈
さ
れ
る
。

「
宰
判
切
」
に
よ
る
人
馬
継
立
は
萩
藩
主
の
参
勤
交
代
通
行
に
お
い
て
山
陽
道

宿
駅
の
人
馬
割
符
方
式
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、『
萩
藩
四
冊
御
書
附
』

の
「
地
下
諸
沙
汰
記　

明
和
三
年
」
所
収
「
御
上
下
の
節
人
馬
賃
銀
の
事）
（（
（

」
に

示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
従
前
「
三
田
尻
よ
り
高
森
之
間
之
儀
は
、
人
馬

纔
之
儀
ニ
付
其
才
判
切
之
出
人
馬
ニ
て
送
り
相
勤
来
」、「
御
蔵
入
・
給
領
石
高

ニ
応
し
現
人
馬
差
出
」
と
あ
り
、
継
立
人
馬
は
宰
判
の
現
石
高
に
割
符
し
「
宰

判
切
」
の
継
送
り
人
馬
で
管
轄
内
の
輸
送
を
行
う
方
式
で
あ
っ
た
。

　

山
陽
道
の
特
権
諸
通
行
の
継
送
り
に
つ
い
て
も
同
様
に
、「
宰
判
宿
駅
」
で
は

「
宰
判
切
」
出
人
馬
に
よ
る
継
送
り
方
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
前
稿
に

お
い
て
「
文
政
四
年
長
崎
奉
行
通
行
一
件
」（
山
口
県
文
書
館
所
蔵
）
に
よ
り

小
郡
・
船
木
・
吉
田
宿
の
具
体
例
に
よ
っ
て
示
し
た）
（（
（

。
ま
た
、
表
５
・
６
に
よ
っ

て
、そ
の
後
幕
末
維
新
期
に
お
い
て
も
、「
諸
送
り
人
馬
抨
し
」
あ
る
い
は
「
諸

村
人
馬
抨
し
」
と
し
て
、
宰
判
ご
と
に
年
度
単
位
で
現
石
当
た
り
の
出
人
馬
の

割
符
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

表
５
は
林
勇
蔵
が
上
中
郷
庄
屋
時
代
の
天
保
末
～
嘉
永
初
年
に
記
録
し
た
も

の
で
、
こ
の
時
期
は
山
陽
道
の
幕
府
御
用
・
参
勤
交
代
大
名
等
の
特
権
通
行
継

送
り
へ
の
出
人
馬
で
あ
っ
た
。「
人
馬
抨
し
」
は
小
郡
宰
判
の
現
石
高
一
〇
〇

石
当
た
り
人
足
八
～
一
七
人
強
、
馬
一
～
二
疋
強
、
出
人
馬
数
は
弘
化
期
後
半

が
最
多
で
約
八
七
七
〇
人
・
一
〇
五
〇
疋
、
年
間
平
均
で
は
ほ
ぼ
六
七
一
〇
人
・

七
七
〇
疋
の
規
模
で
あ
っ
た
。
上
中
郷
分
に
つ
い
て
は
個
々
の
通
行
へ
の
出
人

馬
の
割
符
が
畔
頭
の
組
別
に
行
わ
れ
て
お
り
、
上
中
郷
分
の
石
当
た
り
割
符
人

馬
数
と
出
人
馬
数
の
過
不
足
は
次
年
度
以
降
で
清
算
算
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
表
６
は
第
二
次
長
州
征
討
（
四
境
戦
争
）
直
後
の
慶
応
元
年
分
の
人

馬
割
符
で
、
萩
藩
家
中
等
の
自
国
藩
内
通
行
の
継
送
り
出
人
馬
で
あ
っ
た
。
小

郡
宰
判
の
現
石
高
一
〇
〇
石
当
た
り
人
足
一
一
人
強
、
馬
一
疋
強
、
割
符
人
馬

数
は
計
六
〇
八
六
人
・
七
三
七
疋
で
、
宰
判
内
諸
村
の
出
人
馬
数
の
過
不
足
調

整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
出
人
馬
の
規
模
は
人
足
換
算
（
馬
一
疋
＝
人
足
二
人
）

で
七
五
六
〇
人
と
な
り
、
表
１
─
⑬
の
「
触
込
み
人
馬
数
」
よ
り
も
八
三
三
人

多
い
。
宿
駅
の
継
送
り
従
事
の
ほ
か
に
藩
役
人
の
来
村
等
さ
ま
ざ
ま
な「
足
役
」

に
従
事
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
註
［
39
］
参
照
）。

　

た
だ
し
、
天
保
末
～
嘉
永
初
年
に
比
べ
る
と
、
出
人
馬
の
規
模
は
石
別
・
割

符
数
と
も
む
し
ろ
若
干
減
少
し
て
い
る
。
勇
蔵
の
残
し
た「
諸
送
り
人
馬
抨
し
」

の
記
録
は
弘
化
期
を
ピ
ー
ク
と
し
た
特
権
通
行
量
増
大
が
元
治
元
年
仕
組
立
を

必
要
と
し
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
宿
駅
所
在
宰
判
の
「
宰
判
切
」
出
人
馬
と
そ
の
た
め
の
「
諸
村

人
馬
抨
し
」
は
、
宰
判
全
村
が
宿
駅
常
備
人
馬
（
小
郡
宿
二
五
人
二
五
疋
）
の
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不
足
を
補
う
た
め
に
本
来
は
補
助
的
に
人
馬
を
提
供
す
る
い
わ
ゆ
る
「
助
郷
」

の
役
務
を
課
せ
ら
れ
、
宿
駅
所
在
の
郡
中
諸
村
が
実
質
上
の
助
郷
と
し
て
機
能

し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
藤
澤
氏
に
よ
り
明
和
三
年

沙
汰
書
に
基
づ
く
指
摘
が
な
さ
れ
、
山
陽
道
筋
の
大
藩
岡
山
・
広
島
両
藩
内
の

「
郡
中
助
郷
」
に
類
似
し
た
「
宰
判
中
助
郷）
（（
（

」
の
提
示
が
な
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

田
中
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
萩
藩
で
は
「
助
郷
」
の
公
称
は
し
て
い
な
い）
（（
（

。

　

本
稿
で
は
「
宰
判
助
郷
」
を
提
示
し
た
い
と
考
え
る
。
藤
澤
氏
の
指
摘
に
加

え
た
い
こ
と
は
萩
藩
「
宰
判
宿
駅
」
の
助
郷
に
み
ら
れ
る
固
有
性
で
あ
る
。「
宰

判
助
郷
」
の
人
馬
割
符
方
式
は
、
萩
藩
の
宰
判
制
度
の
も
と
で
宰
判
諸
村
一
円

に
わ
た
り
現
石
高
を
基
準
に
負
担
を
均
等
化
す
る
人
馬
割
符
方
式
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
出
人
馬
の
賃
銀
負
担
も
固
有
の
方
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

以
下
、
次
項
で
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

表５　小郡宰判「諸送り人馬抨シ」（天保13～嘉永元年分）

年　次 宰判現石高 人足数 馬数 100石当たり割符人馬数

石　 人 疋 人 疋
天保12.12～天保13.11.21 7,312 780.0

天保14.11～弘化元.11 51,426.450 4,156 475.0 8.081余 0.9236余

弘化元.12～弘化2.12 51,225.088 5,871 598.0 11.461余 1.1673余

弘化2.12～弘化3.12 51,226.301 7,611 824.5 14.857余 1.6095余

弘化3.12～弘化4.12 51,323.120 8,768 1049.0 17.084余 2.0439余

嘉永元.1～嘉永元.12 51,302.760 6,543 913.5 12.753余 1.7806余

注）１．本表は山口大学図書館所蔵林家文書の次の史料による．
　　　・天保13年正月～安政2年７月「諸御大名様其外御通路人馬割符帳」林勇蔵存内（641－（（）．
　　２．石当たり割符人馬数は，100石当たりで表記した（原史料の人足は10石当たり）．

表６　小郡宰判「諸村人馬抨」（慶応元年分）

№ 村　名 現高石 現出人馬数 割符人馬数 差引人足数 差引馬数

石　　 人 疋 人 疋 人 疋
1 上中郷 3,275.35000 943 159 370 45 573 出過 114 出過
2 下郷 3,631.71600 1,013 118 410 50 603 出過 68 出過
3 嘉川村 4,749.41500 571 85 537 65 34 出過 20 出過
4 江崎村 4,434.12600 665 56 501 61 164 出過 5 出不足
5 井関村 3,465.58220 237 36 391 47 154 出不足 11 出不足
6 岐波村 5,996.00900 80 1 677 82 597 出不足 81 出不足
7 名田島 3,368.86800 597 45 380 46 217 出過 1 出不足
8 二島 4,177.32900 265 59 472 57 207 出不足 2 出過
9 本郷 5,498.25200 188 8 621 75 433 出不足 67 出不足
10 陶村 4,511.29200 515 52 510 62 5 出過 10 出不足
11 大道村 4,032.62200 417 74 456 55 39 出不足 19 出過
12 切畑村 1,072.18600 28 1 121 15 93 出不足 14 出不足
13 佐山村 1,787.93200 263 20 202 24 61 出過 4 出不足
14 陶惣給 2,023.68100 242 22 229 28 13 出過 6 出不足
15 井関惣給 547.74678 5 0 62 7 57 出不足 7 出不足
16 遠波村 364.72000 57 1 41 5 16 出過 4 出不足
17 二島（撫育方） 633.84100 0 0 72 9 72 出不足 9 出不足
18 名田島（撫育方） 255.23100 0 0 29 3 29 出不足 3 出不足
19 青江 49.07900 0 0 5 1 5 出不足 1 出不足
計 53,874.97798 6,086 737 6,086 737 0 0

注）１．本表は山口大学総合図書館所蔵林家文書の次の史料による．
　　　　・「慶応元丑九月ヨリ同弐寅八月マデ　諸村人馬抨過不足差引帳」（505－（2－13）
　　２．割符人馬数は下記の現石高に対し．高100石当り人足11人3歩，馬1疋3歩余の計算．
　　３．現高石の内訳は次のとおり．  石　　
　　　　　御蔵入・開作分  ①  440,664.49720
　　　　　　配当以下除高（上中郷・下郷・嘉川・井関）  1,242.56100
　　　　　　下郷足役除高    1,500.00000
　　　　　　除高　小計  ②  2,742.56100
　　　　　差引残  ③＝①－②  37,921.93622
　　　　　撫育方  ④  1,302.87100
　　　　　給領  ⑤  14,650.16878
　　　　　合計  ③＋④＋⑤  53,874.97600
　　４．村名表記の「村」の有無は原史料の表記に依った．
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２　
「
宰
判
宿
駅
」
の
人
馬
賃
銀
負
担
方
式

　
　
　
　
　

⑴　

藩
主
通
行
人
馬
賃
銀
の
「
諸
郡
出
銀
」
方
式

　

萩
藩
「
宰
判
助
郷
」
の
人
馬
賃
銀
負
担
に
つ
い
て
法
令
に
よ
り
確
認
で
き
る

の
は
、
萩
藩
主
の
参
勤
交
代
を
含
む
継
送
り
人
馬
賃
銀
の
負
担
で
、
上
述
の
明

和
三
年
（
一
七
六
六
）
沙
汰
書）
（（
（

に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
萩
往
還
筋
宿
駅
の

萩
町
請
負
分（
元
文
期
＝
一
七
三
六
～
四
〇
以
降
）と
山
陽
道
宿
駅
の「
宰
判
切
」

人
馬
分
と
も
に
「
諸
郡
御
蔵
入
・
給
領
惣
現
高
に
割
付
出
銀
被
仰
付
」、
宰
判

の
現
石
高
割
符
に
よ
る「
諸
郡
出
銀
」に
よ
っ
て
宰
判
に
賦
課
す
る
方
式
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
藩
主
通
行
の
山
陽
道
宿
駅
の
人
馬
賃
銀
は
「
今
以
て
古
法
之
賃
銀

被
立
下
候
」
と
あ
り
、「
一
宿
人
夫
一
人
八
十
（
文
）
銭
五
匁
、
同
馬
壱
疋
拾

匁）
（（
（

宛
」
の
御
定
賃
銭
が
支
給
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、右
の
出
銀
の
う
ち
か
ら
山
陽
道
筋
宿
駅
の
「
天
下
御
物
送
り
」（
幕

府
継
飛
脚
）
等
へ
計
一
二
件
の
助
成
（
こ
の
う
ち
小
郡
・
台
道
催
合
石
へ
八
〇

文
銭
八
〇
〇
目
）
が
あ
り
、
藩
主
通
行
人
馬
賃
銀
と
と
も
に
「
暮
々
郡
方
よ
り

差
出
候
證
拠
物
之
辻
を
以
郡
配
当
算
用
」
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
藩
主
通
行
人
馬
賃
銀
の
小
郡
宰
判
へ
の
割
符
状
況
を
元
治
元
年

仕
組
立
以
前
に
つ
い
て
表
７
に
示
し
た
。
依
拠
史
料
は
表
に
注
記
し
た
嘉
永
六

年
分
「
郡
配
当
米
石
当
仕
法
帳
」、及
び
安
政
元
・
二
年
分
と
文
久
元
年
分
の
「
郡

配
当
請
払
一
紙
」「
郡
配
当
請
払
帳
」
で
、
こ
れ
ら
に
は
「
人
馬
賃
銀
御
蔵
入
・

御
撫
育
方
・
給
領
御
割
符
辻
（
中
略
）
貫
立
之
分
」（
撫
育
方
の
本
石
盛
は
安

政
元
年
分
以
降
、
表
７
の
注
記
１
参
照
）
と
記
さ
れ
、
郡
配
当
に
よ
っ
て
宰
判

諸
村
か
ら
「
貫
立
」、
す
な
わ
ち
取
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
人
馬
賃
銀
を
藩
主
通
行
の
そ
れ
と
判
断
し
た
の
は
、
嘉
永
七
年
の
「
郡

配
当
定
法
帳
」
に
「
御
上
下
人
馬
賃
銀
御
蔵
入
・
給
領
よ
り
出
銀
被
仰
付
分
」

と
あ
り
、
ま
た
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）「
小
郡
宰
判
本
控
」（
山
口
県
文

書
館
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
こ
の
年
八
月
た
ま
た
ま
照
会
の
あ
っ
た
前
年
の
洪
水

に
よ
る
流
失
文
書
（「
覚
」）
に
「
天
保
三
年
辰
春
御
下
向
之
節
人
馬
賃
銀
御
割

符
辻
、
小
郡
宰
判
御
蔵
入
・
給
領
よ
り
出
銀
並
ニ
御
断
之
品
有
之
被
立
下
分
共

ニ
」
と
記
さ
れ
割
符
・
貫
立
方
式
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
（
表
７
参
照
）。

　

藩
主
通
行
人
馬
賃
銀
の
総
額
、
割
符
対
象
の
宰
判
の
範
囲
・
石
当
り
割
符
額

等
に
つ
い
て
は
知
り
得
て
い
な
い
が
、
表
示
の
よ
う
に
小
郡
宰
判
の
割
符
額
は

嘉
永
末
年
以
降
、
銀
一
〇
・
五
～
一
六
貫
余
、
平
均
一
三
貫
余
で
、
石
当
り
割

符
額
は
嘉
永
六
年
分
〇
・
二
匁
、
安
政
二
年
分
〇
・
二
二
匁
、
文
久
元
年
分
〇
・

二
四
匁
で
あ
っ
た
。
御
買
米
値
段）
（（
（

に
よ
っ
て
米
に
換
算
す
る
と
、
ほ
ぼ
二
～
三

合
に
相
当
し
た
。
割
符
額
か
ら
は
「
天
下
御
物
送
り
」
の
支
給
分
銭
八
〇
〇
匁

（
銭
和
市
一
〇
〇
文
・
九
〇
文
替
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
銀
六
四
〇
匁
・
七
一
一
匁
余
）

が
差
し
引
か
れ
、
残
り
が
「
貫
立
」
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
「
貫
立
」
分
か

ら
五
二
三
・
八
匁
が
「
海
上
御
勤
事
之
外
船
役
多
く
迷
惑
ニ
付
被
立
下
分
」
と

し
て
六
か
浦
（
阿
知
須
浦
・
岐
波
浦
・
床
波
浦
・
秋
穂
浦
・
大
海
浦
・
旦
浦
）

の
浦
年
寄
に
支
給
さ
れ
た
。
そ
の
外
の
「
貫
立
」
残
り
分
は
、
こ
の
時
期
に
は

郡
奉
行
所
へ
の
上
納
と
郡
方
御
仕
渡
一
紙
に
当
て
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　

⑵　
「
諸
郡
御
割
符
」
か
ら
「
諸
郡
御
抨
し
」
方
式
へ
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元
治
元
年
仕
組
立
以
降
の
藩
主
通
行
人
馬
賃
銀
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
考
察

し
た
袋
入
一
件
文
書
「
津
市
宿
人
馬
所
賃
銀
仕
詰
」
に
在
中
の
林
勇
蔵
自
筆
の

「
覚
」
と
慶
応
元
～
二
年
分
の
「
郡
配
当
請
払
一
紙
」
に
よ
り
、
表
８
に
示
し

た
慶
応
元
～
明
治
三
年
分
の
人
馬
賃
銀
が
そ
れ
に
当
た
る
も
の
と
推
定
し
た
。

た
だ
し
、確
か
な
史
料
的
根
拠
は
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　

勇
蔵
の
残
し
た
書
付
に
よ
れ
ば
、
表
８
の
「
①
貫
立
分
」
は
「
諸
郡
抨
し
ニ

し
て
小
郡
御
宰
判
よ
り
貫
立
被
仰
付
候
分
」
で
、
表
７
の
元
治
元
年
仕
組
立
以

前
と
異
な
り
複
数
の
宰
判
間
で
出
銀
負
担
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

貫
立
総
額
の
う
ち
「
小
郡
江
被
立
下
分
」
は
小
郡
宰
判
へ
配
符
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、「
郡
配
当
請
払
一
紙
」
に
よ
る
と
、
慶
応
元
年
分
二

四
貫
余
は
「
山
口
御
住
居
ニ
付
亥
（
文
久
三
）
四
月
よ
り
八
月
迄
臨
時
人
馬
、

子
八
月
四
日
よ
り
十
九
日
ま
で
異
変
一
件
（
第
一
次
長
州
征
討
）
之
分
共
ニ
」

と
あ
り
、
藩
府
移
転
に
よ
る
藩
主
自
国
内
通
行
の
人
馬
賃
銀
を
含
む
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
翌
慶
応
二
年
分
一
五
七
貫
余
は
「
津
市
宿
人
馬
賃
銀
臨
時
貫
共
申

出
之
分
」
で
あ
っ
た
。
小
郡
宰
判
へ
の
配
符
額
は
六
か
浦
へ
の
迷
惑
料
も
含
ま

れ
る
が
こ
れ
は
慶
応
二
年
分
ま
で
で
あ
っ
た
。

　

貫
立
総
額
は
六
年
分
計
八
七
二
貫
余
に
上
る
規
模
で
、
こ
の
う
ち
計
三
一
一

貫
余
が
「
小
郡
よ
り
出
銀
ニ
当
ル
」「
諸
部
御
抨
し
を
以
南
吉
敷
よ
り
他
江
払

出
被
仰
付
分
」（
林
勇
蔵
「
覚
」）
と
し
て
、
吉
田
・
三
田
尻
・
山
口
の
近
隣
諸

宰
判
（
部
）
へ
出
銀
（
払
出
）
さ
れ
た
。
明
治
二
年
分
に
は
逆
に
船
木
部
か
ら

の
請
銀
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
諸
郡
（
部
）
御
抨
し
」
負
担
方
式
に
よ
る

小
郡
宰
判
の
石
当
た
り
貫
立
は
、「
郡
配
当
請
払
一
紙
」
の
現
石
高
に
よ
れ
ば
、

慶
応
元
年
分
一
・
〇
四
匁
、
慶
応
二
年
分
三
・
六
匁
で
、
御
買
米
値
段）
（（
（

に
よ
る

と
米
四
～
七
合
に
相
当
し
、
安
政
・
文
久
期
（
表
７
）
に
比
べ
、
藩
主
通
行
人

馬
賃
銀
の
負
担
は
二
～
三
倍
に
高
額
化
し
て
い
た
。

　

萩
藩
で
は
従
前
か
ら
「
宰
判
宿
駅
」
の
人
馬
賃
銀
負
担
に
つ
い
て
も
、「
諸

郡
御
割
符
」
方
式
に
よ
っ
て
措
置
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
手
続
き
の
要
点
が
よ
く

示
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
大
庄
屋
・
小
野
善
次
提
出
の
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

閏
八
月
「
覚
」（
文
政
元
～
八
年
「
小
郡
宰
判
本
控
」
所
収
）
が
あ
る
。
こ
れ

に
は
同
六
～
七
年
の
大
坂
・
長
崎
往
来
御
銀
通
行
の
「
送
り
人
馬
其
外
諸
入
目

莫
太
」（
米
四
六
・
五
八
石
）
に
し
て
「
不
尋
常
臨
時
之
儀
」
で
あ
り
、「
御
銀

通
路
之
御
才
判
計
ニ
而
ハ
片
落
迷
惑
相
当
り
候
事
」
に
よ
り
「
格
別
之
御
詮
儀

を
以
諸
郡
御
割
符
被
仰
付
被
遣
候
様
先
達
而
御
願
申
出
候
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
「
諸
郡
御
割
符
」
申
請
の
要
点
は
、
対
象
が
幕
府
御
用
通
行
で
高
額

か
つ
臨
時
経
費
で
あ
り
、
山
陽
道
筋
（
南
前
往
還
）
宰
判
の
負
担
で
は
不
公
平

に
な
る
こ
と
、さ
き
ご
ろ
か
ら
大
庄
屋
が
願
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
事
例
は
許
可
が
得
ら
れ
ず
、「
郡
配
当
之
内
を
以
被
立
遣
」、
す

な
わ
ち
小
郡
宰
判
の
基
本
経
費
で
あ
る
郡
配
当
米
か
ら
の
配
符
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
文
政
一
二
～
天
保
元
年
公
儀
目
付
・
戸
塚
豊
後
守
の
佐
賀
往
復
通
行

の
事
例
は
、
米
二
八
石
余
の
「
人
馬
賃
銀
御
本
銀
被
立
遣
候
様
」
に
と
、
藩
の

公
銀
を
申
請
し
た
が
許
可
さ
れ
ず
、同
様
に
「
郡
配
当
米
」
か
ら
の
配
符
と
な
っ

た
（
天
保
元
年
「
小
郡
宰
判
本
控
」
所
収
、
同
年
一
二
月
「
覚
」）。

　

表
７
の
郡
配
当
に
よ
る
「
諸
郡
御
割
符
」
は
、
安
政
元
・
二
、
文
久
元
年
分

の
「
郡
配
当
請
払
一
紙
」「
郡
配
当
請
払
帳
」
に
よ
る
と
、
対
象
は
い
ず
れ
も

七
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表７　小郡宰判藩主通行人馬賃銀貫立及び臨時通行「諸郡御割符」

郡配当年次 現石高
人馬賃銀
割符額

天下御物
送り

（銭800目）
差引残り
貫立分

内　訳 臨時通行「諸郡御割符」（郡配当・公銀）

海　上
御勤分

郡奉行所
へ上納分

郡方御仕渡
一紙へ受添 割戻し額 摘　　要

① ② ③＝①－②
石 匁　 匁　 匁　 匁 匁　 匁　

天保3年分
7,622.131

春御下向之節
人馬賃銀

640.000 523.8

嘉永7年
定 法 帳 記載なし 7,366.000

御上下人馬賃銀 640.000 6,726.000 ― ― ― ―

嘉永6年分 53,007.418 10,559.200 711.111 9,848.089 523.8 7,398.914 1,925.375 ―

嘉永7年分
（安政元） 記載なし 16,667.851 711.111 15,956.740 523.8 3,335.363 4,036.093 7,857.445 匁

長崎へ異国船渡来ニ付勘定奉行川
路外出張往来御用人馬賃銀余分ニ
て難渋，此度ニ限り

安政2年分 54,300.195 11,892.402 711.111 11,381.291 523.8 7,525.407 3,132.084 854.119 匁
安政2年春長崎へ異国人海上送り
漕船その外雇賃銀，公銀被立下候
外間欠銀，引請之浦方計ニては片
痛ニ付

文久元年分 54,538.480 13,351.778 711.111 13,140.667 523.8 5,616.867 7,000.000 23.02986 石 万延元年分長崎勘定吟味役・長崎
目付往来御用之送り人馬賃銭

元治元年分 52,725.560 ― 36,601.250 匁
文久3年分勅使往来・九州大名奥
様その外臨時通行人馬賃銀　
公銀を以不残払下，石別0.694匁余

注）１．本表は山口県文書館，及び山口大学総合図書館所蔵林家文書の次の史料による．
　　　　・天保3年分：天保12年「小郡宰判本控」所収，天保3年10月「覚」中川八郎兵衛・松岡孫九郎，井上吉郎左衛門宛．
　　　　・［定法帳］：嘉永7年9月「吉敷郡小郡御宰判御蔵入・御撫育方・諸給領郡配当定法帳」（大庄屋・秋本藤作，林家文書520－21）
　　　　　　　　　　大庄屋秋本の奥書によれば，現石高は嘉永7年分より「御撫育地本石盛」となり，割替えによる調替えが行われた．　
　　　　・嘉永6年分　下段：嘉永7年8月「吉敷郡小郡御宰判御蔵入・御撫育方・諸給領郡配当米石当仕法帳」（大庄屋・秋本藤作，林家文書520－17）
　　　　・安政元年分：安政2年8月「吉敷郡小郡御宰判御蔵入・御撫育方・給領郡配当請払一紙」（大庄屋・秋本藤作，林家文書520－20）
　　　　・安政2年分：安政3年8月「吉敷郡小郡御宰判御蔵入・御撫育方・給領郡配当請払帳」（大庄屋・林勇蔵，林家文書520－19）
　　　　・文久元年分：文久2年閏8月「吉敷郡小郡御宰判御蔵入・御撫育方・給領郡配当請払一紙」（大庄屋・林勇蔵，林家文書520－01）
　　　　・元治元年分：元治元年12月「小郡御宰判亥年分人馬賃銀御下銀割符帳」（大庄屋・林勇蔵，林家文書642－01）
　　２．天保3年分，嘉永6年分（520－17）の現石高は，御蔵入・給領現高に塩浜現高半石を加えたものである．
　　３．表中の項目②は原史料にそれぞれ次の但書があり，２種類の銀値段は銭和市の相違による．
　　　　・520－21：「諸郡人馬賃銀之内を以八十文銭八百目天下御物送り場小郡・台道催合石中江先格を以被立引当，和市百文替銀ニして」
　　　　・その他：「八十文銭八百目天下御物送り場小郡・大（台）道催合石中江先格を以被立下分，和市九拾文銭替銀ニして」

表８　小郡宰判郡配当人馬賃銀貫立と「諸郡御抨し」
  （単位：匁）

郡配当年次 小郡宰判
貫立分①

小郡宰判へ
被立下分②

海上御勤事
へ被下分③

小郡（南吉敷）より他へ払出被仰付分
残り　　①－（②＋③） 備　　　考

慶応元年分
57,177.094 24,652.565 32,524.529 吉田御宰判［へ］渡ス

57,700.894 ＊24,652.565 523.8 32,524.529 吉田御才判へ渡方被仰付分 ＊山口御住居ニ付亥4月より8月迄臨時人馬，
子8月4日より19日まで異変一件之分共ニ

慶応2年分 202,204.237 ＊157,292.445 523.8 44,387.992 三田尻［宰判］へ渡ス ＊津市宿人馬賃銀臨時・貫共申出之分
慶応3年分 184,796.814 98,682.270 86,114.544 郡御奉行所上納仕候分
明治元年分 155,770.043 11,335.340 144,434.703 山口［宰判］へ渡ス
明治2年分 144,167.574 181,807.935 37,640.361 舟木［部］より請取
明治3年分 128,252.644 87,023.130 41,229.514 三田尻部へ渡

合　計 872,368.406 560,793.685 523.8 ＊311,050.921 ＊明治2年の船木より受取分を引いたもの

注）１．本表は次の史料による．
　　　　・「南吉敷部津市;宿人馬賃銀仕詰」（山口県文書館所蔵，林家文書，袋入文書）のうち「覚」．
　　　　・ 慶応元年分下段：「慶応元丑年分　吉敷郡小郡御宰判御蔵入・御撫育方・給領郡配当請払一紙」（山口大学総合図書館所蔵，林家文書，

520－11）
　　　　・慶応2年分「備考」：「慶応二寅年分　吉敷郡小郡御宰判御蔵入・御撫育方・給領郡配当請払一紙」（同上，520－23）
　　　　・慶応3年分以降の「郡配当請払一紙」は伝存していない．
　　２．表の合計欄の数字について原史料に「　」内の記載がある．
　　　　・「小郡宰判貫立分」合計：「諸郡抨ニして小郡御宰判より貫立被仰付分」
　　　　・「小郡江被立下分」＋「海上御勤事江被下分」の合計：「小郡江被立下分」
　　　　・「残り」：「小郡より出銀ニ当ル」「諸部御抨しを以南吉敷より他江払出被仰付分」
　　３．元治元年については注）1.の「覚」冒頭に朱書で「子年分人馬賃銀より御割符なし，皆上より被立下」とある．表７の元治元年分参照．
　　４． 慶応2年分は注1の史料によれば，慶応3年沙汰により貫立分から「臨時人馬賃銀定員数」35，520匁が払出され，残り166,684.237匁，

米にして328.36794石（和市銀100目につき0.197石替え）が郡配当米の内から配符された．
　　５． 注記１の史料によれば，小郡宰判現石高は慶応元年分55,644.546石，慶応2年分55,718.271石で，石当たり貫立は慶応元年1.04匁，慶

応2年分3.63匁である．
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幕
府
御
用
通
行
で
、
次
の
よ
う
に
事
由
が
記
さ
れ
て
い
る
（
右
の
年
次
順
）。

　
　

 「
人
馬
賃
銀
余
分
ニ
而
難
渋
之
義
歎
出
之
趣
、
格
別
之
御
詮
議
を
以
此
度

ニ
限
り
人
馬
割
被
仰
付
、
諸
村
別
江
被
立
下
分
払
之
」

　
　

 「
公
銀
被
立
下
候
外
、
間あ
い
か
け
ぎ
ん

欠
銀
引
請
之
浦
方
計
ニ
而
者
片
痛
ニ
付
、
諸
郡

御
割
符
被
差
免
、
小
郡
御
才
判
江
当
ル
御
割
符
銀
御
正
拠
物
之
前
払
之
」

　
　

 「
御
用
之
送
り
人
馬
賃
銭
諸
郡
御
割
符
被
仰
付
候
様
申
出
候
所
、御
全（
詮
）

儀
之
上
申
出
之
通
り
被
仰
付
、
郡
配
当
米
を
以
被
立
下
分
御
證
拠
物
之
前

払
之
」

　

こ
の
う
ち
文
久
元
年
分
は
万
延
元
年
分
の
幕
府
御
用
通
行
人
馬
賃
銀
二
三
石

余
の
割
戻
し
で
、
文
久
二
年
七
月
付
け
で
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
が
「
臨
時
御
通
行

人
馬
賃
銀
諸
郡
配
当
小
郡
御
才
判
割
戻
之
分
」を
作
成
し
た
。
こ
の
と
き
の「
諸

郡
御
割
符
」
に
よ
る
小
郡
宰
判
割
戻
し
分
は
計
銀
五
貫
四
〇
匁
余
で
、
表
９
の

よ
う
に
、
北
前
の
奥
阿
武
・
先
大
津
と
南
前
の
小
郡
の
計
三
宰
判
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
二
二
・
三
〇
・
四
八
％
の
割
合
で
出
銀
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
山
陽
道
筋
の

南
前
地
域
の
「
片
痛
」
み
緩
和
が
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
北
前
・
南
前

は
萩
藩
の
年
貢
米
津
出
し
に
よ
る
地
域
区
分
（
日
本
海
と
瀬
戸
内
）
で
あ
る
。

　

な
お
、
元
治
元
年
暮
に
、「
戌
（
文
久
二
）
九
月
よ
り
亥
八
月
迄
御
勅
使
様

御
往
来
并
九
州
御
大
名
様
方
御
奥
様
其
外
臨
時
御
通
行
人
馬
賃
銀
諸
郡
御
抨
申

出
候
分
」
銀
三
六
貫
六
〇
一
匁
余
が
「
当
年
中
之
儀
者
地
下
向
差
閊
可
申
ニ
付

公
銀
を
以
不
残
御
払
下
」
と
な
っ
た）
（（
（

。
こ
の
と
き
の
「
臨
時
御
通
行
人
馬
賃
銀
」

は
、
文
久
二
年
閏
八
月
幕
府
の
参
勤
交
代
制
緩
和
に
よ
る
大
名
妻
子
の
帰
国
許

可
や
同
三
年
七
月
朝
廷
の
攘
夷
監
察
史
・
正お

お
ぎ
ま
ち

親
町
少
将
の
「
褒
勅
」
来
藩
等
に

よ
る
も
の
で
、「
諸
郡
御
抨
」し
で
は
な
く
、藩
の
公
銀
か
ら
全
額
配
符
さ
れ
た
。

　

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
萩
藩
で
は
宰
判
の
郡
配
当
米
銀
を
財
源
に
人
馬
賃

銀
の
「
諸
郡
御
割
符
」
に
よ
る
宰
判
内
諸
村
へ
の
割
戻
し
を
行
う
方
式
が
定
着

し
て
い
た
が
、
文
政
・
天
保
期
頃
は
単
独
宰
判
内
の
措
置
に
と
ど
め
ら
れ
、
幕

末
維
新
期
に
膨
張
し
た
人
馬
賃
銀
の
負
担
方
式
と
し
て
「
諸
郡
御
抨
し
」
の
名

称
の
も
と
に
広
く
許
可
さ
れ
実
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
諸
郡
御
抨
し
」
方
式
は
、い
わ
ば
宰
判
組
織
の
連
合
に
よ
る
「
郡
費
」

を
活
用
し
た
人
馬
賃
銀
相
互
負
担
方
式
で
あ
り
、
萩
藩
「
宰
判
宿
駅
」
と
「
宰

判
助
郷
」が
産
み
出
し
た
独
自
の
負
担
方
式
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
根
拠
と
な
る
法
令
や
史
料
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
加
入
宰
判

表９　小郡宰判万延元年分臨時通行人馬賃
　　　銀郡配当割戻し
  （単位：匁）

宰　判 出銀額 計
奥阿武 1,103.198
先大津 1,513.592 5,040.986
小郡 2,424.196

村　名 現　高 割符額
石　　

上中郷 3,207.14500 296.436
下郷 5,173.06400 478.146
嘉川 4,745.21300 438.600
江崎村 4,535.72900 419.237
井関村 3,443.17522 318.252
岐波村 6,064.46200 560.538
名田島 3,368.61300 311.360
二島 4,362.11800 403.190
本郷 5,476.93600 506.233
陶村 4,498.07900 415.757
台道村 4,025.38400 372.066
佐山村 1,764.60700 163.102
陶惣給 2,023.68100 187.049
井関惣給 547.74678 50.628
遠波村 364.72000 33.711
二島（撫育方） 633.84100 58.586
名田島（撫育方） 255.23100 23.591
青江 48.73500 4.504
計 54,538.48000 5,040.986
高10石当り 0.924298

注）１． 本表は山口大学総合図書館所蔵林家文書の次の
史料による．

　　　　・ 文久2年7月「臨時御通行人馬賃銀諸郡配当小
郡御才判割戻之分」（大庄屋林勇蔵，621－05）

　　２．表７の文久元年分の諸村への割戻しである．
　　３．割符額は「戌（文久2年）夏納銀取建帳払入」．
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の
範
囲
と
組
合
せ
、負
担
基
準
と
な
る
石
当
り
の
算
出
過
程
等
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　

３　
「
天
下
御
物
送
り
」（
継
飛
脚
）
の
負
担
方
式

　

萩
藩
の
「
天
下
御
物
送
り
」
は
一
般
に
は
、「
継
飛
脚
」
と
称
す
る
幕
府
御

用
の
御
状
箱
・
御
用
物
を
送
る
幕
府
公
用
の
飛
脚
継
送
り
を
意
味
す
る
。「
継

飛
脚
」
は
藤
澤
氏
前
掲
書
に
よ
る
と
、
特
権
通
行
の
証
文
人
馬
無
賃
通
行
類
型

に
属
し
、
証
文
発
行
者
に
よ
り
幕
政
上
重
要
な
通
信
用
務
に
利
用
さ
れ
た）
（（
（

。
証

文
記
載
人
馬
は
無
賃
使
用
を
許
可
さ
れ
、
山
陽
道
で
は
主
に
老
中
及
び
大
坂
城

代
と
長
崎
奉
行
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
宰

判
宿
駅
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
天
下
御
物
送
り
場
御
番
所
」（
小
郡
宰
判
勘
場
文

書
で
は
「
津
市
御
番
所
」）
が
置
か
れ
「
御
物
送
寺
社
方
」
の
藩
役
人
が
配
置

さ
れ
た
。

　

田
中
誠
二
氏
に
よ
れ
ば
、吉
田
・
船
木
・
小
郡
宿
で
は
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）

頃
ま
で
に
「
天
下
御
物
送
り
場
」
が
設
け
ら
れ
、万
治
四
年
（
一
六
六
一
）「
大

記
録
」に
よ
る
と
、「
天
下
御
荷
物
送
」（
長
崎
そ
の
他
の
九
州
筋
天
領
か
ら
大
坂
・

江
戸
へ
の
銀
・
荷
物
輸
送
）
と
「
御
状
箱
送
り
」（
幕
府
老
中
・
大
坂
町
奉
行
・

大
坂
城
番
衆
か
ら
長
崎
そ
の
外
九
州
筋
へ
の
状
箱
、
長
崎
奉
行
・
天
草
代
官
・

上
使
か
ら
江
戸
・
大
坂
へ
の
文
箱
、
対
馬
・
九
州
筋
大
名
衆
か
ら
江
戸
・
大
坂

へ
の
「
御
用
」
状
箱
等
）
を
あ
わ
せ
て
天
下
送
り
と
い
い
、
そ
の
継
送
り
は
無

賃
の
役
負
担
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
萩
藩
の
各
宰
判
と
萩
を
結
ぶ
継
飛
脚
の

制
度
が
あ
り
、
二
重
構
造
を
な
し
て
い
た）
（（
（

。

　

小
郡
宰
判
で
は
小
郡
宿
（
津
市
）
を
は
じ
め
五
か
宿
が
「
天
下
御
物
送
り
」

を
勤
め
、
そ
の
無
賃
継
送
り
に
対
す
る
定
法
に
よ
る
補
償
と
し
て
、
計
米
一
六

石
が
郡
配
当
米
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
こ
の
補
償
は
い
わ
ゆ
る
「
継
飛
脚
給
米
」

に
相
当
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　

前
掲
表
７
の
嘉
永
七
年
九
月
「
郡
配
当
定
法
帳
」
に
よ
れ
ば
、「
御
上
下
人

馬
賃
銀
御
蔵
入
・
給
領
よ
り
出
銀
被
仰
付
分
引
当
」、
す
な
わ
ち
藩
主
通
行
人

馬
賃
銀
貫
立
分
に
続
い
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　

一　

米
拾
六
石

　
　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　

五
石　
　
　
　

陶
市
（
陶
村
）

　
　
　
　
　

三
石　
　
　
　

津
市
（
下
郷
）

　
　
　
　
　

四
石　
　
　
　

嘉
川
市
（
嘉
川
村
）

　
　
　
　
　

四
石　
　
　
　

岩
淵
［
市
］（
台
道
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
道
「
市
」（
台
道
村
）

　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
　

 

右
、
天
下
御
物
送
り
場
賃
米
定
法
被
立
下
分
右
之
辻
、
尤
此
分
者

前
ニ
相
見
候
諸
郡
人
馬
賃
銀
之
内
を
以
、
八
十
文
銭
八
百
目
天
下

御
物
送
り
場
江
先
格
を
以
被
立
下
分
立
用
、
残
貫
立
相
成
分
江
対

し
定
法
被
立
下
候
事

　

す
な
わ
ち
、
明
和
三
年
沙
汰
書
に
も
「
執
茂
一
役
有
之
候
上
ニ
御
上
下
人
馬

賃
銀
之
石
当
り
を
茂
差
出
重
役）
（（
（

」
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
天
下
御
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物
送
り
」
と
藩
主
人
馬
賃
銀
と
の
二
重
負
担
を
考
慮
し
て
上
述
の
「
銭
八
〇
〇

目
」
の
助
成
の
ほ
か
に
手
当
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、「
郡
配
当
請
払
一
紙
」
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
り
、「
但
、
此
分
人
馬

賃
銀
貫
立
之
内
ニ
而
八
十
（
拾
）
文
銭
八
百
目
天
下
御
物
送
り
場
江
（
へ
）
先

格
を
以
被
立
下
分
江
（
へ
）
対
シ
貫
立
被
仰
付
候
事
、
右
、
天
下
御
物
送
り
場

賃
米
定
法
被
立
下
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
元
治
元
年
仕
組
立
以
降
は
「
郡
配

当
請
払
一
紙
」
に
こ
の
記
載
は
な
く
な
っ
た
が
、
前
掲
表
２
・
３
に
よ
れ
ば
定

法
に
よ
る
補
償
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、「
御
用
物
無
賃
送
り
」
に
対
し
「
修
甫

方
預
り
銀
」
一
貫
二
八
〇
匁
の
六
％
の
利
銀
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　

五
か
宿
は
い
ず
れ
も
山
陽
道
沿
い
の
市
町
に
お
か
れ
た
宿
駅
で
、
本
宿
の
津

市
（
小
郡
宿
）
の
ほ
か
は
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
よ
れ
ば
、
津
市
西
南
に

位
置
す
る
嘉
川
市
（
七
〇
軒
余
、
役
目
軒
六
三
軒
）、
東
部
の
陶
市
（
二
三
軒
）、

大
（
台
）
道
市
（
約
八
〇
軒
）、
岩
淵
市
（
約
三
〇
軒
）
と
も
に
、
い
ず
れ
も

宿
馬
一
〇
疋
を
備
え
て
い
た
が
、「
宿
場
に
て
は
無
之
」、「
天
下
御
物
送
り
其

外
無
賃
御
用
物
等
小
継
の
場
所
」
で
あ
っ
た
。

　
「
天
下
御
物
送
り
」
無
賃
役
に
対
す
る
郡
配
当
米
一
六
石
の
定
法
化
は
、
文

化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
六
月
付
け
大
庄
屋
・
山
本
長
作
の
上
申
書
（「
申
上

候
事）
（（
（

」、文
化
一
〇
～
一
四
年
「
小
郡
宰
判
本
控
」
所
収
）
に
よ
る
と
、算
用
方
・

守
田
惣
兵
衛）
（（
（

在
任
中
に
一
年
七
〇
箇
（
三
年
平
均
）
の
見
積
り
で
「
五
ケ
宿
ニ

て
米
拾
六
石
之
辻
を
以
請
負
」
う
こ
と
を
命
じ
た
と
き
か
ら
で
あ
る
。

　

継
飛
脚
の
継
送
り
形
態
に
つ
い
て
は
藤
澤
氏
前
掲
書
に
詳
し
い）
（（
（

が
、
昼
夜
を

限
ら
ず
刻
限
厳
守
で
継
送
ら
れ
、
御
状
箱
等
の
破
損
・
汚
損
も
厳
重
に
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
た
。「
小
郡
宰
判
本
控
」
に
よ
る
と
、小
郡
津
市
御
番
所
で
は
毎
年
「
上

覆
道
具
御
仕
替
」
入
目
を
必
要
と
し
、
前
積
り
に
よ
っ
て
定
払
修
甫
の
利
米
が

当
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
桐
油
紙
（
加
賀
苧
緒
を
付
け
「
小
郡
津
市
御
番

所
」
の
太
字
墨
書
入
）、
七
島
蓙
、
細
曳
（
苧
代
・
染
代
）、
渋
紙
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
右
の
大
庄
屋
上
申
書
に
よ
る
と
、
御
用
物
送
り
の
増
加
（
文
化
九

～
一
一
の
三
年
平
均
一
八
二
箇
余
）
に
よ
り
年
間
八
〇
文
銭
銀
一
貫
五
七
〇
匁

余
も
の
不
足
を
き
た
す
事
態
に
な
り
、
増
人
夫
賃
銀
を
「
地
下
御
割
符
」
と
す

る
こ
と
を
願
い
出
て
文
化
一
三
年
分
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
増
人
夫
賃
銭
は
郡
配
当
米
支
給
と
な
り
、
文
政
一
〇
～
文
久
二
年
分

（「
小
郡
宰
判
本
控
」
所
収
、「
覚
」）
の
も
の
を
表
10
に
示
し
た
。
例
年
大
庄
屋

が
前
年
分
の
「
現
人
夫
仕
詰
賃
銭
別
紙
小
割
帳
」
に
よ
り
申
請
手
続
き
を
行

い
、五
か
宿
の
「
天
下
御
物
送
り
人
夫
賃
銭
自
道
郡
配
当
御
任
せ
米
（
一
六
石
）

ニ
て
行
届
不
申
宿
々
及
難
渋
」
と
い
う
事
由
に
よ
り
、「
格
別
之
御
了
簡
を
以
、

増
人
夫
賃
銭
年
々
郡
配
当
米
を
以
」
て
配
符
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
文
政
一

一
年
大
庄
屋
・
本
間
庄
左
衛
門
「
覚）
（（
（

」）。
定
法
化
の
措
置
で
は
な
か
っ
た
が
、

経
常
費
同
様
の
手
当
で
あ
っ
た
。
ピ
ー
ク
は
天
保
期
末
で
米
七
五
～
一
一
〇
石

余
、
弘
化
期
は
三
〇
～
四
〇
石
前
後
、
安
政
期
以
降
は
激
減
し
て
い
る
。
元
治

元
年
仕
組
立
以
降
は
仕
組
替
え
に
よ
り
、
上
述
の
よ
う
な
定
法
に
よ
る
補
償
に

一
本
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
右
の
よ
う
な
手
当
以
前
の
状
況
は
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

一
一
月
、
小
郡
代
官
・
石
川
伝
左
衛
門
の
上
申
書）
（（
（

に
お
い
て
「
才
判
小
郡
津
市

之
義
ハ
無
送
り
賃
飯
米
相
立
候
仕
法
無
御
座
、
人
夫
役
相
勤
候
者
ニ
て
ハ
い
つ

七
九



れ
も
少
身
之
難
儀
百
姓
ニ
て
取
続
不
得
仕
」、
ま
た
「
近
年
ハ
三
田
尻
よ
り
之

御
用
事
も
多
別
而
差
閊
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
対
策
は
無
賃
送
り
人
夫
に
御

定
賃
銭
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
津
市
か
ら
「
陶
市
・
嘉
川
市
両
所
共

壱
里
之
場
所
」
へ
の
御
定
賃
銭
は
八
〇
文
銭
「
銭
二
分
」
で
、
米
三
・
二
合
相

当
（
銭
和
市
一
〇
〇
目
、
石
別
銭
六
二
・
五
匁
）
で
あ
っ
た
。

　
　
　

三　

宰
判
「
宿
駅
・
助
郷
」
の
足
銀
負
担

　
　
　
　

１　

特
権
通
行
の
人
馬
使
用
と
「
宰
判
助
郷
」
の
足
銀
負
担

　

萩
藩
の
「
宰
判
助
郷
」
村
々
に
お
い
て
は
、
前
節
で
考
察
し
た
藩
内
諸
宰
判

に
か
か
る
人
馬
賃
銀
負
担
を
含
め
て
、
村
ご
と
に
出
人
馬
の
継
送
り
労
働
に
対

す
る
足
銀
補
償
が
行
わ
れ
た
。
継
立
人
馬
賃
銀
は
そ
の
他
の
夫
役
関
係
費
と
と

も
に
各
村
の
「
足
役
抨な
ら
し」
あ
る
い
は
「
足
役
貫つ
な
ぎ」
と
し
て
「
人
馬
足
役
抨
帳
」

の
作
成
の
も
と
に
清
算
さ
れ
徴
収
（
貫つ
な
ぎ
た
て立）
さ
れ
た）
（（
（

。

　

表
11
・
12
・
13
は
小
郡
「
宰
判
助
郷
」
の
三
か
村
、
嘉
川
村
・
本
郷
・
二
島

の
文
久
元
年
「
足
役
抨
」
貫
立
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
治
元
年
小
郡
宿
仕

組
立
直
前
の
時
期
で
、
萩
藩
山
陽
道
に
お
け
る
特
権
諸
通
行
へ
の
出
人
馬
状
況

を
知
り
う
る
最
後
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
年
二
回
、
夏
七
月
は
銀

建
、
秋
一
一
月
は
米
建
で
、
年
貢
米
銀
の
夏
納
銀
、
秋
の
年
貢
米
徴
収
に
対
応

し
た
も
の
で
あ
る
。「
人
馬
足
役
抨
帳
」
の
表
紙
に
は
い
ず
れ
も
庄
屋
存ぞ
ん
な
い内（
支

配
管
内
の
意
）
の
記
載
が
あ
り
、
畔く
ら
が
し
ら頭・
給
庄
屋
・
給
領
畔
頭
（
本
郷
の
み
）・

証
人
百
姓）
（（
（

の
庄
屋
宛
（
嘉
川
村
の
み
省
略
）
連
印
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
。

表
示
の
よ
う
に
「
人
馬
足
役
抨
帳
」
の
継
送
り
人
馬
関
係
費
目
は
、
①
「
出
人

馬
足
銀
」、
②
「
人
馬
二
ノ
割
入
目
」、
③
「
藩
主
通
行
諸
入
目
」
の
三
費
目
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
足
役
貫
」
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
。

　

こ
の
貫
立
分
に
対
し
人
馬
賃
銀
の
「
諸
郡
御
抨
し
」
に
よ
る
割
戻
し
分
は
、

足
銀
抨
し
総
額
か
ら
差
引
か
れ
、
村
方
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。

　

継
送
り
人
馬
賃
銀
の
「
足
役
貫
」
三
費
目
の
う
ち
「
出
人
馬
足
銀
」
は
、
村

表10　小郡宰判５か宿「天下御物送り」人夫増賃銭郡配当米

申請年次 適用年次 人夫賃銭仕詰期間 人夫賃銭郡配当米
人夫賃銀 石高換算 地下和市

匁　 石　　 升　
文政11.1 文政10 1827 文政10 1～11月 3,142.900 45.57205  1.450 
文政12.6 文政11 1828 文政11 1～11月 3,658.005 36.58005  1.000 
天保元.7 文政12 1829 文政12 1～11月 3,260.550 39.12660  1.200 
天保6.1 天保5 1834 天保5 1～12月 4,607.000 46.07000  1.000 
天保7.1 天保6 1835 天保6 1～12月 6,033.768 53.09716  0.880 
天保9.3 天保8 1837 天保8 1～12月 8,595.968 75.64451 0.880 
天保11.3 天保10 1839 天保10 1～12月 6,376.644 89.27301  1.400 
天保12.2 天保11 1840 天保11 1～12月 6,011.643 84.16300  1.400 
天保13.5 天保12 1841 天保12 1～12月 8,443.181 109.76135 1.300 
天保14.2 天保13 1842 天保13 1～12月 7,359.334 110.39001  1.500 
弘化元.4 天保14 1843 天保14 1～12月 3,431.100 42.88875 1.250 
弘化2.4 弘化元 1844 弘化元 1～12月 2,499.779 32.99708  1.320 
弘化3.4 弘化2 1845 弘化2 1～12月 2,227.567 26.73080  1.200 
弘化4.4 弘化3 1846 弘化3 1～12月 2,934.667 35.21600  1.200 
嘉永元.4 弘化4 1847 弘化4 1～12月 2372.270  28.46724 1.200 
嘉永6.2 嘉永5 1852 嘉永5 1～12月 3,126.228 33.29432 1.065
嘉永7.3 嘉永6 1853 嘉永6 1～12月 2,524.550 25.87663 1.025
安政2.2 安政元 1854 安政元 1～12月 1,084.969 12.93283 1.192 
安政3.4 安政2 1855 安政2 1～12月 1,856.424 26.17557 1.410 
安政5.2 安政4 1857 安政4 1～12月 1,725.395 15.87363 0.920 
安政6.4 安政6 1858 安政5 1～12月 19.628 0.16684 0.850 
万延元.4 安政6 1859 安政6 1～12月 412.831 3.38521 0.820 
文久2.5 文久元 1861 文久元 1～12月 458.973 3.53868 0.771
文久3.8 文久2 1862 文久2 1～12月 1,622.925 14.03830  0.865

注）１．本表は山口県文書館所蔵「小郡宰判本控」（両公伝史料）による．
　　　　但し，天保2～5，嘉永2～5，元治～慶応3年分を欠いている．
　　２．５か宿は嘉川市・津市・陶市・台道市・岩淵市である．
　　３．郡配当米の支給開始は文化13年分からである.
　　４．地下和市は80文銭1匁当たりの相場である．
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内
の
畔
頭
組
別
に
算
用
さ
れ
た
現
人
馬
の
足
銀
で
、
小
郡
宿
の
特
権
諸
通
行
継

送
り
に
従
事
し
た
出
人
馬
へ
の
補
償
で
あ
る
。「
所
勤
」人
馬
は
実
際
に
従
事
し
、

「
残
り
」人
馬
は
余
計
と
な
り
帰
村
し
た
も
の
で
、「
現
人
夫
は
只
で
は
な
い（
現

人
夫
に
は
飯
米
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
だ
）
と
い
う
考
え
の
浸
透）
（（
（

」
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
対
価
が
補
償
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
出
人
馬
足
銀
」
が
足
銀
総
額
（
表
11
～
13
の
④
）
に
占
め
る
比
重
は
、

七
月
末
算
用
分
で
は
嘉
川
村
三
四
六
四
匁
余
、
約
三
五
％
、
本
郷
二
八
七
八
匁
、

約
三
〇
％
、
二
島
二
一
〇
八
匁
余
、
約
一
九
％
、
一
一
月
末
算
用
分
で
は
嘉
川

村
三
二
・
六
石
余
、
約
二
三
％
、
本
郷
六
四
・
二
石
余
、
約
四
六
％
、
二
島
四

三
・
七
石
余
、
約
四
四
％
で
あ
っ
た
。
文
久
元
年
分
の
合
計
で
は
、
い
ず
れ
も

足
銀
全
体
の
六
〇
～
七
〇
％
前
後
を
占
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
割
戻
し
分
は
嘉
川
村
の
事
例
の
み
で
あ
る
が
、
二
年
遅
れ
の
割

符
で
、
足
銀
総
額
の
四
・
七
％
に
す
ぎ
な
い
。

　

出
人
馬
数
の
規
模
は
、
七
月
末
算
用
分
で
は
、
本
郷
六
通
行
・
三
八
二
人
四

一
疋
、
二
島
七
通
行
・
二
八
九
人
三
四
疋
、
嘉
川
村
二
五
通
行
（
人
馬
数
の
記

載
な
し
）、
一
一
月
末
算
用
分
で
は
、
嘉
川
村
一
五
通
行
・
五
四
六
人
五
六
疋
、

本
郷
一
二
通
行
・
一
〇
九
一
人
七
一
疋
、
二
島
一
三
通
行
・
八
三
九
人
六
一
疋

と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
長
崎
奉
行
・
外
国
奉
行
・
外
国
目

付
等
の
一
一
も
の
幕
府
御
用
通
行
が
あ
っ
た）
（（
（

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
出
人
馬
数

が
最
も
多
か
っ
た
本
郷
の
場
合
、
一
一
月
末
算
用
分
の
出
人
馬
足
銀
は
こ
れ
ら

の
通
行
で
五
三
％
・
三
四
石
余
を
占
め
た
（
表
15
参
照
）。

　
「
人
馬
二
ノ
割
入
目
」「
藩
主
通
行
諸
入
目
」
の
二
費
目
は
、
い
ず
れ
も
宰
判

の
蔵
入
・
給
領
現
石
高
の
石
当
り
基
準
値
に
よ
っ
て
、
各
村
の
蔵
入
・
給
領
現

石
高
に
均
等
に
割
符
さ
れ
徴
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

表
示
の
よ
う
に
、
人
馬
賃
銀
の
補
填
等
に
あ
て
る
「
人
馬
二
ノ
割
入
目
」
は

石
当
り
〇
・
一
五
匁
、
三
か
村
の
割
符
額
は
米
に
し
て
五
～
八
石
程
度
（
嘉
川

村
七
・
八
石
余
、
本
郷
六
・
五
石
余
、
二
島
五
石
余
）
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
藩
主
通
行
諸
入
目
」
は
人
馬
賃
銀
を
主
体
と
し
（「
道
造
り
人
夫
賃
」

等
は
別
費
目
の
扱
い
）、
石
当
り
〇
・
六
匁）
（（
（

で
あ
っ
た
。
割
符
額
は
米
建
・
銀

建
の
別
に
み
る
と
、
三
か
村
と
も
特
権
諸
通
行
の
「
出
人
馬
足
銀
」
に
匹
敵
す

る
（
嘉
川
村
三
二
・
八
石
余
、
本
郷
三
二
八
六
匁
余
、
二
島
二
五
〇
三
匁
余
）

も
の
で
、
高
額
負
担
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
出
人
馬
足
銀
「
貫
立
」
三
費
目
が
す
べ
て
米
建
算
用
の
嘉
川
村
と
本

郷
に
よ
る
と
、足
銀
総
額
に
占
め
る
比
重
は
、そ
れ
ぞ
れ
七
三
石
余
・
約
五
二
％
、

八
一
石
余
・
五
八
％
で
、
い
ず
れ
も
過
半
に
達
す
る
重
さ
で
あ
っ
た
。

　

田
中
氏
は
、
天
保
一
二
年
「
防
長
両
国
郷
村
手
鑑
」
に
よ
り
藩
内
一
五
宰
判

の
「
足
役
抨
し
」
が
石
当
り
平
均
約
四
升
と
い
う
萩
藩
の
斗
延
（
石
当
り
四
升

強
で
、
郡
配
当
・
弥
延
払
定
法
に
充
当
）
に
匹
敵
す
る
高
さ
で
あ
り
、
山
陽
道

沿
い
の
吉
田
（
五
・
七
升
）・
船
木
（
五
・
八
升
）・
小
郡
（
六
升
）・
熊
毛
（
四

升
）
四
宰
判
と
、
城
下
及
び
萩
・
三
田
尻
往
還
沿
い
の
当
島
（
一
一
升
）・
山

口
宰
判
（
六
・
三
升
）
の
高
さ
を
指
摘）
（（
（

し
て
い
る
。

　

右
の
小
郡
宰
判
三
か
村
の
場
合
、
表
の
「
足
銀
差
引
残
り
」
に
よ
っ
て
、
七

月
の
銀
建
を
当
年
の
御
買
米
値
段）
（（
（

で
換
算
し
一
一
月
の
米
建
と
合
わ
せ
て
足
役

抨
し
一
年
分
と
す
る
と
、
石
当
り
嘉
川
村
四
・
五
升
、
本
郷
三
・
九
升
、
二
島
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表11　小郡宰判嘉川村足役抨し（文久元年）

内　　訳
文久元年7月 文久元年11月

銀方 備　考 米方 備　　　　考

①

［所勤］人足賃銀・賃米 人足数記載なし 25.6255 石
490人，継送り従事　
1人3.85升，5升，5.5升

［所勤］馬賃銀・賃米 馬数記載なし 4.94100  石
47疋，継送り従事
1疋0.77斗，1斗，1.1斗

［残り］人足賃銀・賃米 人足数記載なし 2.97500  石
56人，帰り人足
1人2.75升

［残り］馬賃銀・賃米 馬数記載なし 0.49500  石
9疋，帰り馬
1疋5.5升

出人馬賃銀・賃米　　計 3,464.550  匁 人馬数記載なし
25通行分 ＊32.61900 石 546人56疋

15通行分
同割合　　　　　　①÷④ 34.57 ％ 22.93 ％

② 人馬二ノ割引当貫立 ― 7.83004 石 石別0.15匁×4745.726石（蔵入・給領現高）＝
銀711.859匁を石替

③ 当夏殿様下り入目引当貫立 ― 32.88436 石 石別0.6匁×蔵入・給領現高＝2847.128匁＋7～
11月利銀142.356匁＝2989.488匁を石替

④ 足銀貫　計 10,019.337 匁 142.21670  石

⑤ 人馬賃銀［諸郡御割符］
立戻し分 ― 6.73671 石 安政5年6月長崎目付帰府通行その外送り人馬

賃銀612.428匁＋7～11月利銀29.163匁を石替
⑥ 足銀差引残り ［10,019.337］ 匁 135.46496 石
⑦ 蔵入・給領現高 4,664.384 石 4,664.38400  石

⑧
石別貫　　　　　　⑥÷⑦ 2.100  匁 0.02900  石
引当貫　計　　　　⑧×⑦ 9,795.206 匁 135.26713 石
差引残り　　④－引当貫計 224.131 匁 貫不足 0.19783 石 貫不足

注）１．本表は山口大学総合図書館所蔵林家文書の次の史料による．
　　　　・文久元年7月9日「嘉川村酉ノ夏人馬足役抨算用帳」庄屋・田辺嘉三郎存内（505－（4－22）
　　　　・文久元年酉11月12日「嘉川村酉秋米方人馬其外足役抨シ算用帳」庄屋・本間寛蔵存内（505－（4－17）
　　２．＊印の数字は原史料に記載の通行別合計額による．2通行について異動があり，人馬別足銀合計は32.5515石で0.0675石少ない．

表12　小郡宰判本郷足役抨し（文久元年）

内　　訳
文久元年7月 文久元年11月

銀方 備　考 米方 備　　　　考

①

［所勤］人足賃銀・賃米 2,210.300  匁 339人，継送り従事 49.64000  石
820人，継送り従事　
1人5升，5.5升，8升

［所勤］馬賃銀・賃米 468.200  匁 37疋，継送り従事 5.95000  石
49疋，継送り従事　　
1疋1斗，1.1斗，1.6斗

［残り］人足賃銀・賃米 172.000  匁 43人，帰り人足 7.76000  石
274人，帰り人足
1人3.5升

［残り］馬賃銀・賃米 32.000  匁 4疋，帰り馬 1.22000  石
22疋，帰り馬
1疋7升

出人馬賃銀・賃米　計 ＊2,878.000 匁 382人，41疋
6通行分 ＊64.28500 石 1091人，71疋

12通行分
同割合　　　　　　①÷④ 30.04 ％ 45.85 ％

② 人馬二ノ割引当貫　　 ― 6.57232  石 石別0.15匁×5476.936石(蔵入・給領現高）＝
銀821.54匁を石替

③ 当夏殿様下り諸入目割符分
引当貫 10.28900  石

石別0.6匁×5476.936石(蔵入・給領現高)＝銀
3286.162匁から当7月算用引当貫2貫目引残，
銀1286.162匁を石替

④ 足銀貫　計 9,577.848 匁 140.20460  石 127.45873石を払米にして
⑤ 足銀差引残り 9,577.848 匁 140.20460  石
⑥ 蔵入・給領現高 5,476.936 石 5,476.93600  石

⑦
石別貫　　　　　　⑤÷⑥ 1.7487675  匁 0.02559909  石
増小貫 0.00120351 石 増小貫御用印帳之前
　　　　　　計 0.02680260  石

注）１．本表は山口大学総合図書館所蔵林家文書の次の史料による．
　　　　・文久元年酉7月「小郡本郷御蔵入・諸給領銀子方小貫人馬其外足役抨帳」庄屋・山内道祖松存内（505－（4－67）
　　　　・文久元年酉11月22日「小郡本郷御蔵入・諸給領御米方小貫人馬足役抨帳」庄屋・山内道祖松存内（505－（4－72）
　　２．＊印の数字はいずれも原史料に記載の通行別合計額による．7月分は１通行，11月分は3通行について人馬別合計と異動がある．
　　　　人馬別の足銀合計は，7月は2882.5匁となり4.5匁多い．また，11月分は同様に64.57石となり0.285匁多い．
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四
・
三
升
と
な
り
、
天
保
期
の
宰
判
全
体
平
均
（
四
升
）
よ
り
も
若
干
高
額
で

あ
っ
た
。
小
郡
宰
判
の
石
当
り
六
升
の
高
さ
は
、
上
述
の
表
５
の
よ
う
に
天
保

末
～
弘
化
期
の
出
人
馬
数
は
特
権
通
行
量
増
大
に
よ
り
文
久
三
年
以
降
よ
り
も

多
く
、
そ
の
負
担
が
要
因
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
権
通
行
継
送
り
人
馬
の
高
額
足
銀
負
担
は
、
実
際
通
行
に
お
け
る
通
行
者

の
人
馬
使
用
と
賃
銭
支
払
い
に
起
因
す
る
。
そ
の
こ
と
に
関
す
る
直
接
史
料
は

得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
伝
存
す
る
史
料
に
よ
っ
て
事
情
を
探
っ
て
み
た
い
。

　

表
14
は
津
市
「
人
馬
所
諸
入
目
帳
」
の
文
久
元
年
分
（
六
五
通
行
）
の
う
ち

九
～
一
一
月
の
一
六
通
行
（
№
7
の
込
合
通
行
を
含
む
）
を
表
示
し
た
も
の
で
、

右
の
三
か
村
足
役
抨
し
の
「
文
久
元
年
一
一
月
」（
一
八
六
一
）
と
同
じ
期
間

の
通
行
で
あ
る
。
人
馬
所
入
目
は
前
稿
で
考
察
し
た
定
法
に
よ
る
特
権
通
行
休

泊
経
費
補
償
の
費
目
で
、
目
代
・
石
井
清
作
か
ら
大
庄
屋
へ
提
出
さ
れ
た）
（（
（

。

　

表
示
の
よ
う
に
、
通
行
ご
と
に
大
宰
領
が
蝋
燭
・
炭
、
筆
・
紙
・
墨
、
茶
代

の
入
目
覚
書
を
作
成
し
、
宰
判
の
藩
下
役
人
、
見
届
手
子
が
奥
書
を
し
て
い
る
。

入
用
品
の
数
量
か
ら
す
る
と
継
立
用
務
の
監
督
取
締
り
に
前
夜
か
ら
人
馬
所
に

詰
め
た
か
れ
ら
宰
判
諸
役
人
の
入
目
で
あ
ろ
う
。
大
宰
領
は
名
田
島
・
青
江
・

佐
山
三
か
村
を
除
く
一
三
か
村
の
庄
屋
が
勤
め
、
一
六
通
行
の
出
人
馬
も
そ
の

範
囲
の
村
々
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
年
度
内
の
過

不
足
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
安
政
二
年
分
全
二
三
通
行
の
大
宰
領

は
岐
波
・
井
関
惣
給
・
遠
波
三
か
村
を
除
く
村
々
で
あ
っ
た）
（（
（

。

　

又
野
誠
氏
に
よ
れ
ば
諸
村
へ
の
人
馬
割
符
は
大
庄
屋
か
ら
庄
屋
宛
に「
才
料
」

（
畔
頭
）付
き
で「
津
市
会
所
」（
人
馬
所
）へ
出
揃
う
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
、「
御

表13　小郡宰判二島人馬足役抨し（文久元年）

内　　訳
文久元年7月 文久元年11月

銀方 備　考 銀方 米方 備　　　　考

①

［所勤］人足賃銀 1,538.500  匁 265人，継送り従事 3,984.600  匁 記載なし
635人，継送り従事　
1人5.5匁，5.8匁，7匁

［所勤］馬 賃銀 358.400  匁 30疋，継送り従事 588.800  匁 〃
48疋，継送り従事
1疋11.6匁，14匁

［残り］人足賃銀 1,245.500  匁 24人，帰り人足 660.500  匁 〃
204人，帰り人足
1人4.6匁，5.4匁

［残り］馬賃銀 34.400  匁 4疋，帰り馬 105.200  匁 〃
13疋，帰り馬
1疋9.2匁，10.8匁

人足宿礼 52.434 匁 129.160  匁 〃

出人馬賃銀貫　計 2,108.250 匁
289人34疋　「後銀」 5,468.260  匁 43.74568 石 839人61疋　「後銀」
7通行分，内家中通行1 13通行分，内延引3通行　

同割合　　　　　①÷④ 18.84 ％ 43.75 ％

② 人馬二ノ割引当貫 ― 626.182 匁 5.00946 石 石別0.15匁×4174.549石(蔵入・給
領現高）＝626.182匁を石替

③ 殿様下り人馬その外諸入目
引当貫，勘場より申来 2,503.061 匁 石別0.6匁×4171.768石

（蔵入・給領現高） ― ―

④ 足銀貫　計 11,184.665 匁 99.98210  石
⑤ 足銀差引残り 11,000.311 匁 立戻し分計184.354匁引 97.23980  石「大印帳より被立下分」2.7432石引
⑥ 蔵入・給領現高 4,171.768 石 4,174.54900 石

⑦
石別貫　　　　　⑤÷⑥ 2.636846  匁 0.02329331  石
　内　 貫立分 2.630000  匁 当夏貫立 0.02329000  石 酉秋貫
　差引残り　石別　 0.006846 匁 貫不足後勘差引 0.00003310  石 貫不足後勘差引

注）１．本表は山口大学総合図書館所蔵林家文書の次の史料による．
　　　　・文久元年酉7月8日「小郡弐島御蔵入・給領共ニ銀子方小貫人馬其外足役抨帳」庄屋・小野恒太郎存内（507－（4－75）
　　　　・文久元年酉11月23日「小郡弐島御蔵入・諸給領御米方小貫足役抨帳」庄屋・小野恒太郎存内（507－（4－57）
　　２．7月分の足銀貫は原史料に，現高分計28.56匁＋利銀2.57匁＝31.13匁を「酉秋米方にて貫立相済」と記されている．
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用
之
人
馬
大
才
料
と
し
て
」
の
大
宰
領
の
依
頼
も
同
様
で

あ
っ
た）
（（
（

。
こ
れ
は
宰
判
の
地
方
支
配
組
織
に
よ
る
継
送
り

用
務
の
運
営
を
示
す
も
の
で
「
宰
判
宿
駅
」
の
特
色
と
い

え
よ
う
。

　

た
だ
し
、「
人
馬
所
」
に
関
す
る
勘
場
文
書
が
「
諸
入

目
帳
」
の
み
と
い
う
こ
と
は
、
通
行
者
の
使
用
人
馬
賃
銭

支
払
い
や
人
馬
賃
銭
割
符
等
に
は
村
方
は
一
切
関
わ
ら
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用

務
は
本
来
宿
駅
「
目
代
」（
一
般
に
は
問
屋）
（（
（

）
が
差
配
す

る
も
の
で
、
萩
藩
で
は
自
宅
を
「
目
代
所
」
の
役
宅
と
し

た）
（（
（

こ
と
か
ら
「
目
代
所
」
文
書
が
散
逸
し
、
関
係
史
料
の

伝
存
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

表
15
は
、
本
郷
の
「
足
役
抨
帳
」
に
よ
っ
て
、
表
14
と

同
じ
時
期
の
通
行
別
出
人
馬
数
（
宰
領
を
含
む
）
と
、
そ

の
う
ち
の
「
所
勤
」
人
馬
、「
残
り
」
人
馬
の
足
銀
算
用

を
示
し
た
も
の
で
米
建
で
あ
る
。「
足
役
抨
帳
」
の
足
銀

算
用
は
畔
頭
組
別
に
記
さ
れ
通
行
別
に
集
計
さ
れ
た
。
こ

れ
は
出
人
馬
の
割
当
て
が
各
村
の
畔
頭
単
位
で
行
わ
れ
た）
（（
（

こ
と
に
よ
る
。

　

本
郷
へ
は
一
二
通
行
の
出
人
馬
割
当
て
が
あ
り
、
主
要

な
幕
府
御
用
四
通
行
（
№
1
・
2
・
4
・
9
）、
参
勤
交

代
大
名
四
通
行
（
№
3
・
5
～
7
）、
京
家
・
宮
家
待
遇

表14　津市人馬所通行別諸入目及び大宰領（文久元年9月～11月分）

№ 通行
月日 通　行　者 上下 休伯 休伯

場所
入目銀
匁 入目品 大宰領（庄屋） 見届手子

1 9.1 外国奉行・野々山丹後守
その外　対州へ 下 休 御茶屋 9.0 前夜入用半夜蝋燭2丁，同小蝋燭100目，筆2本，炭1俵，茶 諸村庄屋中 千右衛門

2 9.3 外国目付・小笠原摂津守
その外　対州へ 下 休 御茶屋 9.0 前夜入用半夜蝋燭2丁，同小蝋燭100目，筆2本，炭1俵，茶

本郷・山内道祖松
井関村・上野又右衛門 千右衛門

3 9.4 ［清末藩主］毛利讃岐守 上 休 御茶屋 3.5 前夜蝋燭，筆1本，炭1俵，茶 井関村・上野又右衛門 後藤尚七

4 9.7 ［熊本藩主］細川越中守 上 泊 御茶屋 12.5 夜中入用蝋燭200目・半夜供，筆3本，炭1俵，茶 大宰領中 千右衛門

5 9.21 ［福岡藩］松平下野守 下 泊 御茶屋 12.0 夜中入用・半夜蝋燭3丁，同小蝋燭150目，筆3本，炭1俵，茶
二島・小野恒太郎
陶・同惣給兼・秋本源太郎 千右衛門

6 9.29 普請役・田中亀次郎
長崎より帰府 上 休 津市 1.9 前夜蝋燭，筆1本，炭1俵，茶 嘉川村・本間寛蔵

＊証人庄屋 祐作

7 10.1込合
［佐賀藩主］松平肥前守
井上広輔家族 長崎より

上
上

休
休

津市
津市 3.3 前夜入用蝋燭，筆1本，炭1俵，茶 井関村・上野又右衛門

井関惣給・工藤祐三郎 千右衛門

8 10.6 長崎より帰府　永持歌次
郎外2名家族共 上 休 津市 3.6 前夜蝋燭，手紙1巻，炭，茶 上中郷・森重清右衛門

＊証人庄屋 佐々木茂三郎

9 10.9 ［小城藩主］鍋島加賀守 上 休 津市 4.4 前夜蝋燭，手紙，炭1俵，茶 嘉川村・本間寛蔵
岐波村・部坂神兵衛 祐作

10 10.1 長崎奉行・岡部駿河守
家族 上 休 御茶屋 9.8 前夜入用半夜蝋燭2丁，同小蝋燭，筆2本，手紙2巻，炭，茶

岐波村・部坂神兵衛
台道村・内田利兵衛
上中郷・井関村庄屋共

祐作

11 10.25 有馬富之丞 上 泊 津市 7.2 半夜蝋燭，蝋燭100目，半紙手紙，炭，茶 遠波村・国吉久右衛門 佐々木茂三郎

12 11.9 英国測量船乗組御用・
荒木済三郎外5名 上 休 津市 5.3 前夜蝋燭，半紙手紙，筆1本，炭1俵，茶 嘉川村・田辺嘉三郎 祐作

13 11.12 筑州香椎宮大宮司・武内淡路頭 上 泊 津市 5.5 夜中入用蝋燭，半紙手紙，筆1本，炭1俵，茶 陶・同惣給兼・秋本源太郎 後藤尚七

14 11.23 豊後高松年貢銀預り所・松平主殿守内・酒井友作 上 休 津市 2.3 前夜蝋燭，半紙手紙，筆1本，炭1俵，茶 陶・同惣給兼・秋本源太郎 記載なし

15 11.27
豊後日田年貢銀付添・元
手代・原健一郎・同間晋
四郎・家族共　大坂へ

上 休 津市 2.9 前夜蝋燭，半紙手紙，筆1本，炭半俵　茶 下郷・秋本新蔵 記載なし

注）１．本表は山口大学総合図書館所蔵林家文書の次の史料による．
　　　　・「文久元年酉九月ヨリ　人馬所諸入目帳」大宰領中（642－09）
　　　　・文久元年9月1日～2年閏8月28日まで文久元年分全65通行の記載がある．
　　２．大宰領の村名は同上林家文書，文久元年9月「配当小貫差引帳」林勇蔵（500－02）による．
　　　　＊印の証人庄屋2名は文久元年9月「米銀差引帳」（602－04）による．
　　３．帳末に，入目計346.35匁を目代「石井清作差引江入済」の書入がある．
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一
通
行
（
№
12
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
は
到
着
予
定
変

更
で
重
複
出
人
馬
（
№
8
・
10
・
11
）
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
特
権
通
行
は
二
大
名
（
№
6
・
7
）
を
除
き
す
べ
て

萩
藩
定
法
の
休
泊
補
償
が
適
用
さ
れ
た）
（（
（

。

　

表
示
の
よ
う
に
「
足
役
抨
帳
」
に
よ
る
特
権
通
行
の
人

馬
賃
銀
＝
「
足
銀
」
の
算
用
は
、
後
掲
の
表
18
の
よ
う
な

所
定
の
人
馬
賃
銀
と
通
行
者
か
ら
の
受
取
賃
銭
と
の
差
引

に
よ
る
「
間あ
い
か
け
ぎ
ん

欠
銀
」
の
算
出
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
村
方
の
足
銀
算
用
は
通
行
者
支
払
人
馬
賃

銭
の
授
受
と
は
別
立
て
の
い
わ
ば
足
役
賃
銀
体
系
に
よ
る

基
準
、
す
な
わ
ち
村
方
が
出
人
馬
に
補
償
す
べ
き
労
働
相

当
賃
銭
の
設
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
三
か
村
の
一
一
月
算
用
の
「
所
勤
」
人
馬
賃

銀
に
よ
り
足
銀
の
単
価
を
比
較
し
、
人
馬
使
用
と
の
関
連

に
つ
い
て
推
察
を
試
み
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
表
15
に
示
し
た
本
郷
の
場
合
を
み
る
と
、
人
足

一
人
の
足
銀
（
米
建
）
は
、
長
崎
奉
行
・
外
国
奉
行
・
外

国
目
付
通
行
各
八
升
、
長
崎
奉
行
家
族
通
行
・
京
家
通
行

各
五
・
五
升
、
清
末
・
熊
本
・
佐
賀
・
小
城
藩
主
通
行
各

五
升
、
馬
は
そ
れ
ぞ
れ
倍
額
の
米
一
斗
、
一
・
一
斗
、
一
・

六
斗
で
あ
っ
た
。
人
馬
足
銀
に
は
主
要
な
幕
府
御
用
通
行

と
参
勤
交
代
大
名
、
京
家
通
行
と
で
異
な
る
通
行
身
分
に

表15　小郡宰判本郷通行別出人馬足銀（文久元年11月）

通　行　者

人足 馬

賃米合計
総数

「所勤」 残り
総数

「所勤」 残り

人足
数 宰領

賃米 人足
数

賃米
馬数

賃米
馬数

賃米
1人 計 1人 計 1疋 計 1疋 計

人 人 石　 石　 人 石　 石　 疋 疋 石　 石　 疋 石 石 石　

1 8.23長崎奉行・高橋美作守 上，休 95 77 1 0.080 6.240 15 0.035 0.525 8 5 0.160 0.900 3 0.07 0.21 7.505
2 0.050 0.100 （＊7.975）

2 ○9.1外国奉行・野々山丹後守 下，休 156
139 8 0.080 11.760

1 0.035 0.035 11 10 0.160 1.600 1 0.07 0.07 13.9601 0.050 0.050
7 0.040 0.280 （＊13.795）

3 ○9.4清末藩主・毛利讃岐守 上，休 32 32 ― 0.050 1.600 ― ― ― 4 4 0.100 0.400 ― ― ― 2.000

4 ○9.3外国目付・小笠原摂津守 下，休 52 42 ― 0.080 3.360 10 0.035 0.350 ― ― ― ― ― ― ― 3.710

5 ○9.7熊本藩主・細川越中守 上，泊 167 153 ― 0.050 7.650 14 0.035 0.490 7 7 0.100 0.700 ― ― ― 8.840

6 ○10.1佐賀藩主・松平肥前守 上，休 147 139 ― 0.050 6.950 8 0.035 0.280 10 10 0.100 1.000 ― ― ― 8.230

7 ○10.9小城藩主・鍋島加賀守 上，休 90 79 ― 0.050 3.950 11 0.035 0.385 12 8 0.100 0.800 4 0.07 0.28 5.415

8 10.9長崎奉行・［岡部駿河守］家族 延引 111 ― ― ― ― 26 0.030 0.780 8 ― ― ― 8 0.03 0.24 2.29585 0.015 1.275

9 ○10.1長崎奉行・［岡部駿河守］家族 上，休 110 94 2 0.055 5.280 16 0.035 0.560 8 4 0.110 0.440 4 0.07 0.28 6.560（＊112）

10 11.1筑州香椎宮大宮司・武内淡路頭 延引 44 ― ― ― ― 44 0.030 1.320 1 ― ― ― 1 0.06 0.06 1.400
（＊1.3800）

11 11.11筑州香椎宮大宮司・武内淡路頭 延引 44 1 ― 0.055 0.055 44 0.040 1.760 1 ― ― ― 1 0.08 0.08 1.895（＊45）

12 ○11.12筑州香椎宮大宮司・武内淡路頭 上，泊 43 43 ― 0.055 2.365 ― ― ― 1 1 0.110 0.110 ― ― ― 2.475

計 1091
（＊1094） 809 11 ― 49.640 274 ― 7.760 71 49 ― 5.950 22 ― 1.22 64.285

（＊64.57）

注）１．本表は山口大学総合図書館所蔵林家文書の次の史料による．
　　　　・文久元年11月22日「小郡本郷御蔵入・諸給領御米方小貫人馬足役抨帳」庄屋・山内道祖松存内（505－（4－72）
　　２．通行者欄の○印は，林家文書の次の史料で通行を確認できるものである．
　　　　・文久2年閏8月「文久元酉年分　公料御役人様其外御通路諸入目帳」大庄屋・林勇蔵（控，613－（7）
　　　　・文久元年9～11月「公料御役人様其外様御賄料仕出帳」目代・源九郎（613－26）
　　３．表中の＊印の数字は次の事項を示す．
　　　　・人足「総数」：畔頭組別の出人馬数の合計．
　　　　・「所勤」人足数：通行№1「宮市へ」．　№2上段「宮市へ」，下段「荷物なし」．　№8「小郡着」．　№11「宮市へ」．
　　　　・「賃米合計」欄：人馬別賃米の合計．
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よ
る
差
額
が
あ
る
。
本
郷
の
隣
村
二
島
の
場
合
は
、人
足
一
人
の
足
銀
（
銀
建
）

は
、
長
崎
奉
行
・
外
国
奉
行
・
外
国
目
付
・
外
国
吟
味
役
通
行
各
七
匁
、
小
城
・

肥
前
・
熊
本
藩
主
通
行
各
五
・
八
匁
、
京
家
五
・
五
匁
、
馬
は
倍
額
の
一
一
・

六
、
一
四
匁
で
、
本
郷
と
同
様
に
差
額
が
み
ら
れ
る
。
嘉
川
村
の
人
足
一
人
の

足
銀
（
米
建
）
は
、
長
崎
奉
行
・
外
国
吟
味
役
・
福
岡
藩
主
・
薩
摩
藩
荷
物
通

行
各
五
・
五
升
、
福
岡
藩
若
殿
・
佐
賀
藩
主
各
五
升
、
京
家
三
・
八
五
升
、
馬

は
そ
の
倍
額
で
、
や
は
り
通
行
身
分
に
よ
る
差
額
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
足
銀
が
諸
村
の
特
権
通
行
出
人
馬
一
人
一
疋
の
輸
送
（
継
送
り
）

労
働
に
対
す
る
労
働
相
当
賃
銭
を
意
味
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
、

文
久
元
年
当
時
人
足
は
少
な
く
と
も
一
人
米
四
～
五
升
、
馬
は
倍
額
の
一
疋
米

八
升
～
一
斗
を
補
償
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

人
馬
賃
銀
は
一
般
に
一
里
あ
た
り
の
基
準
単
価
に
よ
り
継
送
り
距
離
に
応
じ

た
額
が
設
定
さ
れ
る
。
小
郡
宿
に
隣
接
し
た
嘉
川
村
と
さ
ら
に
遠
距
離
の
本
郷

と
の
差
額
は
宿
駅
と
自
村
間
の
距
離
の
差
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
同
村
内
で
主
要
な
幕
府
御
用
通
行
と
参
勤
交
代
大
名
及
び
京
家
通
行
と
で

異
な
る
右
の
よ
う
な
足
銀
の
差
額
は
何
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

山
口
県
文
書
館
の
藩
庁
史
料
の
中
に
領
内
山
陽
道
の
主
要
な
幕
府
御
用
通
行

に
つ
い
て
、
当
職
所
の
送
迎
御
馳
走
指
示
や
宰
判
代
官
の
通
行
後
の
注
進
状
等

を
と
り
ま
と
め
た
記
録
数
冊
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
前
稿
に
お
い
て
も
考
察
し
た

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
八
月
長
崎
奉
行
・
土
方
出
雲
守
下
り
通
行
と
、
通
行

身
分
で
は
上
位
の
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
閏
四
月
公
儀
目
付
・
徳
山
五
兵
衛

上
り
通
行
の
人
馬
使
用
に
つ
い
て
、
表
16
の
①
と
②
に
、
先
触
人
馬
数
（
特
権

人
馬
数
）
と
実
際
使
用
人
馬
数
、
及
び
人
馬
賃
銭
支
払
い
を
示
し
た
。

　

藤
澤
氏
に
よ
れ
ば
、
幕
府
の
付
与
し
た
長
崎
奉
行
通
行
の
特
権
は
先
触
人
馬

数
の
み
御
定
賃
銭
使
用
、
先
触
人
馬
超
過
分
に
は
特
権
は
認
め
ら
れ
ず
相
対
賃

銭
使
用
で
あ
り
、
公
儀
目
付
は
朱
印
・
証
文
状
記
載
人
馬
は
無
賃
、
超
過
分
も

御
定
賃
銭
使
用
の
特
権
を
付
与
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
態
は
、
萩
藩
に
お
い

て
も
主
要
な
幕
府
御
用
通
行
に
対
し
大
規
模
な
無
賃
御
馳
走
人
馬
の
提
供
が
常

態
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
表
示
の
よ
う
に
、
長
崎
奉
行
の
前
日
宿
割
役
人
が
支
払
う
場
合
や
、

公
儀
目
付
が
先
触
人
馬
数
の
う
ち
御
定
賃
銭
使
用
人
馬
の
支
払
い
を
し
た
例
も

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
使
用
人
馬
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、

同
じ
土
方
の
文
政
九
年
一
〇
月
通
行
で
高
森
宿
に
お
い
て
前
日
宿
割
役
人
分
の

人
馬
賃
銭
支
払
い
が
あ
っ
た
が
、
当
日
長
崎
奉
行
の
昼
休
「
諸
入
目
仕
出
帳
」

で
差
引
さ
れ
て
い
る）
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
幕
府
御
用
通
行
の
人
馬
使
用
に
影
響
を
与
え
た
法
令
と
し
て
、

幕
府
継
飛
脚
に
関
す
る
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
四
月
二
五
日
「
公
儀
御
用
物

送
り
方
の
事
」
に
、
当
職
・
毛
利
外
記
の
次
の
よ
う
な
指
示
が
あ
る
。

　
　

 

御
伝
馬
駄
賃
馬
の
分
有
之
事
ニ
候
得
共
、
駄
賃
銭
払
可
申
と
於
申
ニ
ハ
請

取
せ
可
被
申
、
此
方
よ
り
駄
賃
銭
の
事
申
ニ
ハ
不
及
候
、
此
段
目
代
共
え

能
々
可
被
申
聞
事）
（（
（

　

つ
ま
り
、
御
定
賃
銭
支
払
い
は
通
行
者
の
意
志
に
任
せ
よ
と
の
命
令
で
あ
る
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京
家
の
通
行
は
そ
れ
よ
り
低
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
後
者
の
通
行
に
お
い

て
、
通
行
者
に
よ
る
な
ん
か
ら
の
御
定
賃
銭
支
払
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す

る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
小
郡
宿
の
宿
役
人
（
目
代
・
年
寄
）

と
下
郷
庄
屋
が
大
庄
屋
に
上
申
し
た
嘆
願
書
（「
御
願
申
上
候
事）
（（
（

」）
に
よ
れ
ば
、

前
書
に
「
津
市
目
代
所
難
渋
」
に
よ
る
仕
組
は
す
で
に
明
和
六
年
、
安
永
三
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
、
一
つ
書
の
冒
頭
の
箇
条

に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

一 　

公
料
御
役
人
様
・
諸
家
様
御
家
中
其
外
御
往
来
御

入
用
之
人
馬
払
付
之
儀
ハ
是
迄
之
通
御
法
相
守
継
立

勿
論
之
儀
ニ
奉
存
候
事

　
　

一 　

御
諸
士
中
様
・
御
陪
臣
衆
、
其
外
諸
寺
院
駕
籠
乗

之
御
面
々
年
増
多
く
相
成
操
出
し
差
閊
ニ
お
よ
ひ
候

ニ
付
、
以
来
御
奉
書
夫
之
外
ハ
駕
籠
夫
ニ
限
り
賃
銭

五
割
増
被
仰
付
候
様
奉
存
候
事

　

最
初
の
箇
条
は
山
陽
道
特
権
通
行
の
「
公
料
御
役
人
様
・

諸
家
様
御
家
中
」
等
の
「
御
入
用
之
人
馬
払
付
」
は
、
従
前

か
ら
の
「
御
法
」
を
遵
守
す
る
と
い
う
誓
約
条
項
で
あ
る
。

次
の
箇
条
は
萩
藩
自
国
関
係
者
の
人
馬
使
用
に
つ
い
て
、
藩

当
局
の
使
用
許
可
書
に
よ
る
「
御
奉
書
夫
」
以
外
は
「
駕
籠

が
、
そ
の
後
の
山
陽
道
通
行
量
の
増
大
や
通
行
者
側
の
人
馬
使
用
の
慣
行
と
あ

い
ま
っ
て
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
主
要
な
幕
府
御
用
通
行
や
薩
摩
藩
主
の
よ
う
に

そ
れ
に
準
ず
る
待
遇）
（（
（

を
受
け
た
特
権
通
行
者
へ
の
無
賃
御
馳
走
人
馬
の
提
供
は

萩
藩
に
お
い
て
も
慣
例
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
「
宰
判
助
郷
」
村
が
出
人
馬
に
補
償
し
た
足
銀
額
は
、
無
賃
御
馳
走
人
馬
使

用
を
許
容
さ
れ
た
幕
府
御
用
通
行
に
お
い
て
高
額
で
あ
り
、
参
勤
交
代
大
名
・

表16　萩藩「宰判宿駅」における特権通行の人馬使用

　　①文政4年（1821）8月長崎奉行土方出雲守下り通行
  先触人馬数（御用人馬御定賃銭通行）

区　分 人足 馬 備　考
前日立／御定賃銭 13 2 軽尻2
当日立／御定賃銭 202 32 本馬15，軽尻17

計 215 34

  実際使用人馬数と支払
宿駅休泊日程 人足 馬 支払 総人数（供立）

8.25　小郡宿　休 747 75 記載なし 222人，馬2疋

8.25　船木宿　泊 798 87 記載なし 239人，馬2疋
前日（33） 前日（4） （前日11人）

8.26　吉田宿　休 645 58 前日23人分払 243人，馬2疋
前日（23） 前日（4） （前日11人）

注）１．本表は山口県文書館所蔵，文政4年「長崎奉行通行一件」による．
　　２． 同行の勘定方・原田又四郎は証文無賃人馬数2人・3疋，御定賃銭人足3人，

普請方木村甚十郎は証文無賃馬1疋，ほかに軽尻2疋，御定賃銭人足3人を
使用する特権が許可されていた．

　　②天保9年（1838）閏4月公儀目付徳山五兵衛上り通行
 先触人馬数（朱印人馬無賃通行）

区　分 人馬数等
朱印人馬／無賃 8人，5疋　8人は長持2棹持人足
証文人馬／無賃 御用長持1棹持人足
賃人馬／御定賃銭 50人，本馬4疋

 実際使用人馬数と支払
宿駅休泊日程 人足 馬 支　払 総人数（供立）

閏4.12　小郡宿　休 304 36 記載なし 85人，馬1疋
閏4.11　船木宿　泊 315 35 記載なし 55人，馬1疋
閏4.11　吉田宿　泊 309 33 50人2疋分　丁銭3520文 69人，馬1疋

注）１． 本表は山口県文書館所蔵，天保8～9年「幕府目付役徳山九（五）兵衛長崎
往返一件」による．収録史料の名前表記は徳山五兵衛，九兵衛は題箋の表記．

　　２． 同行の徒目付・横山為次郎，吉川十郎兵衛の先触人馬数は，それぞれ証文
無賃人馬2人・2疋と御用物持人足2人，御定賃銭人足2人，また，小人目付・
鈴木金十郎外3名は証文無賃馬1疋，ほかに軽尻2疋であった．
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夫
」
に
限
り
御
定
賃
銭
「
五
割
増
」、
つ
ま
り
使
用
人
馬
の
「
相
対
賃
銭
」
払

い
と
す
る
要
求
条
項
で
あ
る
。
歎
願
は
こ
の
ほ
か
八
項
目
に
及
ぶ
が
、
同
年
一

一
月
郡
奉
行
・
香
川
作
兵
衛
の
小
郡
代
官
・
桂
小
三
郎
宛
て
沙
汰
書
に
は
「
他

国
人
之
儀
ハ
是
迄
之
通
」
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　

藤
澤
氏
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
明
和
三
年
沙
汰
書
に
示
さ
れ
た
萩
藩
主
の

自
領
内
通
行
に
お
け
る
御
定
賃
銭
人
馬
使
用
が
山
陽
道
通
行
の「
諸
候
・
家
中
」、

及
び
自
国
関
係
者
に
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
判
断
し
て
い
る）
（（
（

。
弘

化
二
年
か
ら
の
相
対
雇
い
も
後
者
の
駕
籠
夫
使
用
に
限
ら
れ
た
。

　

た
だ
し
、
天
和
三
年
の
指
示
は
右
の
通
行
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
、

萩
藩
に
お
い
て
は
、
使
用
人
馬
の
一
部
に
御
定
賃
銭
を
支
払
う
と
い
う
特
権
通

行
者
の
人
馬
使
用
が
慣
例
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

２　

文
久
三
年
以
降
の
宿
駅
利
用
者
の
変
化

　

幕
末
維
新
期
の
山
陽
道
小
郡
宿
の
通
行
者
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
以
降

激
変
す
る
。
こ
の
こ
と
は
前
稿
に
お
い
て
考
察
し
た
萩
藩
定
法
（
公
費
支
弁
）

に
よ
る
特
権
通
行
（
幕
府
御
用
・
参
勤
交
代
大
名
等
）
休
泊
経
費
の
年
度
別
決

算
書
（「
請
払
」）
で
あ
る
「
公
料
御
役
人
様
其
外
御
通
路
諸
入
目
帳
」
に
よ
っ

て
も
知
ら
れ
る
。「
御
通
路
諸
入
目
帳
」
は
そ
の
後
も
文
久
三
年
分
と
元
治
元

年
分
が
伝
存
し
て
い
る）
（（
（

。
林
勇
蔵
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
～
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
八
月
は
大
庄
屋
職
で
あ
り
、
慶
応
元
年
分
以
降
こ
の
決
算
書

は
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
元
治
元
年
九
月
の
御
手
悩

み
仕
組
立
に
よ
る
変
更
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
定
法
の
休
泊
経
費
補
償
額
計
五
四
石
三
斗
六
升
四
合
（
三
費
目
）

の
う
ち
郡
費
支
出
分
の
「
大
公
儀
御
役
人
様
并
御
大
名
様
方
御
通
路
諸
入
目
」

一
二
石
は
前
掲
「
郡
配
当
請
払
一
紙
」
に
よ
っ
て
慶
応
二
年
分
ま
で
の
支
給
を

確
認
で
き
る
。
し
か
し
、同
じ
く
定
払
修
甫
の
「
長
崎
御
奉
行
御
通
路
干
肴
代
」

一
石
四
斗
（
二
石
の
三
歩
引
）
は
「
小
郡
諸
修
補
請
払
御
算
用
一
紙
」
の
費
目

か
ら
消
え
て
い
る
。

　

文
久
三
年
分
の
通
行
者
は
計
二
八
通
行
の
う
ち
福
岡
藩
若
殿
松
平
下
野
守
の

上
下
通
行
、
勅
使
家
中
通
行
が
み
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
萩
藩
三
支
藩
主
・

若
殿
の
移
動
（
主
に
山
口
─
在
所
）
と
公
儀
・
他
藩
か
ら
の
使
者
・
飛
脚
等
の

賄
入
目
で
あ
っ
た
。
元
治
元
年
分
は
表
17
の
よ
う
に
、
費
目
一
九
件
、
通
行
数

二
〇
（
№
4
・
6
・
7
の
込
合
通
行
を
含
む
）
の
う
ち
支
藩
主
・
若
殿
一
行
一

四
通
行
（
長
府
・
清
末
支
藩
主
一
二
、
徳
山
支
藩
主
若
殿
二
）
で
、
文
久
三
年

四
月
萩
藩
府
の
山
口
へ
の
移
転
に
伴
う
引
越
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
宿
礼
ま
た

は
御
茶
代
を
支
払
っ
て
い
る
。
萩
藩
家
中
三
通
行
を
合
わ
せ
る
と
賄
入
目
の
約

八
一
％
を
占
め
た
。
一
方
、
公
儀
・
他
藩
使
者
は
三
通
行
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
慶
応
三
年
一
二
月
小
郡
宿
本
陣
・
三
原
屋
助
一
郎
が
提
出
し
た

本
陣
改
築
願
に
、
こ
れ
ま
で
「
御
大
名
様
方
御
休
泊
之
節
被
下
置
候
御
宿
礼
之

甘く
ろ
つ
ぎキ
」
に
よ
っ
て
小
修
繕
・
修
復
を
行
い
、
屋
敷
地
・
畠
の
年
貢
米
銀
、
家
族

の
養
育
等
に
も
当
て
て
き
た
が
、「
近
年
以
御
大
名
様
方
其
外
御
通
路
一
行
無

御
座
ニ
付
」
修
復
の
余
力
も
な
い
困
窮
事
態
に
陥
っ
た
こ
と
が
縷
々
述
べ
ら
れ

て
い
る）
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
文
久
二
年
閏
八
月
幕
府
に
よ
る
参
勤
交
代
制

の
緩
和
（
三
年
に
一
回
出
府
、
大
名
妻
子
の
帰
国
許
可
等
）、
同
三
年
五
月
攘
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夷
戦
以
降
の
萩
藩
の
「
異
変
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
宰
判
宿
駅
」
の
継
送

り
は
自
国
藩
内
通
行
者
の
輸
送
負
担
へ
と
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

３　

自
国
藩
内
通
行
者
の
人
馬
使
用
と
足
銀
負
担

　

そ
れ
で
は
、
萩
藩
幕
末
異
変
時
の
自
国
藩
内
通
行
者
の
実
際
人
馬
使
用
─
使

用
人
馬
数
、
人
馬
賃
銭
支
払
い
、「
足
銀
」（
間
欠
銀
）
負
担
─
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
り
う
る
の
は
慶
応
元
年（
一
八
六
五
）

一
一
月
付
「
小
郡
津
市
宿
当
五
月
よ
り
十
月
迄
臨
時
人
馬
継
立
賃
銀
仕
出
帳）
（（
（

」

の
み
で
、
ち
ょ
う
ど
第
二
次
長
州
征
討
（
六
～
八
月
）
の
時
期
に
当
た
る
。

　

帳
末
に
、
慶
応
元
年
五
か
月
分
（
五
月
六
日
～
一
〇
月
二
三
日
）
の
「
臨
時

人
馬
継
立
」
不
足
銀
に
つ
い
て
、
算
用
方
・
寺
島
へ
「
諸
郡
御
抨
し
」
に
よ
る

補
償
申
請
を
し
た
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

合　

人
足　

千
八
百
四
拾
六
人

　
　
　
　

馬　
　

弐
百
弐
拾
九
疋

　
　
　
　

足
銀　

拾
三
貫
九
百
八
匁
壱
分
五
厘

　
　
　

 　

右
小
郡
津
市
駅
ニ
而
丑
五
月
六
日
よ
り
十
月
二
十
三
日
迄
臨
時
人
馬

継
立
賃
銀
之
内
ニ
而
五
割
増
賃
銭
差
引
残
前
書
之
通
御
座
候
、
然
ル
所

近
年
殊
之
外
御
通
路
繁
、
宿
人
馬
日
々
継
立
之
分
御
末
家
様
方
、
法
縁

之
御
方
々
様
御
通
路
人
馬
賃
銀
前
書
之
通
御
座
候
而
、
南
前
御
通
路
筋

計
り
ニ
而
者
片
痛
ミ
相
成
候
、
何
卒
格
別
之
御
心
入
を
以
諸
郡
御
抨
ニ

被
仰
付
候
様
奉
願
上
候
、
此
段
宜
被
成
御
沙
汰
可
被
遣
候
、
以
上

表17　小郡宿元治元年分休泊入目「払」内訳
  （入目単位：匁）

№ 「払」　内　訳 入目銀 小割帳作成者
林家文書小割帳

整理番号 宿礼・御茶代

1 長崎目付浅野一学昼休間欠銀539.7匁を午年より無利10年賦にて貸下，子年7年目上納銀 53.97

2 毛利讃岐守，元治元.9.19山口へ引越，御茶屋小休諸入目 46.07 御茶屋番・林良平 622－02 御茶代金50疋
3 毛利讃岐守，元治2.1.29山口より清末へ帰り，御茶屋小休諸入目 24.47 御茶屋番・林良平 621－24 御茶代金50疋

4 毛利左京亮，元治2.3.6山口へ引越，御茶屋昼休諸入目毛利讃岐守，元治2.3.6山口へ引越，御茶屋昼休諸入目 65.80 御茶屋番・林良平 622－03 御茶代金200疋・100疋

5 ［毛利讃岐守］，元治2.3.24山口より清末へ帰り，御茶屋小休諸入目 41.40 御茶屋番・林良平 621－07 御茶料金2朱

6 毛利左京亮，元治2.閏5.12山口へ引越，御茶屋昼休諸入目毛利讃岐守，元治2.閏5.12山口へ引越，御茶屋昼休諸入目 94.40 御茶屋番・林良平 622－04 御茶料金200疋・100疋

7 毛利左京亮，慶応元.閏5.27山口より長府・清末へ帰り　御茶屋小休毛利讃岐守，慶応元.閏5.27山口より長府・清末へ帰り　御茶屋小休 57.30 御茶屋番・林良平 621－08 御茶料金100疋・50疋

8 毛利平六郎，慶応元.7.11長府より徳山へ帰り，御茶屋昼休，諸仕構入目 103.20 御茶屋番・林良平 621－09 御茶料金100疋
9 毛利平六郎，慶応元.7.11　同上，賄入目（昼賄） 97.88 御茶屋番・林良平 621－10
10 毛利讃岐守，慶応元.7.19山口へ引越，御茶屋泊り 148.90 御茶屋番・林良平 622－05 宿礼金200疋
11 毛利左京亮，［慶応元］7.21茶屋昼休 75.10 御茶屋番・林良平
12 毛利讃岐守，慶応元8.16山口より清末へ帰り　御茶屋小休 35.10 御茶屋番・林良平 621－11 宿礼金2朱
13 筑州月形洗蔵・伊丹真一郎，上下5人，津市諸入目 54.80 目代・豊助
14 異変の節粟屋孫次郎津市出張賄仕出，［慶応元］7.24～8.18町方仕出 657.60
15 大公儀目付山口へ，目代豊輔山口表へ人馬払ニ差越諸入目 229.92［目代］・豊輔
16 異変につき熊谷甚登美・岡五兵衛徳山より津市出張諸入目，町方仕出 931.00 町年寄
17 工藤勘兵衛方にて異変中追々宿仕出 299.58 目代・石井清作
18 三條様内森寺大和守，筑州飛脚，其外津市泊り諸入目，目代仕出 112.13 目代・石井清作
19 津市諸宿賄払ニ付，内夫通いにて難渋申立，迷惑へ対し被立下候分 179.68

合　　計 3308.30

注）１．本表は山口大学総合図書館所蔵林家文書の次の史料による．
　　　　・慶応元年8月「元治元子年分　公料御役人様其外御通路諸入目帳」大庄屋・林勇蔵（控，613－18）．
　　　　・奥書は算用方：寺島太治郎・野村平蔵・伊藤甲三郎，代官：北川清助・井上聞多・市川文作・渡辺源右衛門．
　　２．小割帳の表題は省略した．整理番号によって林家文書目録DBで確認することができる．
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丑
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
勇
蔵　

印

　
　
　
　
　
　
　

寺
島
太
次
郎
殿

　
「
臨
時
人
馬
継
立
賃
銀
」を「
南
前
御
通
路
筋
計
ニ
而
者
片
痛
ミ
相
成
候
」と
、

南
前
地
域
宰
判
の
負
担
緩
和
を
図
り
「
諸
郡
御
抨
し
」
と
す
る
申
請
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
表
１
の
「
臨
時
人
馬
賃
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
慶
応
元
年

分
「
臨
時
人
馬
賃
」
は
二
四
貫
五
一
三
匁
余
で
、
元
治
元
～
明
治
二
年
分
総
額

の
約
三
五
％
、年
別
で
は
最
多
で
あ
っ
た
。
右
の
五
か
月
分
の
継
立
人
馬
数（
一

八
四
六
人
、
二
二
九
疋
）
の
「
足
銀
」
計
一
三
貫
九
〇
八
匁
余
は
、
こ
の
年
一

年
分
の
約
五
七
％
に
相
当
す
る
。

　

自
国
藩
内
通
行
者
の
通
行
は
、
表
18
の
①
諸
隊
と
②
分
家
に
分
け
ら
れ
る
。

　

全
体
で
み
る
と
、
継
送
り
出
人
馬
の
規
模
は
人
足
換
算
（
馬
一
疋
＝
人
足
二

人
）
に
し
て
二
三
〇
四
人
、
足
銀
総
額
は
一
三
貫
九
〇
八
匁
余
で
、
人
別
足
銀

は
約
六
匁
、
米
に
し
て
人
別
二
・
三
升
余
（
慶
応
元
年
御
買
米
値
段
、
石
別
二

五
八
・
四
匁）
（（
（

）で
あ
っ
た
。
①
諸
隊
の
使
用
人
馬
は
同
様
に
八
〇
六
人
・
三
五
％
、

足
銀
計
二
三
％
、
人
別
足
銀
約
四
匁
で
米
一
・
五
升
相
当
、
②
分
家
の
使
用
人

馬
は
同
様
に
一
四
九
八
人
・
六
五
％
、
足
銀
計
七
七
％
、
人
別
足
銀
は
約
七
匁
、

米
二
・
七
升
相
当
で
あ
っ
た
。
諸
隊
と
分
家
で
異
な
る
こ
の
よ
う
な
足
銀
負
担

の
違
い
に
つ
い
て
、
そ
の
要
因
を
表
18
に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
①
の
諸
隊
は
攘
夷
戦
に
伴
う
八
幡
隊
・
遊
撃
隊
・
荻
野
隊
・
集
義
隊
・

奇
兵
隊
の
武
器
・
荷
物
の
輸
送
等
計
三
七
通
行
で
萩
藩
家
中
の
通
行
で
あ
る
。

行
先
の
範
囲
は
小
郡
宰
判
内
の
黒
川
村
、
祢ね
ぎ宜
（
二
島
村
の
字
地
）、
大お
お
り里
（
二

島
村
の
字
地）
（（
（

）、
下し
も
つ
り
ょ
う

津
令
（
台
道
村
の
異
称）
（（
（

）、
及
び
隣
接
宰
判
の
村
・
町
─
北

は
山
口
宰
判
山
口
町
、
東
は
三
田
尻
宰
判
三
田
尻
町
、
西
は
船
木
宰
判
山
中
村

─
で
あ
っ
た
。
使
用
人
馬
総
数
は
人
足
四
一
四
人
、
馬
一
九
六
疋
で
馬
の
使
用

が
多
い
が
、
最
多
で
四
〇
人
二
八
疋
、
平
均
で
は
一
一
人
五
疋
で
宿
役
人
馬
数

二
五
人
二
五
疋
の
範
囲
内
の
使
用
で
あ
り
、そ
れ
を
越
え
る
通
行
は
わ
ず
か（
人

足
四
、
馬
一
通
行
）
で
あ
っ
た
。
所
定
の
人
馬
賃
銀
は
表
示
の
よ
う
に
、
人
足

一
人
当
た
り
黒
川
行
三
・
五
匁
、
大
里
行
四
匁
、
祢
宜
・
山
中
行
五
匁
、
山
口
・

下
津
令
行
六
匁
、
三
田
尻
行
一
〇
匁
、
馬
は
人
足
の
二
倍
で
あ
っ
た
。

　

諸
隊
通
行
の
支
払
＝
受
取
賃
銭
は
、
勇
蔵
の
奥
書
に
「
臨
時
人
馬
継
立
賃
銀

之
内
ニ
而
五
割
増
賃
銭
差
引
残
」
と
あ
る
よ
う
に
、
分
家
通
行
の
御
定
元
賃
銭

の
五
割
増
賃
銭
（
人
足
四
二
～
一
二
〇
文
、
馬
は
倍
額
）
が
適
用
さ
れ
た
。
例

え
ば
山
口
町
行
人
足
七
二
文
は
分
家
通
行
四
八
文
の
一
・
五
倍
で
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
萩
藩
自
国
関
係
者
に
は
弘
化
二
年
以
降
、「
駕
籠
夫
」
に
限

り
御
定
賃
銭「
五
割
増
」と
い
う
条
件
付
き
の「
相
対
賃
銭
」払
い
が
命
じ
ら
れ
、

そ
の
後
も
五
年
の
年
限
明
け
と
と
も
に
更
新
さ
れ
た
。
右
の「
臨
時
人
馬
継
立
」

五
割
増
賃
銭
は
こ
の
よ
う
な
動
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
人
馬
と
も

に
銀
換
算
で
所
定
賃
銀
の
一
三
％
余
に
過
ぎ
な
い
低
額
賃
銭
で
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
差
額
の
足
銀
は
約
八
七
％
の
高
額
負
担
と
な
っ
た
。

　

②
の
分
家
九
通
行
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
四
月
萩
藩
府
の
山
口
へ
の
移

転
に
伴
う
支
藩
主
─
長
府
藩
主
毛
利
左
京
亮
（
五
万
石
）・
清
末
藩
主
毛
利
讃

岐
守
（
一
万
石
）
の
引
越
し
往
復
通
行
と
徳
山
藩
（
三
万
石
）
若
殿
の
帰
府
通

九
〇



表18　小郡宿臨時人馬継立賃銀仕出（慶応元年5～10月）

①諸隊

№ 月日 通行者・用務 送り先
人足賃銀 人足受取賃銀 人足足銀 馬賃銀 馬受取賃銀 馬足銀

人足数 単価 単価 同銀 1人当 計 馬数 単価 単価 同銀 1疋当 計
人 匁 文 匁 匁 匁 疋 匁 文 匁 匁 匁

1 5.7 八幡隊 山口へ出張 黒川 7 3.5 42 0.47 3.03 21.21 3 7 84 0.93 6.07 18.21
2 5.8 遊撃軍 後藤源造様其外継立 山中 7 5 60 0.67 4.33 30.31
3 5.9 勘場より山口武具方迄荷物送り 山口 8 6 72 0.8 5.2 41.60
4 5.10 八幡隊 棹もの其外 黒川 6 3.5 42 0.47 3.03 18.18
5 5.12 荻野隊 荷物送り 下津令 21 6 72 0.8 5.2 109.20
6 5.25 集義隊 弾薬その外送り 山中 3 10 120 1.33 8.67 26.01
7 5.28 八幡隊 荷物継立 大里 8 4 48 0.53 3.47 27.76
8 閏5.1 八幡隊 柳井田関門より 同上 三田尻 11 10 120 1.33 8.67 95.37 14 20 240 2.60 17.33 242.62
9 閏5.10 病院荷物 新町より送り 山中 10 5 42 0.47 4.33 43.30 5 10 120 1.33 8.67 43.35
10 閏5.27 奇兵隊 山口へ出張 黒川 16 3.5 42 0.47 3.03 48.48
11 6.4 奇兵隊 山口へ出張 黒川 22 3.5 42 0.47 3.03 66.66 15 7 84 0.93 6.07 91.05
12 6.4 奇兵隊 吉田へ帰り 山中 40 5 60 0.67 4.33 173.20 11 10 120 1.33 8.67 95.37
13 6.6 八幡隊 荷物送り 祢宜 12 5 60 0.67 4.33 51.96 8 10 120 1.33 8.67 69.36
14 6.6 八幡隊 □□その外 黒川 12 3.5 42 0.47 3.03 36.36 4 7 84 0.93 6.07 24.28
15 6.11 八幡隊 荷物送り 黒川 4 7 84 0.93 6.07 24.28
16 6.11 八幡隊 荷物送り 大里 4 8 96 1.07 6.93 27.72
17 7.9 奇兵隊 玉薬その外送り 山中 4 10 120 1.33 8.67 34.68
18 7.16 集義隊 荷物送り 山中 20 5 60 0.67 4.33 86.60 5 10 120 1.33 8.67 43.35
19 7.25 八幡隊 シライカ道具送り立 祢宜 8 4 48 0.53 3.47 27.76
20 8.1 奇兵隊 交代 山中 21 5 60 0.67 4.33 90.93 19 10 120 1.33 8.67 164.73
21 8.6 八幡隊 荷物送り 黒川 8 3.5 42 0.47 3.03 24.24 5 7 84 0.93 6.07 30.35
22 8.6 八幡隊 荷物送り 祢宜 9 5 60 0.67 4.33 38.97 5 10 120 1.3 8.67 43.35
23 8.11 奇兵隊 交代荷物送り 黒川 34 3.5 42 0.47 3.03 103.02 28 7 84 0.93 6.07 169.96
24 8.12 八幡隊 荷物送り 大里 8 4 48 0.53 3.47 27.76 5 8 96 1.07 6.93 34.65
25 8.29 奇兵隊 御用物送り 黒川 8 7 84 0.93 6.07 48.56
26 9.12 奇兵隊 御用物送り 黒川 6 3.5 42 0.47 3.03 18.18
27 9.12 集義隊 長持弐棹送り 山中 12 5 60 0.67 4.33 51.96
28 9.12 八幡隊 長持四棹送り 大里 28 4 48 0.53 3.47 97.16
29 9.13 八幡隊 大砲その外送り 大里 11 4 48 0.53 3.47 38.17 5 8 96 1.07 6.93 34.65
30 9.18 集義隊 長持二棹その外送り 山中 6 5 60 0.67 4.33 25.98
31 10.1 奇兵隊 山口交代 黒川 26 3.5 42 0.47 3.03 78.78 12 7 84 0.93 6.07 72.84
32 10.1 奇兵隊 山口交代 山中 15 5 60 0.67 4.33 64.95 8 10 120 1.33 8.67 69.36
33 10.6 八幡隊 山口交代 大里 13 4 48 0.53 3.47 45.11
34 10.6 八幡隊 山口交代 祢宜 6 10 120 1.33 8.67 52.02
35 10.9 八幡隊 山口交代 黒川 9 3.5 42 0.47 3.03 27.27 5 7 84 0.93 6.07 30.35
36 10.15 奇兵隊 器械その外送り 山中 5 10 120 1.33 8.67 43.35
37 10.23 奇兵隊 器械その外送り 山中 5 10 120 1.33 8.67 43.35

合　　　計 414 1610.43 196 1577.80

②分家

№ 月日 通行者・用務 送り先
人足賃銀 人足受取賃銀 人足足銀 馬賃銀 馬受取賃銀 馬足銀

人足数 単価 計 単価 支払数 計 同銀 計 馬数 単価 単価 同銀 １疋当 計
人 匁 匁 文 人 文 匁 匁 疋 匁 文 匁 匁 匁

1 閏5.12 長府様　山口へ 山口 276 6 1,656.0 48 173 8,304 92.27 1,563.73 8 12 96 1.07 10.93 87.44
2 閏5.12 清末様　山口へ 山口 121 6 726.0 48 89 4,272 47.46 678.54 3 12 96 1.07 10.93 32.79

3 閏5.13 長府様より山口へ４斗樽その外送り 黒川 57 3.5 199.5 28 35 988 10.89 188.61

4 閏5.27 長府様　帰府 船木 319 10 3,190.0 80 215 17,200 191.10 2,998.90 8 20 160 1.78 18.22 145.76
5 閏5.27 清末様　帰府 船木 128 10 1,280.0 80 77 6,160 68.44 1,211.56 4 20 160 1.78 18.22 72.88
6 7.11 徳山若殿長府より帰り 宮市 56 9 504.0 ― 0 ― ― 504.00 1 18 18
7 7.20 長府様　山口へ 山口 248 6 1,488.0 48 142 6,816 75.73 1,412.27 3 12 96 1.07 10.93 32.79
8 7.20 清末様　山口へ 山口 127 6 762.0 48 71 3,408 37.87 724.13 2 12 96 1.07 10.93 21.86
9 8.16 清末様　帰府 船木 100 10 1,000.0 80 52 4,160 46.22 953.78 4 20 160 1.78 18.22 72.88

合　　計 1,432 10,805.50 854 569.98 10,235.52 33 484.40

注）１．本表は山口大学総合図書館所蔵，林家文書の次の史料による．
　　　　・慶応元年11月「小郡津市宿当五月より十月迄臨時人馬継立賃銀仕出帳」大庄屋・林勇蔵（642－02）
　　２．送り先の「下津令」は台道村の異称，祢宜（ねぎ）・大里（おおり）は二島村の字地．
　　３．人足数計1,846人（諸隊414＋分家1,432），馬数計229疋（諸隊196＋分家33），足銀計13,908.15匁（諸隊3,188.23匁＋分家10,719.92匁）
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行
（
宮
市
ま
で
）
で
あ
る
。
長
府
・
清
末
両
藩
主
の
引
越
し
通
行
に
つ
い
て
は

表
17
の
休
泊
入
目
内
訳
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
使
用
人
馬
総
数
は
人
足
一

四
三
二
人
三
三
疋
で
人
足
使
用
が
多
く
、
最
多
は
三
一
九
人
八
疋
、
平
均
一
五

九
人
三
六
疋
で
、
馬
は
宿
役
二
五
疋
内
の
使
用
で
あ
る
が
、
人
足
は
い
ず
れ
も

宿
役
二
五
人
を
か
な
り
越
え
宰
判
諸
村
か
ら
の
出
人
馬
が
必
要
で
あ
っ
た
。
所

定
の
人
馬
賃
銀
は
、
小
郡
宿
か
ら
五
里
の
船
木
宿
ま
で
人
足
一
〇
匁
、
同
じ
く

四
・
五
里
の
宮
市
行
き
は
九
匁
（
い
ず
れ
も
一
里
二
匁
の
計
算
）、
山
口
行
は

諸
隊
と
同
額
の
六
匁
で
、
馬
は
人
足
の
倍
額
で
あ
っ
た
。

　

人
馬
賃
銀
の
諸
隊
と
の
違
い
は
、
ま
ず
、
分
家
通
行
に
お
け
る
支
払
＝
受
取

賃
銭
の
単
価
が
御
定
元
賃
銭
で
あ
り
、
そ
の
五
割
増
賃
銭
が
諸
隊
通
行
支
払
賃

銭
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
船
木
宿
行
一
人
八
〇
文
は
一
里
に
つ
き

一
六
文
の
計
算
に
な
り
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
改
め
の
「
国
中
人
馬
賃

銀）
（（
（

」
の
基
準
が
そ
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
実
質
的
に
は
人
馬

賃
銀
の
一
割
に
も
満
た
な
い
（
八
・
九
％
）
諸
隊
の
場
合
よ
り
さ
ら
に
低
廉
な

御
定
賃
銭
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
御
定
元
賃
銭
に
よ
る
人
足
賃
銀
の
支
払
い
は
使
用
人
足
数
の
五
〇
～

七
〇
％
前
後
、
平
均
約
六
〇
％
で
、
徳
山
若
殿
の
無
賃
通
行
（
五
六
人
）
を
除

い
て
も
六
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
差
額
の
足
銀
負
担
は
、
人
足

は
所
定
の
人
馬
賃
銀
の
九
四
・
七
％
、
馬
は
九
一
％
で
、
諸
隊
の
場
合
よ
り
さ

ら
に
高
額
負
担
と
な
っ
た
。

　

藤
澤
氏
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
幕
府
は
直
轄
の
五
街
道
に
お
い
て
特
権
通
行
の

う
ち
「
諸
侯
・
家
中
御
定
賃
銭
通
行
類
型
」
の
人
馬
使
用
に
対
し
、
万
治
～
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
間
に
特
権
で
あ
る
御
定
賃
銭
使
用
人
馬
数
を
東
海
道

は
一
宿
一
日
五
〇
人
五
〇
疋
、
そ
の
他
の
街
道
は
二
五
人
二
五
疋
に
規
制
し
、

こ
の
規
制
数
超
過
分
は
相
対
賃
銭
を
支
払
う
べ
き
も
の
と
し
た
。
こ
の
基
本
的

規
制
を
厳
守
さ
せ
る
た
め
通
行
前
後
日
の
「
割
遣
」
が
許
さ
れ
て
い
た
が
、
享

和
以
降
「
家
中
半
減
遣
」
が
付
加
規
制
と
し
て
加
え
ら
れ
た）
（（
（

。

　

小
郡
宿
で
は
宿
役
二
五
人
二
五
疋
が
常
備
さ
れ
て
い
た
が
、
慶
応
元
年
の
臨

時
人
馬
継
立
は
、
諸
隊
（
家
中
）・
分
家
（
諸
侯
）
と
も
、
そ
の
人
馬
遣
い
に

右
の
幕
府
の
基
本
的
規
制
は
適
用
さ
れ
ず
、
藤
澤
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
物

価
の
高
騰
に
対
応
し
た
御
定
賃
銭
の
段
階
的
割
増
や
宿
役
超
過
分
へ
の
相
対
賃

銭
支
払
い
は
行
わ
れ
な
か
っ
た）
（（
（

。
か
つ
右
の
分
家
通
行
は
御
定
元
賃
銭
据
置
の

ま
ま
、
恣
意
的
な
一
部
支
払
い
が
慣
行
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ

り
、
上
述
の
萩
藩
天
和
三
年
指
示
の
顕
著
な
影
響
が
伺
わ
れ
る
。

　

幕
末
維
新
に
い
た
る
ま
で
こ
の
よ
う
な
宰
判
の
宿
駅
・
助
郷
に
負
担
を
転
化

す
る
人
馬
使
用
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
の
立
場
と
視
点
か

ら
す
れ
ば
、
宿
役
人
馬
遣
い
の
慣
行
の
意
義
を
問
う
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
の

な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

む
す
び
に
か
え
て

　
　
　
　
　

─
明
治
新
政
府
の
宿
駅
改
廃
と
「
宰
判
宿
駅
」
の
意
義
─

　

本
稿
は
萩
藩
山
陽
道
の「
宰
判
宿
駅
」と
し
て
の
小
郡
宿
の
運
輸（
継
送
り
）・

通
信
（
幕
府
継
飛
脚
）
機
能
と
経
費
負
担
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
成

果
を
得
な
が
ら
幕
末
維
新
期
を
中
心
に
考
察
を
試
み
た
。
た
だ
し
、
視
点
は
筆
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者
の
師
藤
澤
晋
氏
の
提
示
し
た
近
世
封
建
交
通
の
構
造
的
把
握
を
目
的
と
す
る

立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

　

前
稿
に
お
い
て
小
郡
宿
の
休
泊
機
能
と
経
費
負
担
の
問
題
に
つ
い
て
天
明
以

降
幕
末
期
の
考
察
を
試
み
た
成
果
と
あ
わ
せ
て
、
本
稿
で
は
「
宰
判
宿
駅
」
所

在
の
諸
村
は
、
宰
判
制
度
の
も
と
で
「
宰
判
助
郷
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
固

有
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
特
権
通
行
継
送
り
に
よ
る
高
額
人
馬
賃

銀
の
負
担
は
休
泊
以
上
に
宿
駅
機
能
の
維
持
に
か
か
わ
る
難
題
で
あ
っ
た
。

　

小
郡
宿
の
「
宰
判
宿
駅
」
及
び
「
宰
判
助
郷
」
で
は
、
大
庄
屋
主
導
の
も
と

で
宰
判
の
勘
場
組
織
に
よ
り
運
輸
（
継
送
り
）・
通
信
（
継
飛
脚
）・
休
泊
の
主

機
能
が
運
営
さ
れ
た
が
、
継
送
り
に
お
い
て
は
、
宰
判
諸
村
の
「
助
郷
一
円
化
」

と
い
え
る
よ
う
な
地
方
組
織
の
編
成
と
固
有
の
負
担
方
式
に
よ
っ
て
右
の
課
題

へ
の
対
処
を
実
行
し
て
い
た
。
と
く
に
経
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
萩
藩
主
の
人

馬
賃
銀
を
は
じ
め
、
山
陽
道
通
行
の
特
権
通
行
者
、
文
久
三
年
以
降
の
政
治
・

軍
事
事
情
の
変
化
に
よ
る
自
国
藩
内
通
行
者
の
も
の
を
含
め
、
現
石
高
を
基
準

と
し
た
宰
判
レ
ベ
ル
の
割
符
方
式
に
よ
る
継
送
り
出
人
馬
と
人
馬
賃
銀
負
担
の

均
等
化
を
基
軸
に
、「
足
役
貫つ
な
ぎ」
に
よ
る
村
方
へ
の
賦
課
と
村
方
出
人
馬
の
労

働
相
当
賃
銭
の
補
償
、
郡
費
負
担
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
人
馬
賃
銀
「
諸
郡
御

抨
し
」
に
よ
る
宰
判
の
相
互
負
担
緩
和
方
式
で
構
成
さ
れ
た
、
い
わ
ば
体
系
化

さ
れ
た
経
費
負
担
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
用
に
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
相
互
補
償
方
式
は
、
萩
藩
の
宰
判
財
政
シ
ス
テ
ム
に
固
有
の
修

甫
（
修
補
）
制
度
に
よ
る
相
互
扶
助
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
右
の
理
解
は
、
今
回
交
通
夫
役
に
関
す
る
又
野
論
文
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
今
後
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
助
郷
一
円
化
」
に
つ
い
て
は
、
山
本
弘
文
氏
の
著
書
に
よ
っ
て
明
治
新
政

府
の
宿
駅
制
度
改
廃
政
策
と
の
関
連
で
さ
ら
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

明
治
新
政
府
は
戊
辰
戦
争
の
軍
事
輸
送
を
契
機
に
、
慶
応
元
年
閏
四
月
駅
逓

司
を
設
置
し
旧
来
の
宿
駅
制
度
の
改
革
に
着
手
し
た
が
、
発
足
直
後
の
重
要
な

施
策
は
次
の
駅
逓
司
布
告
に
よ
る
宿
・
助
郷
の
組
替
え
で
あ
っ
た
。

　
　

駅
逓
司
布
告　
元
年
五
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
諸
道
駅
郷
へ

　
　

一 

近
来
物
価
騰
貴
之
上
、
五
畿
七
道
追
々
往
来
繁
多
ニ
相
成
、
宿
駅
助
郷

共
次
第
ニ
困
窮
、
可
及
離
散
之
体
難
捨
置
、
依
テ
左
之
通
被
仰
出
。

　
　

一 

是
迄
宿
駅
助
郷
之
村
々
入
雑
リ
平
等
ナ
ラ
サ
ル
ニ
付
、
今
般
相
改
、
宿

駅
最
寄
次
第
、
御
領
ヲ
始
メ
宮
、
堂
上
方
領
、
社
寺
領
ニ
至
ル
迄
、
凡

ソ
東
海
道
ニ
七
万
石
、
中
山
道
ニ
三
万
五
千
石
、
其
余
脇
街
道
ニ
一
万

石
程
、
高
四
分
勤
之
見
積
ヲ
以
テ
、
先
ツ
一
箇
年
之
間
、
一
円
助
郷
ニ

組
込
候
事
。
但
下
情
熟
察
之
上
、
追
テ
永
世
之
良
法
御
確
定
之
事
。

　
　

一 

宿
駅
助
郷
常
々
不
相
合
、
其
間
之
雑
費
不
少
、
且
ツ
定
賃
銭
ニ
テ
ハ
人

馬
調
ヒ
不
申
、
宿
駅
ニ
テ
多
分
足
シ
銭
相
掛
候
ニ
付
、
仍
テ
以
来
ハ
宿

駅
助
郷
ヲ
一
体
ニ
為
シ
テ
其
費
ヲ
省
キ
、
人
馬
ハ
人
別
ニ
応
シ
テ
出
サ

セ
、
足
シ
銭
ハ
石
高
ニ
応
シ
テ
出
サ
セ
候
事
。

　
　

一 

此
度
格
別
之
御
趣
意
ニ
依
リ
、
無
賃
人
馬
、
木
銭
、
米
代
之
休
泊
等
一

切
不
相
成
、并
ニ
諸
家
御
定
人
馬
遣
高
御
制
限
モ
追
々
可
被
仰
出
候
間
、
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宿
駅
ニ
於
テ
モ
其
意
ヲ
体
シ
、
雇
賃
銭
、
宿
料
等
時
之
相
場
ニ
応
シ
可

成
丈
相
減
シ
、
区
々
不
相
成
様
、
宿
々
家
毎
ニ
張
紙
ニ
認
置
可
申
、
万

一
過
分
之
取
方
、
見
掛
取
等
之
儀
有
之
候
ハ
ヽ
、
急
度
其
咎
可
申
付
事
。

 
（「
法
規
分
類
大
全
」
運
輸
門
、
駅
逓
、
一
七
五
─
一
七
六
頁
）

　

つ
ま
り
、
旧
来
の
宿
駅
制
度
の
根
幹
で
あ
っ
た
宿
駅
常
備
人
馬
と
付
属
助
郷

に
よ
る
補
完
の
体
系
を
改
変
し
て
、
宿
・
助
郷
を
一
体
化
し
、
街
道
別
に
勤
高

を
編
成
し
て
助
郷
村
の
拡
大
と
再
編
成
に
よ
り
負
担
を
平
等
に
賦
課
し
、
従
前

の
負
担
割
当
を
め
ぐ
る
宿
・
助
郷
の
対
立
を
解
消
す
る
と
と
も
に
輸
送
量
増
大

を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
価
を
は
る
か
に
下
回
る
御
定

賃
銭
に
よ
る
継
立
と
一
円
化
に
よ
る
負
担
範
囲
の
拡
大
実
施
は
、
新
た
に
編
成

さ
れ
た
諸
村
の
強
い
抵
抗
に
よ
り
当
初
か
ら
難
航
を
き
わ
め
、
そ
の
後
混
迷
と

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
明
治
三
年
二
月
に
は
「
一
円
助
郷
化
」
政
策
の
放
棄

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
五
年
八
月
末
宿
駅
制
度
廃
止
に
い
た
る
の
で
あ
る）
（（
（

。

　

本
稿
で
考
察
し
た
萩
藩
の
「
宰
判
助
郷
」
の
編
成
と
継
送
り
負
担
機
能
は
、

藩
政
時
代
に
お
い
て
す
で
に
新
政
府
の
施
策
の
趣
旨
を
独
自
に
実
現
し
て
い
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

宿
・
助
郷
の
一
体
化
に
つ
い
て
も
、
小
郡
宿
で
は
、
宰
判
大
庄
屋
・
林
勇
蔵

に
代
表
さ
れ
る
「
宰
判
宿
駅
」
管
轄
運
営
責
任
者
の
判
断
に
よ
り
諸
村
出
人
馬

を
動
員
し
て
宿
役
を
補
完
す
る
人
馬
継
立
が
展
開
さ
れ
て
い
た
状
況
に
つ
い
て

指
摘
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
若
干
付
加
し
て
お
き
た
い
。

　

本
稿
で
考
察
し
た
林
勇
蔵
の
一
件
文
書
「
津
市
宿
人
馬
所
賃
銀
仕
詰
」
は
、

実
は
小
郡
宰
判
が
幕
末
維
新
期
に
「
難
渋
出
銀
」
し
た
元
治
元
～
明
治
二
年
分

の
小
郡
宿
人
馬
賃
銀
を
転
用
し
、
部
内
椹
野
川
等
の
治
水
対
策
資
金
に
当
て
る

目
論
見
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
袋
入
り
文
書
の
も
う
一
つ
の

ま
と
ま
り
は
こ
の
こ
と
に
関
す
る
勇
蔵
の
手
稿
一
七
点
で
、「
明
治
七
戌
三
月

よ
り
同
七
月
五
日
ニ
至
ル
迄
人
馬
所
件
控
」
の
表
題
の
あ
る
冊
子
と
五
綴
一
一

通
（
本
稿
で
考
察
し
た
史
料
を
含
む
）
の
書
付
類
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
は
周
知
の
千
歳
浜
築
立）
（（
（

に
関
す
る
も
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の

検
討
を
行
う
ゆ
と
り
は
な
い
が
、
民
事
局
と
の
交
渉
過
程
で
興
味
深
い
や
り
と

り
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
年
一
一
月
に
諸
郡
勧
農
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
ら
旧
小
郡
宰
判
勘
場
役
人

一
四
名
（
当
初
、
の
ち
一
二
名
）
の
有
志
（「
地
下
頭
立
候
者
」）
は
本
郷
秋
穂

浦
地
続
き
の
干
潟
に
塩
浜
六
〇
町
歩
を「
自
力
」で
造
築
し（「
御
馳
走
開
作
」）、

明
治
三
年
か
ら
二
五
年
の
鍬
下
年
期
で
、同
二
七
年
完
成
後
は
そ
の
税
金
（「
所

務
米
銀
」）
を
「
諸
川
浚
修
甫
」
の
名
目
に
し
て
「
椹
野
川
浚
渫
費
」
に
充
当

す
る
許
可
を
得
て
い
た）
（（
（

。

　

勇
蔵
は
二
年
一
一
月
付
け
で
民
事
局
か
ら
「
世
話
方
大
頭
取
」
に
任
じ
ら

れ）
（（
（

、
一
一
名
の
有
志
と
協
議
の
う
え
、
三
年
に
は
三
万
円
余
を
自
弁
し
二
〇
町

歩
の
潮
留
堤
防
を
築
い
て
旧
藩
主
か
ら
「
千
歳
浜
」
の
名
称
を
与
え
ら
れ
た）
（（
（

。

　

そ
こ
で
小
郡
宿
人
馬
賃
銀
仕
詰
分
を
こ
の
千
歳
浜
に
塩
浜
一
枚
半
を
造
築
す

る
た
め
の
資
金
に
当
て
る
た
め
に
明
治
四
年
の
上
申
書
を
提
出
し
た
が
、
民
事

局
役
人
の
対
応
は
事
前
の
根
回
し
も
反
古
に
し
、
戒
告
処
分
と
一
割
の
利
息
付

き
で
返
納
を
命
じ）
（（
（

る
も
の
で
、
勇
蔵
ら
の
計
画
は
頓
挫
す
る
。
問
題
に
さ
れ
た
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の
は
四
年
の
上
申
書
に
お
い
て
小
郡
宰
判
が
人
馬
賃
銀
「
諸
郡
御
抨
し
」
に
よ

る
慶
応
元
年
分
の
割
戻
し
分
等
を
諸
村
へ
割
符
せ
ず
、「
人
馬
所
弐
ノ
割
」
の

事
業
資
金
の
一
部
に
充
て
て
運
用
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

民
事
局
は
翌
年
「
下
ケ
紙
」
で
五
箇
条
に
わ
た
り
旧
来
の
宿
駅
制
度
の
名
目

を
楯
に
「
諸
郡
御
抨
し
」
の
目
的
外
使
用
を
追
求
し
た）
（（
（

。
勇
蔵
ら
は
ひ
る
ま
ず
、

「
元
来
前
顕
人
馬
賃
銀
之
儀
者
諸
村
人
別
江
其
都
度
々
々
割
戻
可
仕
筋
を
諸
川

水
害
予
防
之
た
め
部
中
一
統
之
志
願
を
以
遣
払
仕
置
候）
（（
（

」
と
反
論
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
宰
判
地
方
役
人
の
地
域
開
発
を
目
的
と
し
た
資
金
運
用
活
動
の

意
義
に
つ
い
て
は
又
野
論
文
（
註
［
９
］）
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
右
の
民
事
局
の
指
摘
事
項
の
な
か
で
、「
宰
判
宿
駅
」
小
郡
宿

に
お
い
て
は
、助
郷
諸
村
が
宿
役
を
カ
バ
ー
す
る
一
体
的
な
運
用
実
態
が
あ
り
、

旧
藩
庁
役
人
も
そ
の
実
績
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
（
註
［
72
］［
73
］
参
照
）。

　

な
お
、
萩
藩
自
国
藩
内
通
行
に
関
し
て
、
森
下
徹
氏
の
史
料
解
説
（「
山
口

宰
判
本
控
」）
に
よ
れ
ば
、
萩
往
還
（
萩
─
三
田
尻
）
の
最
大
の
宿
場
町
山
口

町
は
領
内
屈
指
の
公
用
通
行
量
に
よ
り
宿
駅
負
担
の
大
き
さ
も
最
大
規
模
と
さ

れ
（
上
述
の
天
保
一
二
年
山
口
宰
判
「
足
役
抨
し
」、
石
当
り
六
・
三
升
）、
小

郡
宿
と
は
異
な
り
、
目
代
所
の
送
り
人
馬
役
負
担
が
維
新
期
に
い
た
る
ま
で
解

決
困
難
な
課
題
と
な
っ
て
い
た）
（（
（

。

　

最
後
に
、
三
年
間
に
わ
た
り
山
口
大
学
図
書
館
職
員
Ｏ
Ｂ
の
一
員
で
あ
る
筆

者
に
本
誌
へ
の
寄
稿
を
、
ま
た
昨
年
一
二
月
一
五
日
開
催
の
第
４
回
や
ま
ぐ
ち

学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
萩
藩
研
究
の
新
展
開
Ⅱ
」
に
お
け
る
報
告
の
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
間
多
大
の
御
支
援
と
貴
重
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
田
中
誠

二
・
木
部
和
昭
両
教
授
、
及
び
山
口
大
学
総
合
図
書
館
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
・

御
援
助
に
心
よ
り
謝
辞
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

註（
１
）
拙
稿
「
林
勇
蔵
家
の
歴
代
履
歴
と
累
積
文
書
に
つ
い
て
─
林
家
文
書
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
再
見
─
」『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
第
七
号
、
二
〇
一

一
年
三
月
、
六
五
～
一
〇
〇
頁
。

（
２
）
拙
稿
「
林
家
文
書
の
小
郡
宿
史
料
群
─
宰
判
大
庄
屋
と
山
陽
道
宿
駅
の
運
営

─
」『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
第
八
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
五
一
～
八
九
頁
。

（
３
）
藤
澤
晋
『
近
世
封
建
交
通
史
の
構
造
的
研
究
』（
一
九
七
七
年
、福
武
書
店
）、

六
〇
三
～
八
〇
七
頁
、
第
三
編
山
陽
道
に
お
け
る
特
権
通
行
の
人
馬
使
用
形
態

と
出
役
人
馬
割
賦
賃
銭
、
な
ら
び
に
継
送
り
側
の
経
済
的
負
担
の
構
造
。

（
４
）
横
長
帳
二
冊
と
書
状
二
通
が
あ
る
。
横
長
帳
の
う
ち
「
元
治
元
子
九
月
よ
り

明
治
三
午
八
月
迄　

津
市
宿
方
人
馬
米
銀
仕
詰
附
立　

小
郡
」
の
内
容
は
明
治

元
年
ま
で
で
、
筆
跡
か
ら
仕
組
方
・
林
良
平
の
草
稿
と
推
定
さ
れ
、
表
紙
に
朱

書
で
「
明
治
四
未
六
月
十
八
日
相
調
候
帳
、
表
方
仕
詰
・
正
仕
詰
・
触
込
ミ
人

馬
仕
詰
三
廉
仕
詰
括
り
帳
」
の
書
入
れ
が
あ
る
。
他
の
一
冊
は
大
庄
屋
・
林
勇

蔵
作
成
の
「
元
治
元
子
年
よ
り
慶
応
二
寅
年
分
迄
三
ケ
年
分　

津
市
人
馬
所
後

米
銀
ニ
し
て
諸
村
よ
り
貫
立
米
銀
請
払
帳
」（
本
文
六
六
頁
参
照
）。

九
五



（
５
）
前
掲
註
（
１
）、
七
七
～
七
九
頁
、「
表
２　

林
家
履
歴
─
10
代
林
勇
蔵
の
大

庄
屋
就
任
以
降
─
」。

（
６
）
山
崎
一
郎
「
毛
利
家
文
庫
・
法
令
一
三
八
「
諸
御
書
付
」
に
つ
い
て
」（『
山

口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
二
五
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
八
一
～
九
九
頁
）、

九
四
～
九
六
頁
、明
和
年
間
の
鹿
野
代
官
所
文
書
目
録
に「
根
御
証
拠
物
」を「
継

立
」
て
た
形
態
の
文
書
が
「
繰
帳
」
と
表
記
さ
れ
「
継
立
物
」
を
さ
す
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
態
は
関
連
す
る
一
紙
形
態
文
書
を
ま
と
め
て
分
散
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
利
用
時
に
い
ち
い
ち
展
開
す
る
手
間
や
書
き
写
す
時
間
・

経
費
を
省
け
る
等
の
利
点
が
あ
る
が
、
経
年
変
化
に
よ
り
貼
継
目
が
は
が
れ
る

と
い
う
保
存
上
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
上
申
書
の
下
書
草
案
一
通
と
未
一
二
月
付
け
仕
組
方
・
林
良
平
の
草
案
一
綴

が
あ
る
。

（
８
）
巻
末
に
「
昭
和
十
四
年
九
月
依
林
勇
蔵
手
録
本
令
謄
写
校
合
畢
」
の
書
入
が

あ
る
。

（
９
）
小
川
国
治
「
近
世
後
期
の
山
陽
道
」（『
山
陽
道　

歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』

一
九
八
三
年
、
山
口
県
教
育
委
員
会
）、
三
〇
～
三
六
頁
。
又
野
誠
「
元
治
～

慶
応
期
長
州
藩
農
村
の
交
通
夫
役
負
担
と
庄
屋
層
の
機
能
─
小
郡
宰
判
を
事
例

と
し
て
─
」、
田
中
彰
編
『
幕
末
維
新
の
社
会
と
思
想
』（
一
九
九
九
年
、
吉
川

弘
文
館
）、
二
六
～
六
九
頁
。

（
10
）
本
稿
の
表
３
・
４
に
よ
れ
ば
、
元
治
元
～
慶
応
元
年
の
小
郡
宿
年
寄
は
「
現

勤
」
二
名
で
あ
る
。
ま
た
、
幕
末
維
新
期
の
小
郡
宿
の
目
代
は
二
名
で
、
安
政

二
～
文
久
元
年
は
石
井
清
作
と
源
九
郎
（
前
掲
註
［
２
］
に
よ
る
）、
慶
応
元

～
三
年
は
石
井
清
作
と
大
田
屋
豊
助
（
前
掲
註
［
４
］
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
作
成

横
長
帳
に
よ
る
）
で
あ
っ
た
。
本
文
の
元
治
元
年
九
月
「
御
願
申
上
候
事
」
の

宛
名
に
目
代
・
石
井
清
作
が
み
え
な
い
事
情
は
不
明
で
あ
る
。

（
11
）
証
人
庄
屋
二
名
の
村
名
は
山
口
大
学
総
合
図
書
館
林
家
文
書
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
よ
っ
た
。

（
12
）
山
口
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
、林
家
文
書
、八
六
〇
─
〇
五
、丑
（
慶
応
元
年
）

一
二
月
「
御
願
申
上
候
事
」、
大
庄
屋
・
林
勇
蔵　
［
算
用
方
］
寺
島
太
次
郎
宛
。

裏
書
に
寅（
慶
応
二
年
）八
月
、［
郡
奉
行
］伊
勢
新
左
衛
門
・
玉
木
文
之
進
の［
代

官
］
北
川
清
助
宛
沙
汰
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
同
右
文
書
、八
六
〇
─
〇
四
、丑
（
慶
応
元
年
）
一
二
月
「
御
願
申
上
候
事
」、

大
庄
屋
・
林
勇
蔵　
［
算
用
方
］
寺
島
太
次
郎
宛
。

（
14
）
原
史
料
の
漢
字
表
記
は
「
掠
了
（
ま
た
は
掠
量
）」
で
あ
る
が
、
田
中
誠
二

氏
の
御
教
示
に
よ
り
「
校
了
（
量
）」
に
修
正
し
た
。「
勘
案
す
る
」
の
意
。

（
15
）
田
中
誠
二
「
幕
末
期
萩
藩
財
政
史
研
究
序
説
」（『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
第

七
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
一
～
二
五
頁
）、
一
六
～
一
七
頁
、「
表
⑼　

元
治

元
年
請
払
」、
及
び
一
八
頁
。

（
16
）
山
口
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
、
林
家
文
書
、
五
三
七
─
二
〇
、
寅
（
慶
応
二

年
）
一
二
月
「
御
願
申
上
候
事
」、
大
庄
屋
・
林
勇
蔵　
［
算
用
方
］
寺
島
太
次

郎
宛
。
八
六
〇
─
〇
六
、
卯
（
慶
応
三
年
）
一
二
月
「
御
願
申
上
候
事
」、
大

庄
屋
・
秋
本
源
太
郎　
［
算
用
方
］
寺
島
太
次
郎
宛
。

（
17
）
同
右
文
書
、
六
四
二
─
一
一
、
慶
応
三
年
一
二
月
「
御
願
申
上
候
事
」、
御

恵
米
方
・
林
勇
蔵
、
大
庄
屋
・
秋
本
源
太
郎
連
署　
［
算
用
方
］
寺
島
太
次
郎
宛
。

九
六



裏
書
に
辰
（
慶
応
四
年
）
二
月
、［
郡
奉
行
］
小
幡
図
書
の
沙
汰
書
が
記
さ
れ

て
い
る
。

（
18
）
同
右
文
書
、
五
三
〇
─
七
四
、
明
治
二
年
八
月
「
慶
応
四
辰
年
分　

小
郡
諸

修
補
請
払
御
算
用
一
紙
」
御
恵
米
方
・
林
勇
蔵
。
五
三
〇
─
七
六
、
明
治
三
年

八
月
「
明
治
二
巳
年
分　

小
郡
諸
修
補
請
払
御
算
用
一
紙
」
御
恵
米
方
・
林
勇

蔵
。
五
三
〇
─
七
五
、
明
治
四
年
九
月
「
明
治
三
午
年
分　

南
吉
敷
諸
修
補
請

払
御
算
用
一
紙
」
御
恵
米
方
・
林
勇
蔵
。

（
19
）
同
右
文
書
、
六
一
九
─
二
一
、
慶
応
二
年
八
月
「
慶
応
元
丑
九
月
よ
り
同
弐

寅
八
月
迄　

津
市
宿
御
仕
組
米
銀
仕
詰
帳
」、
人
馬
所
仕
組
方
・
林
良
平
、
本

間
治
郎
兵
衛
。

（
20
）
前
掲
田
中
論
文
、註
（
15
）、二
頁
、「
表
⑴　

借
銀
・
馳
走
米
・
米
価
の
推
移
」。

南
前
地
域
の
石
別
値
段
。
北
前
・
南
前
（
日
本
海
・
瀬
戸
内
）
は
萩
藩
の
年
貢

津
出
し
に
よ
る
藩
域
区
分
。

（
21
）
石
川
卓
美
編
『
山
口
県
近
世
史
研
究
要
覧
』（
一
九
七
六
年
、マ
ツ
ノ
書
店
）、

七
九
～
八
〇
頁
、「
宰
判
・
裁
判
」（
さ
い
ば
ん
）
の
項
。
原
義
は
支
配
・
差
配

の
意
か
ら
起
こ
り
郡
に
類
す
る
意
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
郡
を
一
宰
判
と

す
る
も
の
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
郡
の
区
域
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
立
地
条
件
に
よ
っ

て
一
郡
を
二
宰
判
と
し
、
あ
る
い
は
二
郡
の
各
部
分
を
合
し
て
一
宰
判
と
さ
れ

た
も
の
が
多
い
。

 

　

例
え
ば
美
祢
郡
は
秋
吉
台
を
境
に
東
側
が
前
美
祢
、
西
側
が
先
美
祢
と
称
さ

れ
た
が
、
前
者
は
厚
東
川
の
上
中
流
域
に
属
し
美
祢
宰
判
と
な
り
、
後
者
は
厚

狭
川
の
上
中
流
域
を
占
め
厚
狭
郡
の
一
部
と
と
も
に
吉
田
宰
判
と
な
っ
た
（
平

凡
社
『
山
口
県
の
地
名
』）。
厚
狭
郡
は
東
部
を
厚
東
郡
、
西
部
を
厚
狭
郡
ま
た

は
厚
西
郡
と
い
い
、
東
は
船
木
宰
判
、
西
は
吉
田
宰
判
と
な
っ
た
（『
防
長
風

土
注
進
案
』
第
十
六
巻
吉
田
宰
判
）。

（
22
）
山
口
県
文
書
館
編
『
萩
藩
四
冊
御
書
付
』（
一
九
六
二
年
、
山
口
県
地
方
史

学
会
）
五
四
～
五
五
頁
、
三
ノ
巻
「
地
下
諸
沙
汰
記　

明
和
三
年
（
一
七
六

六
）」、
11
「
御
上
下
之
節
人
馬
賃
銀
の
事
」。

（
23
）
前
掲
註
（
２
）、六
三
～
六
四
頁
、及
び
「
表
８　

文
政
４
年
８
月
長
崎
奉
行
・

土
方
出
雲
守
下
り
通
行
の
概
要
」。

（
24
）
藤
澤
前
掲
書
、
五
九
三
～
五
九
四
頁
、
第
二
編
第
三
章
第
四
節
山
陽
道
に
お

け
る
矢
掛
宿
以
外
の
宿
駅
の
助
郷
、
四
萩
藩
内
宿
駅
の
宰
判
中
助
郷
。

（
25
）
田
中
誠
二
「
近
世
前
期
の
山
陽
道
」（『
山
陽
道　

歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』

一
九
八
三
年
、
山
口
県
教
育
委
員
会
、
二
三
～
二
九
頁
）、
二
八
頁
。

（
26
）
前
掲
註
（
22
）。

（
27
）
八
〇
文
銭
（
銀
一
匁
＝
八
〇
文
）
に
よ
る
銀
価
は
通
用
銭
に
換
算
し
た
う
え

で
、
銀
銭
相
場
（
銭
和
市
）
に
よ
り
除
し
て
算
出
さ
れ
る
。
藩
主
通
行
人
足
賃

銀
「
銭
五
匁
」
の
銀
換
算
は
、
五
×
八
〇
文
＝
四
〇
〇
文
、
幕
末
維
新
期
の
銭

和
市
九
〇
文
（
銀
一
匁=

銭
九
〇
文
）
に
よ
る
銀
価
は
四
〇
〇
÷
九
〇
＝
四
・

四
四
匁
と
な
る
。
馬
の
賃
銀
「
銭
一
〇
匁
」
は
こ
の
倍
額
に
な
る
。

（
28
）
前
掲
註
（
20
）。
石
別
値
段
、嘉
永
六
年
九
七
・
六
匁
、安
政
二
年
七
〇
・
九
匁
、

文
久
元
年
一
二
九
・
七
匁
。

（
29
）
同
右
。
石
別
値
段
、
慶
応
元
年
二
五
八
・
四
匁
、
同
二
年
五
〇
七
・
六
匁
。

（
30
）
山
口
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
、
林
家
文
書
、
六
四
二
─
〇
一
、
元
治
元
年
一

九
七



二
月
「
小
郡
御
宰
判
亥
年
分
人
馬
賃
銀
御
下
銀
割
符
帳
」
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
。

（
31
）
藤
澤
前
掲
書
、
八
一
～
八
八
頁
、
第
一
編
第
一
章
第
五
節
寛
政
期
の
幕
府
御

用
三
通
行
類
型
、
二
証
文
人
馬
無
賃
通
行
類
型
の
構
成
。

（
32
）
前
掲
註
（
25
）、
二
五
～
二
六
頁
。

（
33
）
前
掲
註
（
22
）。

（
34
）
本
文
書
の
翻
刻
は
『
山
口
市
史
』
史
料
編
近
世
１
（
二
〇
〇
八
年
、
山
口
市

編
・
刊
）、
五
一
七
～
五
一
八
頁
、
小
郡
宰
判
31
「
山
陽
道
御
用
物
送
り
費
用

地
下
割
符
の
事
」、
文
化
一
三
年
六
月
～
同
一
四
年
二
月
。

（
35
）
山
口
県
文
書
館
架
蔵
、石
川
淳
彦
著『
萩
藩
職
役
人
名
辞
典
』（
二
〇
一
〇
年
、

著
者
刊
）
に
よ
れ
ば
、
算
用
方
・
守
田
惣
兵
衛
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
一

一
月
ま
で
に
、
奥
阿
武
宰
判
・
算
用
方
、
小
郡
宰
判
・
算
用
方
、
三
田
尻
宰
判
・

下
代
を
歴
任
し
て
い
る
。
小
郡
宰
判
五
か
宿
の
「
天
下
御
物
送
り
」
請
負
年
次

は
こ
の
手
か
が
り
だ
け
で
は
特
定
で
き
な
い
。

（
36
）
藤
澤
前
掲
書
、 

八
〇
九
～
八
四
二
頁
、
付
編
、
継
飛
脚
＝
御
状
箱
御
用
物
通

行
。

（
37
）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
、 

文
政
九
～
一
一
年 

「
小
郡
宰
判
本
控
」 
所
収
、 
子

（
文
政
一
一
年
）
ノ
正
月
「
覚
」、大
庄
屋
・
本
間
庄
左
衛
門　

唐
崎
清
左
衛
門
宛
。

（
38
）
同
右
、
天
明
五
～
六
年
「
小
郡
宰
判
本
控
」
所
収
、
巳
（
天
明
五
年
）
一
一

月
「
覚
」、［
代
官
］
石
川
伝
左
衛
門　
［
郡
奉
行
］
戸
田
九
郎
左
衛
門
宛
。

（
39
）
田
中
誠
二「
萩
藩
郡
村
費
の
研
究
」（『
近
世
の
検
地
と
年
貢
』、一
九
九
六
年
、

塙
書
房
、
第
八
章
、
三
二
九
～
三
八
五
頁
）、
三
六
八
頁
、
天
保
一
二
年
「
防

長
両
国
郷
村
手
鑑
」（
山
口
県
文
書
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
「
足
役
抨
し
貫
之
事
」

は
「
村
々
人
馬
送
り
役
并
諸
御
普
請
出
夫
後
ロ
米
、諸
役
人
泊
り
宿
内
夫
通
ひ
、

或
ハ
畔
頭
組
別
十
人
頭
証
人
百
姓
等
申
談
入
目
其
外
一
切
、
百
姓
之
役
目
ニ
相

当
候
道
作
り
夫
等
を
、
畔
頭
之
組
別
ニ
而
抨
シ
貫
立
候
事
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。

（
40
）
前
掲
註（
21
）、九
五
頁
、「
証
人
百
姓
」（
し
ょ
う
に
ん
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
）の
項
。

百
姓
の
総
代
で
、
畔
頭
の
一
組
ご
と
に
頭
百
姓
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
、
畔
頭
元

で
諸
入
目
、
足
役
抨
、
そ
の
外
諸
割
符
の
補
佐
を
行
っ
た
。
一
年
交
代
で
代
官

所
か
ら
任
命
さ
れ
た
。

（
41
）
田
中
前
掲
書
、
註
（
39
）、
三
六
七
頁
。

（
42
）
前
掲
註
（
２
）、
六
九
～
七
二
頁
、
及
び
「
表
12　

文
久
元
年
分
の
幕
府
御

用
通
行
休
泊
入
目
及
び
「
賄
入
目
」
割
合
」。

（
43
）
本
稿
表
7
で
は
文
久
元
年
分
「
人
馬
賃
銀
割
賦
額
」
の
「
差
引
残
り
貫
立
分
」

は
一
三
一
四
〇
・
六
六
七
匁
、
宰
判
現
石
高
（
五
四
五
三
八
・
四
八
石
）
に
よ

る
石
当
り
は
〇
・
二
四
匁
と
な
る
。「
人
馬
足
役
抨
帳
」
の
〇
・
六
匁
と
の
相

違
は
不
明
で
あ
る
。

（
44
）
田
中
前
掲
書
、
註
（
39
）、
三
七
〇
～
三
七
一
頁
、
及
び
「
表
（
9
）　

天
保

手
鑑
足
役
な
ら
し
」。

（
45
）
前
掲
註
（
20
）、（
28
）。

（
46
）
山
口
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
林
家
文
書
、
六
一
三
─
一
七
、
文
久
二
年
閏
八

月
「
文
久
元
酉
年
分　

公
料
御
役
人
様
其
外
御
通
路
諸
入
目
帳
」
控
、大
庄
屋
・

林
勇
蔵
。

（
47
）
同
右
文
書
、
六
四
二
─
一
〇
、「
安
政
二
年
卯
九
月
ヨ
リ　

人
馬
所
諸
入
目

九
八



帳
」。

（
48
）
前
掲
註
（
９
）
又
野
論
文
、
二
九
～
三
〇
頁
、
同
右
文
書
、
〇
〇
四
─
〇
二
、

万
延
元
年
五
月
「
年
中
行
事
」
所
収
の
「
覚
」（
雛
形
）
に
よ
っ
て
い
る
。

（
49
）
丸
山
雍
成
ほ
か
編
『
日
本
交
通
史
辞
典
』（
二
〇
〇
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）、

六
〇
八
頁
。
問
屋
（
宿
駅
問
屋
）
は
近
世
の
宿
駅
に
お
い
て
年
寄
の
補
佐
の
も

と
に
下
役
（
書
役
の
帳
付
等
）
を
指
揮
し
て
宿
駅
業
務
（
伝
馬
・
商
荷
の
継
立

や
御
用
通
行
の
宿
泊
の
差
配
等
）
を
行
う
宿
役
人
の
長
で
あ
る
。

（
50
）
前
掲
註
（
21
）、
一
六
三
～
一
六
四
頁
、「
目
代
」（
も
く
だ
い
）
の
項
。

（
51
）
田
中
誠
二
「
近
世
の
赤
間
関
街
道
」（『
赤
間
関
街
道　

歴
史
の
道
調
査
報
告

書
』
一
九
九
六
年
、
山
口
県
教
育
委
員
会
、
二
四
～
三
〇
頁
）、
二
九
頁
。

（
52
）
前
掲
註
（
２
）、
六
六
～
八
二
頁
。

（
53
）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
、
井
上
勉
家
文
書
（
大
和
町
）、
文
政
九
年
一
〇
月
一

三
日
「
長
崎
御
奉
行
土
方
出
雲
守
御
登
高
森
御
昼
休
人
馬
所
諸
入
目
仕
出
帳
」、

庄
屋
・
国
重
五
郎
左
衛
門
外
二
名
・
小
都
合
庄
屋
二
名
連
署
、
手
子
二
名
奥
書
。

「
人
馬
賃
銭
と
し
て
御
宿
割
其
外
よ
り
受
取
分
」
二
二
〇
・
九
匁
が
諸
入
目
計

二
〇
五
六
・
四
五
匁
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
。

（
54
）『
山
口
県
史
料　

近
世
編　

法
制
下
』（
一
九
七
七
年
、
山
口
県
文
書
館
編
・

刊
）、
四
四
八
頁
、「
御
書
付
其
外
後
規
要
集
」
一
三
、
天
和
三
年
四
月
二
五
日

毛
利
外
記
「
覚
」。

（
55
）
前
掲
註
（
２
）、
註
（
42
）、
及
び
六
九
～
七
〇
頁
、「
表
11　

小
郡
宿
安
政

２
年
分
休
泊
入
目
「
払
」
内
訳
」
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
藩
主
の
安
政
二
年
一
〇

二
五
日
小
郡
宿
泊
り
通
行
（
表
19
）
の
際
、
参
勤
交
代
大
名
の
う
ち
で
唯
一
代

官
の
送
迎
御
馳
走
が
行
わ
れ
た
。

 

　

矢
掛
宿
の
事
例
は
藤
澤
前
掲
書
、
七
六
八
～
七
七
四
頁
、
第
三
編
第
四
章
第

二
節
幕
府
規
定
と
矢
掛
宿
通
行
諸
侯
の
人
馬
使
用
形
態
、
二
基
本
的
規
制
に
対

し
特
例
の
一
部
諸
侯
。

（
56
）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
、
弘
化
元
～
三
年
「
小
郡
宰
判
本
控
」
所
収
。

（
57
）
藤
澤
前
掲
書
、
二
八
八
～
三
〇
九
頁
、
第
一
編
第
三
章
山
陽
道
に
お
け
る
特

権
通
行
人
馬
遣
高
規
制
の
適
用
、
第
四
節
防
長
路
（
萩
藩
内
）
宿
駅
に
お
け
る

規
制
の
適
用
。

（
58
）
前
掲
註（
２
）、六
七
頁
、「
表
10　

特
権
通
行
小
郡
宿
休
泊
入
目「
請
払
」（
安

政
二
～
元
治
元
年
分
）」。依
拠
史
料
は
山
口
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
林
家
文
書
、

六
一
三
─
一
九
、
元
治
元
年
八
月
「
文
久
三
亥
年
分　

公
料
御
役
人
様
其
外
御

通
路
諸
入
目
帳
」
控
、
大
庄
屋
・
山
内
休
兵
衛
、
高
井
三
郎
介
、
及
び
六
一
三

─
一
八
、
慶
応
元
年
八
月
「
元
治
元
子
年
分　

公
料
御
役
人
様
其
外
御
通
路
諸

入
目
帳
」
控
、
大
庄
屋
・
林
勇
蔵
。

（
59
）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
、
明
治
元
年
「
小
郡
宰
判
本
控
」
所
収
、
慶
応
三
年
一

二
月
「
御
願
申
上
候
事
」
御
本
陣
・
三
原
屋
助
一
郎
、
庄
屋
・
秋
本
新
蔵
宛
。

大
庄
屋
・
秋
本
源
太
郎
の
添
書
に
は
普
請
（
改
築
）
の
許
可
申
請
に
あ
た
り
、

本
陣
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
諸
大
名
等
の
特
権
通
行
は
な
く
な
っ
た
が
、
藩
の

「
急
場
御
手
当
用
御
出
張
等
多
く
度
々
手
広
之
御
引
請
場
ニ
差
閊
」、
御
茶
屋
は

あ
る
も
の
の
御
用
向
き
に
よ
り
差
支
え
る
こ
と
も
多
く
「
御
本
陣
な
ら
で
ハ
不

相
捌
儀
」
も
あ
る
と
述
べ
、
普
請
惣
入
目
四
一
貫
三
三
四
匁
七
分
五
毛
、
米
に

し
て
一
一
五
石
七
斗
三
升
七
合
一
勺
七
才
（
地
下
和
市
銀
一
〇
〇
目
に
つ
き
二

九
九



斗
八
升
替
）
の
半
方
を
宰
判
の
郡
頼
母
子
米
か
ら
払
出
し
助
成
す
る
旨
を
申
し

出
て
許
可
さ
れ
て
い
る
。

（
60
）
山
口
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
、
林
家
文
書
、
六
四
二
─
〇
二
。

（
61
）
前
掲
註
（
20
）。

（
62
）
祢ね
ぎ宜

・
大お

お
り里

と
も
に
主
な
出
典
は
、御
薗
生
翁
甫
著
『
防
長
地
名
淵
鑑
』（
一

九
七
四
年
、
マ
ツ
ノ
書
店
）、
五
四
七
頁
、
及
び
吉
松
慶
久
著
・
内
田
伸
編
『
秋

穂
二
島
史
』（
一
九
六
九
年
、
二
島
公
民
館
）、
三
二
～
三
四
頁
、
山
口
県
立
図

書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
よ
る
。『
防
長
風
土
注
進
案
』
第
一
四
巻
小
郡
宰
判

に
よ
れ
ば
、
二
島
村
の
「
小
し
ょ
う
み
ょ
う

名
」
の
う
ち
に
「
祢
宜
村
」
が
あ
る
。

（
63
）
平
凡
社
『
山
口
県
の
地
名
』（
一
九
八
〇
年
）、
二
八
九
頁
、
台
道
村
は 

『
防

長
風
土
注
進
案
』
以
前
は
小
俣
村
あ
る
い
は
小
俣
村
・
下
津
令
（
し
も
つ
り
ょ

う
）
と
表
記
さ
れ
て
い
た
。

（
64
）『
山
口
県
史
料　

近
世
編　

法
制
上
』（
一
九
七
六
年
、
山
口
県
文
書
館
編
・

刊
）、
一
五
九
頁
、「
二
十
八
冊
御
書
付
」、
正
徳
三
年
六
月
二
八
日
「
覚
」（
御

国
中
人
馬
賃
銀
改
の
事
）。

（
65
）
藤
澤
前
掲
書
、
一
五
五
～
二
二
九
頁
、
第
一
編
第
二
章
幕
府
に
よ
る
特
権
通

行
人
馬
遣
高
規
制
の
形
成
と
そ
の
展
開
、
第
二
節
二
諸
侯
・
家
中
通
行
類
型
に

お
け
る
万
治
～
天
和
の
人
馬
遣
高
規
制
、
第
三
節
享
和
～
文
政
の
特
権
通
行
人

馬
遣
高
再
規
制
。

（
66
）
同
右
、
前
掲
註
（
57
）、
三
〇
八
頁
。

（
67
）
山
本
弘
文
『
維
新
期
の
街
道
と
輸
送
』
増
補
版
（
一
九
八
三
年
、
法
政
大
学

出
版
局
）、
一
～
七
九
頁
、
第
一
章
宿
駅
制
度
の
改
廃
。

（
68
）
田
中
穣
『
ふ
る
さ
と
秋
穂
の
郷
土
史
と
史
跡
』（
一
九
九
五
年
、
秋
穂
町
中

央
公
民
館
）、
一
七
〇
～
一
七
二
頁
。
渡
辺
尚
志
「
歴
史
像
は
い
か
に
つ
く
ら

れ
た
か
─
地
域
指
導
者 

林
勇
蔵
の
明
治
維
新
─
」（
渡
辺
尚
志
編
『
幕
末
維
新

期
萩
藩
村
落
社
会
の
変
動
』（
二
〇
〇
二
年
、岩
田
書
院
、三
六
三
～
四
一
九
頁
）、

三
六
九
頁
。

（
69
）
明
治
二
～
四
年
「
小
郡
宰
判
本
控
」
上
、
所
収
、
明
治
二
年
一
一
月
民
事
局

「
覚
」。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
井
上
馨
文
書
、「
林
勇
蔵
履
歴
之
概
略
」。

（
70
）
林
家
文
書
、
九
─
三
、
掛
軸
、
仮
題
［
林
勇
蔵
書
下
（
文
久
二
年
一
二
月
～

明
治
一
〇
年
五
月
一
七
日
）］
所
収
、
御
恵
米
方
・
林
勇
蔵
宛
の
辞
令
（
書か
き
さ
げ下

）

に
よ
る
。
本
文
は
「
右
本
郷
黒
潟
沖
江
新
開
作
築
立
ニ
付
世
話
方
大
頭
取
申
付

候
事　

巳
十
一
月
」。
林
勇
蔵
は
こ
の
時
恵
米
方
（
慶
応
三
年
九
月
～
明
治
四

年
九
月
）
で
か
つ
「
諸
郡
勧
農
方
大
庄
屋
」（
明
治
二
年
七
月
～
五
年
四
月
）

を
兼
務
し
て
い
た
。

（
71
）
前
掲
註
（
69
）、「
林
勇
蔵
履
歴
之
概
略
」。

（
72
）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
、
林
家
文
書
、
二
九
、「
南
吉
敷
部
津
市
宿
人
馬
所
賃

銀
仕
詰
」
の
う
ち
［
無
題
・
仮
綴
史
料
］
所
収
、「
申
（
明
治
五
年
）
四
月
九
日
」

の
書
入
が
あ
る
。

　
　
　
　

 　

本
書
之
趣
ニ
付
而
者
現
場
遣
方
無
之
人
馬
を
偽
り
、
年
々
各
部
人
馬
割

申
出
多
分
之
銀
高
を
取
下
ケ
、
剰
川
浚
修
甫
取
立
候
段
申
立
候
得
共
、
甚

不
条
理
ニ
而
南
吉
敷
部
川
浚
を
各
部
難
渋
所
よ
り
割
賦
を
以
及
救
助
筋
ニ

無
之
、
全
ク
調
儀
ケ
間
敷
取
行
ニ
付
而
ハ
引
請
役
人
等
屹
度
御
咎
之
尋
も

可
有
之
候
所
、
此
度
之
儀
者
偏
ニ
出
格
之
御
了
簡
を
以
初
年
よ
り
取
下
ケ

一
〇
〇



銀
高
江
壱
割
ニ
利
息
相
加
返
納
申
付
候
、
此
往
右
躰
之
所
行
於
有
之
而
者

可
処
厳
法
候
間
、
悔
悟
い
た
し
可
令
勉
勤
也

（
73
）
同
右
、
所
収
。

　
　
　
　

一 　

根
人
馬
之
肩
を
殺
し
其
余
計
を
以
修
甫
取
立
之
義
、
部
署
江
相
伺
候

哉
、
又
ハ
自
己
之
取
計
ニ
候
哉

　
　
　
　

一 　

弐
拾
四
貫
目
余
寅
春
ニ
至
り
諸
村
江
割
戻
可
仕
筈
之
分
と
有
之
候
故

か
、
前
条
之
通
人
馬
之
肩
を
殺
シ
諸
村
江
可
割
符
筋
無
之
事

　
　
　
　

一 　

宿
方
難
渋
有
之
候
得
ハ
、
正
実
ニ
其
趣
可
申
出
之
所
、
書
面
を
偽
り

終
ニ
ハ
初
発
之
主
意
ニ
も
違
ひ
川
浚
修
甫
江
振
変
候
ニ
付
而
ハ
、
宿
方

難
渋
之
名
目
ニ
し
て
年
々
郡
用
所
を
申
掠
メ
延
銀
を
貯
置
、
後
年
ニ
至

り
川
浚
修
甫
ニ
振
変
候
段
、
重
々
之
調
儀
ニ
候
事

　
　
　
　

一 　

根
人
馬
弐
拾
五
人
弐
拾
五
疋
を
不
立
置
候
ハ
ヽ
、
人
馬
之
肩
を
殺
シ

弐
十
五
人
弐
十
五
疋
之
飯
米
塩
噌
代
等
年
々
仕
法
相
調
諸
郡
石
割
願
出

候
儀
者
、
全
ク
調
儀
を
以
郡
用
所
を
相
欺
候
事

　
　
　
　

一 　

諸
村
人
馬
・
町
人
馬
之
境
不
相
立
趣
ハ
、
攘
夷
一
件
其
外
町
引
請
之

継
立
繁
ク
相
成
、
従
前
諸
村
引
請
之
京
家
・
御
大
名
方
御
通
路
ハ
無
数

ニ
付
、
時
勢
ニ
応
シ
仕
法
組
変
、
宿
方
之
難
渋
之
（
マ
マ
）［
を
］
諸
村
之
甘く
つ
ろ
ぎキ

を
以
助
候
義
ハ
勿
論
ニ
候

（
74
）
同
右
文
書
、「
明
治
七
戌
三
月
よ
り
同
七
月
五
日
ニ
至
ル
迄　

人
馬
所
一
件

控
」
所
収
、
明
治
七
年
二
月
「
御
願
申
上
候
事
」、
第
十
一
大
区
会
議
所
の
罫

紙
欄
外
に
「
勇
蔵
取
下
候
分
」
の
朱
書
書
入
が
あ
る
。

（
75
）
前
掲
註
（
34
）、『
山
口
市
史
』
史
料
編
近
世
１
、「
解
説　

近
世
山
口
の
町

と
村
」、
二
五
～
二
九
頁
、
森
下
徹
「
二
農
村
部
の
概
況
、（
二
）
山
口
宰
判
の

概
況
、
重
い
郡
村
費
負
担
」。

一
〇
一


